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序章　妖よう精せいは夢を見せる




　そして、未来は彼かれに追いついてしまう。




　夏休みも近付いた、蒸むし暑あつく月のか細い夜のこと、天あま川かわ天あま音ねに連れられて芦あし原はら雪ゆき道みちは学園にいた。

「……で、誰だれに会うって」

　夜だというのに強引に連れ出された雪道は、不ふ機き嫌げんそうに廊ろう下かの先を歩く天音に向けてぼやく。

　ツーテールに括くくった髪かみを揺ゆらし、『風かぜ鳴なき』と名付けられた奇き怪かいな模も様ようが描えがかれた大だい剣けんを担かついだ天音は振ふり返かえる。

　学園指定の夏服で包んだ体は細く柔やわいが、身みの丈たけほどもある大剣を担いで平然としている程度には鍛きたえられているのを、雪道は知っていた。

「だから、協力者よ」

　金色の目には呆あきれたような色がある。

「協力者、ねえ……いたのか、そんなもん」

「いるに決まってんでしょうが。鹿しか沼ぬまさんって言うんだけどね、この学園への転入とか、『領りよう域いき』の情報とか、住居の手配とか、色々面めん倒どう見てもらってる」

「ふぅん。で、その鹿沼さんとやらがこんな時間に、こんな場所での待ち合わせを指定してきて、どういう理由かおれが連れてこられたってわけか」

　やはりうんざりと、溜ため息いきを吐つく。

　巻まき込こまれる形で『領域』に関わり、ろくでもない目に遭わされた記き憶おくが克こく明めいに蘇よみがえり心底、嫌いやな気分になった。

「はずれ。今日は別の人と会うのよ。鹿沼さんが手を回して、わたしのサポートにって一人呼よんでくれたの──実は今日が初対たい面めん」

　天あま音ねの方は『領域』の裏うら切ぎり者ものだ。現在進行形で追われているのだから、組織側に内通者がいるというのはありがたいことだろう。

「なるほどねえ」

　雪ゆき道みちは気のない相あい槌づちを打った。

「因ちなみに、こんな場所になったのは別口の『虚きよ構こう式』がまたまた学園で確かく認にんされたからだったりする」

「なるほどね……はい？」

　適当な相槌を打っていた雪道は、天音の不ふ吉きつな言葉に硬こう直ちよくする。

「だから、『虚構式』だって。前の『ドッペルゲンガー』とは別口」

「帰る」

　くるりと背せを向けた雪道だったが、即そく座ざに天音に肩かたを掴つかまれたせいで逃にげられない。

　振ふり返かえるまでもなく、天音が金色の瞳ひとみを輝かがやかせ、チェシャ猫ねこのように笑っているのが理解できた。

「離はなせよ」

「あんたも一いつ緒しよに連れてくるように、ってのが、その協力者からのリクエストなのよね」

「おれは関係ないだろうが！」

　じたばたと雪道は暴れるが、天音の握あく力りよくは強く、まったく逃げられない。

「まだそんなこと言ってんの？　ここまで関わっといて」

「いーやーだー、面倒ごとに関わるのはいーやーだー」

「いいじゃないの、こんなに可愛かわいくて素敵な天音さんと一緒にいられるんだから。ちょっと命の危き険けんがあったりするぐらい甘あまんじて受け入れなさいって」

「だから図ずう々ずうしい形けい容よう詞しを自分につけてんじゃねえよ！」

「うにゃー、仲良しさんにゃーね」

　不意に聞こえた、高い声。

　雪道と天音は驚おどろいた顔で、声の方を見る。

　いつのまにか、その少女は廊ろう下かの窓まど枠わくに腰こし掛かけて、細い脚あしをぷらぷらと振っていた。

　か細い月光に照らされた華きや奢しやな少女。新雪を思わせる純じゆん白ぱくの髪かみ、表情豊かな小さな顔には神しん秘ぴ的てきな輝かがやきを宿したオッドアイ、白いシャツにネクタイ、チェックのスカート姿すがた、子こ猫ねこのように愛らしく──

　つうか、ネコミミ生えてる。

「……それ、本物か？」

　目を見開き、ネコミミを指差し問うた。

「もちろんにゃ！」

　びしりと親指を立てて答え、彼かの女じよはぴこぴことネコミミを動かした。

　本物のようだ。

「あなたが天あま川かわ天あま音ねの現地協力者にゃーね」

「凄すごく認みとめたくないけど、多分、そうだろうな」

「この度はにゃーの我わが侭ままで、夜の学校まで呼よび出だして申もうし訳わけありませんにゃ。早く顔を見てみたかったのですにゃ」

　ぺこりと、頭を下げる。可愛かわいらしくネコミミが動く。

「あ、いえ、こちらこそ、どうも」

　反はん射しや的てきに雪ゆき道みちも頭を下げた。












　話から察するに、どうやらこの少女が天あま音ねの協力者のようだ。

「浅あさ闇やみシロコですにゃ。シロコと呼よんでいいにゃーよ」

　何な故ぜか、オッドアイがきらきらと輝かがやいていた。

「どうも、芦あし原はら雪ゆき道みちです」

　軽く頭を下げて雪道も自じ己こ紹しよう介かいする。

「雪道にゃんですにゃ。綺き麗れいな名前ですにゃ」

「ど、どうもありがとう」

　親しげな態度に、雪道は戸と惑まどってしまう。

「それにしても、『領りよう域いき』侮あなどれねえな……まさかネコミミがいるとは」

　ごくりと唾つばを飲のみ、浮うかんでもいない額の汗あせを拭ぬぐった。

　雪道の知る『領域』関係者はシロコを除のぞいて三人。一人は天音で残りの二人は──控ひかえめに言って、人間として壊こわれていた。

　どことなく無む邪じや気きな空気を纏まとっているけれど、見た目が人間から外れているシロコは新しいタイプかもしれない。

　雪道は天音を見る。声をかけられた時こそ驚おどろいていたが、今はもう平然としていた。

　あるいは平静を装よそおっているのかもしれないが、傍はた目めにはわからない。

「はじめまして、天あま川かわ天音と申します」

　凛りんとした声で告げ、肩かたに担かついでいた『風かぜ鳴なき』を下ろす。

「あなたが鹿しか沼ぬまさんの言っていた方でしょうか」

　天音は見事に猫ねこを被かぶり、右手を差し出した。

　雪道は理由を知らないが、天川天音という少女はひどい猫被りだ。

「浅闇シロコですニャ。どうもはじめましてニャー」

　白い髪かみを僅わずかに揺ゆらし窓まど枠わくからひょいと降り、天音の手を握にぎり上下にぶんぶんと振る。

「因ちなみに、本性のことは既すでに聞いてるので猫被るのは無む駄だにゃ！」

　ぴしりと天音は一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくし、余った手を額に当て溜ため息いきを吐ついた。

　気を取り直すように一度目を伏ふせて首を振る。

　一いつ緒しよに、薄うす桃もも色いろのツーテールが尻尾しつぽのように揺れた。

「ああ、そう。なら素すでやらしてもらうわ──早さつ速そくだけど、新しい『虚きよ構こう式』の情報を」

「了りよう解かいにゃ、まずはお仕事から片かた付づけますにゃ。確かく認にんされた虚構式断だん片ぺんはずばり『妖よう精せい』ですにゃーよ。固定化は七割程度っぽいですにゃ」

「『妖精』か……それは質たちが悪いわね。確かに一人じゃ手に余るかもしれない」

　むうと、顎あごに手を当てて天音が唸うなる。

　同意するように、シロコが白い髪を揺らしオーバーアクション気ぎ味みにぶんぶんと頷うなずく。

「ところで、『妖精』対たい策さくの品物は」

「それなら後から送られて来るにゃ。『領りよう域いき』のネットワークを使わず通常の流通を介かいすから少し遅おそくなるにゃ」

「ま、わたしと繋つながってるのがばれたら困こまるから仕方ないわね」

「仕方ないにゃーね」

「で、『妖よう精せい』の発生源は学園で間ま違ちがいなし？」

「うにゃ、『妖精』が学園から出て行くまでに終わらせたいにゃ」

「固定化が七割なら、しばらくは問題ないでしょ──」

　雪ゆき道みちには理解できない世界の話が二人の間で始まった。

　一人取り残された形になる雪道は肩かたをすくめ、

「……つうか、なんで、おれまで呼よび出だされたんだよ」

　呟つぶやいて、何気なく視し線せんを二人の向こう側、廊ろう下かの奥おくに向けると──

「クスクス、クスクス」

　そこに、『妖精』がいた。

『妖精』は薄うすい羽を生やした三十センチ程度の金きん髪ぱつの少女の姿すがたをして、きらきらと光の粒つぶを撒まき散ちらしながらふわふわと宙ちゆうに舞まう。

「過去に溺おぼれる犬がいる。未来に潰つぶれる鳥がいる。今にしかいないあなたはどちら？　あなたはどちら？」

　謎なぞかけのような言葉を紡つむぎ。

　ふわり、

　その身を翻ひるがえす。




　煌きらめく光の粒に目を奪うばわれ、鈴すずをころがすような声に耳を奪われ、靄もやがかかるように思考能力が奪われて──

　誘さそわれるように『妖精』を追って歩き出す。





第一章　『全自動オーケストラ』は隣で眠る




「──！」

　ふと、誰だれかに名前を呼よばれた気がして雪ゆき道みちは立ち止まる。

『妖よう精せい』に誘さそわれて、ふらふらと歩き出した雪道は我われに返り、慌あわてて周囲を見み渡わたした。

　か細い月に照らされた廊ろう下かからは、いつのまにか天あま音ねたちの姿すがたが消えている。

　いや……

「おれが、はぐれた？」

　自分が『妖精』を追い掛かけて歩き出したところまでは覚えている。その推すい測そくは妥だ当とうだ。

「おい、待てよ。この状じよう況きよう、やばくないか」

　背せ筋すじに生温い汗あせが浮うかぶ。

　何かあったとき戦える天音とはぐれた。

　落ち着きなく、雪道はきょろきょろと視し線せんを走らせる。

　静まり返った廊下には僅わずかな月光。

　天音の姿どころか、追っていたはずの『妖精』もいない。

　完全に一人──

「そ、そうだ、携けい帯たい！」

　汗で滑すべる手で取り出し、天音に連れん絡らくを取る。

　ワンコールで即そく座ざに相手は出た。

「天あま川かわか？　おれだ、雪道だ。今、おまえ、どこにいるんだ？」

　安あん堵どと焦あせりを半々に雪道は叫さけぶ。

　だが、天音からの返事はない。

「おい、天川！　聞こえないのか天川！」

　確かに電話は通じているのに、何も言ってくれない。

「……天川、だよ、な？」

　繰くり返かえし叫ぶうちに、雪道の胸むねに不審感が湧わく。

　この電話の向こうにいるのは、本当に、天音なのか？

「な、なあ……」

　雪道の言葉を遮さえぎるように、

「──逃にげられないよ」

　電話の向こうから、鈴すずをころがすような声がする。

　思わず電話を取り落とした。

　震ふるえる手で拾い上げた携帯の液えき晶しように表示されている文字は──

　圏けん外がい。

「ハ……ハハハハハハハハハ」

　乾かわいた笑いが、零こぼれ、

　壊こわれたように、笑い、

　相そう貌ぼうはどこか、壊れ、

　スイッチが入るように禍まが々まがしい空気をその身に纏まと──

「ぬっ、がっ！」

　いきなり、側頭部に強い衝しよう撃げきが走った。




「いってえ！　何だ今のは、まるで天あま川かわに蹴けり飛ばされたみたいに痛いたい！」

「あ、気がついた」

「うわあ、本当に有効だとは思わなかったにゃあ」

「……え？」

　雪ゆき道みちの目の前には、短いスカートをものともせず脚あしを振り上げた天あま音ねの姿すがたがあった。

　少し離はなれて廊ろう下かの窓まどの傍そばに、ネコミミをぴくぴくと動かすシロコの姿もあった。

「あれ？　おれ、戻もどってきて……る？」

　か細い月光に照らされた廊下は同じだが、二人の姿がある。

『妖よう精せい』を追って歩き出したはずの雪道は、その実、数歩を歩いただけだった。

「二発目はいらないか、残念」

　残念そうに、金色の目を伏ふせて溜ため息いきを吐つき、天音が振り上げた脚を下ろす。

「……おい」

　察するに、側頭部に感じた衝撃は本当に天音の蹴りだったのか。

　悪びれもせず、天音は薄うすい胸むねを反そらして勝かち誇ほこる。

「『妖精』にたぶらかされたあんたを、わざわざこっち側に引ひき戻もどしてあげただけよ。何か文句がある？」

　そう言われると、確かにそんな気もする。ひとまずは安心してもよさそうだが、

「なんだこの納なつ得とくのいかない感じは……」

「細かいことは気にしない。たぶらかされただけですんでラッキーだったんだし」

　にやにやとチェシャ猫ねこのように笑いながら天音が言う。

「あー、いまいちわからん。説明くれ。おれ、どうなってたんだ？」

「雪道がふらふらっと数歩前に進んで、そのまま立ち止まってぼうっとして、声をかけてもろくに返事がなかったから、これは『妖精』にたぶらかされたんだろうなって判断して蹴ってみたの」

「一応言うと、にゃーはきちんと気付け薬とかを使って目覚めさせるように提案したにゃーよ、でも天あま音ねにゃんが、

『そんなの待ってられない！』

　って、物もの凄すごい慌あわてて蹴けり飛ばしたにゃ」

「ほう……」

　じと目で雪ゆき道みちが天音を見る。

　つい、と、天音が視し線せんを逸そらし、

「しょうがないじゃないの……びっくり、したんだから」

　恥はずかしげにそんなことを言われてしまった。

　雪道は痛いたむ頭を押さえて、盛せい大だいに溜ため息いきを吐つく。

「いや、ありがとう。助かったのは事実だし。まったく、なんでおれがこんな目に」

　これでは天音を怒おこるに怒れない。

「うにゃうにゃ、でも、ラッキーだったってのは本当にゃ。運が悪かったら、二度と目が覚めなかったり、覚めても頭があっぱっぱーにゃ」

「あっぱっぱー……か」

「あっぱっぱーにゃ」

　思わず頭があっぱっぱーになった自分を想像してしまった。

「それは……怖こわいな。下へ手たしたら『ドッペルゲンガー』より怖い」

「『妖よう精せい』ってのはそういうものにゃーよ。直接何かされるわけじゃないかわりに」

　言いながら、シロコは自分の頭をこつこつ叩たたく。

「幻げん覚かくやら未来予知やらで、こっち側に影えい響きようを出すにゃ。だから一人で対応するには危き険けんすぎるというのもあって、にゃーがやって来たにゃ」

「なるほど、協力者って大事なんだな」

　確かに、もし最初から雪道一人だったらあの状じよう況きようから抜ぬけ出だせた保証はない。

　本当にラッキーだったのだと、雪道は今度こそ本心から安あん堵どする。

「だからさ、結果的にはわたしのやり方は最さい善ぜんの手だったわけよ！」

　ここぞとばかりに天音が主張した。

　雪道はちょっと考え、

「ていっ」

「いたっ」

　ふふんと、再び薄うすい胸むねを反そらした天音にでこぴんをかました。

「な、なにするのよ」

　額を押さえて軽く涙なみだ目めになった天音が抗議する。

「おまえはその、一いつ瞬しゆんで調子に乗る癖をどうにかしろ」

「乗ってないもん！」

「全力で乗ってるだろうが！」

　むがーと詰つめ寄よる天あま音ねの頭を押さえて、雪ゆき道みちは怒ど鳴なり返す。

「くうううううう、あんたねえ、いいかげんわたしのことを認みとめなさいよ。可愛かわいい可愛い天音さんの傍そばにいれて幸せです、って素直に言いなさいよ！」

「だーれが言うか、このダメッ娘こめ！　このダメッ娘め！　このダメッ娘め！」

「三度もわたしをダメッ娘と言ったわね！」

　そして天音の方も負けじと言い返す。

「あのー、もしもしにゃ」

　顔を近づけて怒鳴りあう二人の肩かたを、ちょいちょいとシロコが突ついた。

「なんだ」

「なによ」

　二人揃そろってシロコを見る。

「夫婦喧げん嘩かなら余よ所そでやれにゃ」

「誰だれが夫婦だ！」

「誰が夫婦よ！」

　同時に叫さけび、一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。

「こんな奴やつと夫婦なんてお断りだ！」

「こんな奴と夫婦なんてお断りよ！」

　また同時に叫んだ。

「……」

「……」

　二人は顔を見合わせて、気まずげに視し線せんを逸そらす。

「……仲良しさんにゃーね」

　少し羨うらやましそうに、シロコが言う。

　微かすかに揺ゆらめいたオッドアイはどこまでも深い泉の底のようで、

　寂さびしげに、

　人を引き寄せる。

　だから、雪道は手を伸ばした。

「うにゃ？　うにゃ？　うにゃ？」

　混こん乱らんするシロコの頭を撫なでる。

　ひどく優やさしい手つきは、父親が娘にするそれに似ていて、

　始めは戸と惑まどっていたシロコはそのオッドアイを細めて受け入れる。

　照れたように俯うつむいて、そのくせ嬉うれしそうに白いネコミミはぴこぴこと動いていた。

　雪道もまた、ひどく、安らいで、どこか懐なつかしいものに触れた気分だった。

　失ってしまったものが、自分の手に戻もどってきたような、そんな気分だった。

　我われ知らず、顔には微笑ほほえみが浮うかんでいる。

「……あんたさ、会って三十分もしてないシロコ相手に何なに雰囲気出してんのよ」

　不ふ貞て腐くされたような顔で天あま音ねが口を挟はさんだ。

「ん？　あれ？　おおっ！」

　びっくりしたように、雪ゆき道みちはシロコの頭から手を離はなす。

「わ、悪い。なんかこう、急に撫なでたくなって、つい……」

「にゃ……別に、構わないにゃーよ」

　何とも気まずげに、二人は視し線せんを逸そらし合う。

　ぽっ、と、シロコの頬ほおが赤く染そまっていたことに雪道は気付かなかっただろう。天音の方は気付いたのかもしれない。

　幾いく分ぶん、不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「あのさあ、雪道」

「……なんだよ天あま川かわ」

「蹴けっていい？」

「いいわけねえだろ！」

　問答無用で蹴ってこなかった辺りに、雪道は不思議なものを感じて内心で首を捻ひねる。

「どうしてでしょうか」

　突とつ然ぜん猫ねこを被かぶり、天音は綺き麗れいな笑顔を浮かべた。

　突然、雪道の第六感が危き険けんを訴うつたえる。

「今、凄すごく不愉快なんです」

　ずい、と、天音が詰つめ寄より、雪道は気け圧おされ後じさる。

「ちょっと待て、待て。おれ何もしてないぞ、本気で八つ当たりかよ」

「ごめんなさい。わたしにもちょっと理由がわかりませんの」

「……マジですか」

　とりあえず、ダッシュで逃にげることにした。

「あら、お待ちになってくださいな」

「嫌いやだ！　なんか怖こわいから嫌だ！　普ふ段だんの三倍怖いぞおまえ！」

　微笑みだけは優ゆう雅がに、金色の目の奥おくには欠片かけらの笑みもなく天音が追う。

「うううにゃ？　ちょっと待つにゃ。いきなり一人にされてどうしろって言うにゃ！　っていうか『妖よう精せい』どうするにゃー！」

　さらにはシロコも追い駆かけ始めて、

　静まり返っていた廊ろう下かには、ばたばたと激はげしい足音が響ひびき、俄にわかに騒さわがしくなった。




　その後、健けん闘とう虚むなしく追いつかれた雪ゆき道みちは何な故ぜか天あま音ねに蹴けり倒たおされた。

　追いかけっこに疲つかれてしまい、雪道の見た『妖よう精せい』も再びは現れず、結局、一時解散の流れとなる。

　雪道と天音は、長なが月つき学園の正門を出たところでシロコと別れ、茜あかね堂に戻もどった。




　翌よく朝あさ。カーテン越しにも感じる強い朝あさ陽ひに、雪道は目を覚ます。

　薄うすい寝ね汗あせの感かん触しよく。今日も学校だと寝ね惚ぼけた頭で思いながら眩まぶしい光に目を細め、隣りん室しつの天音が来る前に朝食の準備をしようと上体を起こすと──

　ふにゅ。

　……何気なくついた手が、柔やわらかいものに触れた。

「むう？」

　無理矢理たとえるならば薄いクッション、いや、まな板の上に置いた小さな丸まる餅もちか。

　当たりは柔らかいが、すぐその向こうにある硬いものに触れる。

「……むう？」

　ふにゅ、ふにゅ、ふにゅ。

「雪道にゃん、くすぐったいにゃー」

　感触を確かめるように、何度か揉もん……聞き覚えのある女の声が……する。

　ぶわりと、雪道の全身に汗が噴ふき出でた。

　嫌いやな確信を抱いだきつつ、ひどくゆっくりと首を動かす。

　シロコが雪道の隣となりで布団に寝そべっていた。

　神しん秘ぴ的てきなオッドアイをくすぐったそうに細め、僅わずかに乱みだれた新雪を思わせる白はく髪はつを割って生えたネコミミがぴこぴこ動いている。

「なん……だと？」

　もうちょっと視し線せんをずらすと、やはり新雪を思わせる真っ白な肌はだと幼おさない肢し体たい──恐おそろしいことにシロコは服を着ていなかった。

「おれは何もしてないぞおおおおおおおお！」

　雪道は悲ひ痛つうな叫さけびを上げる。

　悲鳴に驚おどろいたように、隣の部屋からどんがらぐっしゃんと音がして、さらにもう一度がっしゃんと音がして、とどめに一度、ばったんと音がする。

「や、やばい、ちょっと、えっと、隠かくれ、いや、その前にせめて服か！」

　凄すごい勢いで立ち上がり、壁かべにかけていた夏服──カッターシャツに手を伸ばし、シロコに放り投げる。

「とりあえずそれを着てくれ！」

「うにゃあ？」

　疑ぎ問もん符ふを浮うかべつつも、シロコが渡されたカッターシャツに袖そでを通すと、同時に──

　バタン！

「どうしたの、雪ゆき道みち！」

　乱らん暴ぼうにドアを蹴けり開けて、薄うす桃もも色いろの髪かみを振り乱みだしながら少女が部屋に踏み込む。

　隣りん人じんの天あま川かわ天あま音ね。寝ね起おきを示すように普ふ段だんはツーテイルに括くくった髪は解ほどけたままで、パジャマの襟えり元もとは大きく開いており形の良い鎖さ骨こつが覗のぞいている。

「凄すごい悲鳴……だった……んだ……ど……」

　後半に行くに連れて、段だん々だんと天音の声は冷たさを増していく。

　天音の金色の瞳ひとみは当然、ボタンも閉じていないカッターシャツ一枚のシロコに向けられている。

「うにゃあ、袖が余るにゃー」

　オッドアイを輝かがやかせ、ぷらぷらと余った袖を面白そうに揺ゆらした。

　サイズが合っておらず、裾すそは太ふと腿ももの辺りまで覆っているので、頑がん張ばればワンピースに見えなくも……無理があるか。

　言い訳わけの余地もなく、俗ぞくに言う裸はだかワイシャツ状態だった。

「……」

「……」












「にゃ、そんなに見られると恥はずかしいにゃ」

　視し線せんが集まっていることに気付いたのか、シロコはぴこぴことネコミミを揺ゆらして自分の体を抱く。

　ぐるりと、天あま音ねの視線が雪ゆき道みちを捉とらえる。

「終わった」

　雪道は魂たましいが抜けたような顔で呆ほうけ、天音は、

「ねえ、雪道。凄すごく色々言いたいことがあるけど、シンプルに行くね」

　素早く間合いを詰め、腰を落として体を捻ひねる。

「この変態ぃぃいいいいいい！」

　手加減も遠えん慮りよもなく、薄うす桃もも色いろの髪かみをなびかせ鋭するどい回し蹴げりで、雪道を蹴けっ飛ばした。

「ぐぼあっ」

　呻うめき声を上げて、雪道は畳の上を転がって、壁かべにぶつかる。

　獲え物ものを追う猫ねこの身のこなしで、天音は雪道を追い、倒たおれた体をさらに踏む。

　そして蹴る！

「このバァカ！　バァカ！　バァカ！　手を出すなら瑛えい子こか、千歩譲ってわたしにしなさいよ！　しかも、裸はだかにワイシャツ一枚でネコミミ？　あんたどんだけマニアなのよ！　ああもう！　あんたがバァカなのは知ってたけど、変態だとは初耳だわ！」

　言いたい放題蹴りたい放題、気付けば肩かたで息をしていた。

「はぁ、はぁ、はぁ、このバァカ……」

「うにゃうにゃ、雪道にゃん、大だい丈じよう夫ぶにゃー？」

　よつんばいになって、畳の上をてとてとと進んだシロコが蹴り倒された雪道の顔を覗のぞき込む。

「全然、大丈夫じゃ、ない……つうか、なんで、シロコ、おれの部屋にいるんだ、よ」

　昨さく夜や、学園の正門で、シロコとは別れたのに雪道の部屋にいた理由は確かに謎なぞだ。

「え？　あんたが連れ込んだんじゃないの？」

　息を整えた天音が、腕組みし軽けい蔑べつも顕あらわの視線で雪道を見下ろして言った。

「違うわ！」

　がばりと立ち上がり、寝ね巻まき姿すがたの天音に詰つめ寄より天音の肩を掴つかむ。

「目が覚めたらこいつが隣となりに寝てたんだ！　つうか、即そく座ざにおれが連れ込んだと決めやがったなおまえ！　そこまで信用皆無かおれは！」

「あんたは無自覚にそういうことをしそうな雰囲気なのよ。悪意ゼロで六股またぐらいかけて最後は刺されそうな感じ」

　半眼の天音があっさりと断言した。本気で信用がなかった。

　がっくりと雪道は肩を落とす。

「もういいよ。で、シロコ、なんでおれの隣となりで寝ねてたわけだ？」

「はいにゃ！　昨日、にゃーは雪ゆき道みちにゃんに頭を撫なでてもらっちゃいましたのにゃ」

　白い髪かみを揺ゆらして元気良く立ち上がり、ネコミミをぴこぴこさせつつ答える。

「……そういや、そんなこともしてたわね」

「そのとき、にゃーの胸むねがきゅんきゅんしちゃったのですにゃ！　これはもう運命的と評してオッケーにゃ。惚ほれましたのにゃ！」

　きらりん、と、自信たっぷりにオッドアイが輝かがやいた。

「ほほほほほほ、惚れた？　雪道に？　なんで？　どうして？　正気なの？　目と頭と男の趣味は大だい丈じよう夫ぶ!?　こいつかなり口うるさい小こ姑じゆうとみたいな奴やつよ！」

　天あま音ねは絶叫し、大おお袈げ裟さに頭を抱えてぶんぶん振る。括くくっていない薄うす桃もも色いろの髪が派手に暴れて乱みだれるが気にしていない。

「認みとめない！　わたしは絶対に認めないんだから！」

「……さすがにそこまで言われると、ちょっと傷つくんだが？」

「だってそうじゃない！　そもそもあんたおかしいのよ！　わたしみたいな美少女が隣に住んでるのに全然嬉うれしそうじゃないし！　あ、わかった、実は同性愛者！」

「アホかぁああああ！　おまえの脳の回路はどういう繋つながり方をしてるんだ！　どこをどうすればそういう結論が出るんだ！」

「だってぇ……」

「だってじゃない、拗すねた顔して唇尖とがらせても無む駄だだぞ！　この際だからはっきり言うけどな、外見云うん々ぬん以前におまえはその性格を──」

「あの、雪道にゃん」

「なんだシロコ！　今この自信過剰ダメッ娘こにお灸きゆうを──」

「うにゃ？　でもそろそろ学校行かないと、遅刻するにゃーよ？」

　ぴたりと雪道と天音の動きが止まった。揃そろって時間を確かく認にんし、揃って顔を青くする。

「うわ！　ちょ、天あま川かわ！　まずい、遅刻する！」

　二人ともまだ着替えてすらいないのに、部屋を出なければ危き険けんな時刻が迫っていた。

　一連のドタバタと、そもそも昨夜ゆうべの一件で眠ねむるのが遅おそくなった二人は寝坊していた。

「嘘うそっ！　朝ごはんは!?」

「心配する場所そこかよ！　つうか昼の弁当作ってる時間もねえよ！」

「わたしの朝の楽しみとお昼の楽しみがなくなるじゃない！」

「知、る、か！　すっかり食いしん坊属性までつきやがって、このダメッ娘め！」

「ダメッ娘言うなぁ！　ってもう、それどころじゃないのに、着替えないと！」

　わやわやと言い争う間にも、刻々と、時計の針は進み行く。

　そして二人は気付かない。

　呑のみ込こむようなオッドアイをきらりと輝かがやかせ、罠にかかった獲え物ものを見る狩人かりゆうどのようにシロコが微笑ほほえんだことに。




　結局、シロコは部屋に置いたまま、遅刻寸前で雪ゆき道みちと天あま音ねは教室に滑すべり込んだ。

「ごきげんよう、皆さん」

　全力疾走して乱みだれた呼吸を整える雪道の隣となりで、天音はあくまで優ゆう雅がに猫ねこを被かぶり、スカートの裾すそを摘つまんで一礼する──地味にタイが歪ゆがんでいたりするのはご愛あい嬌きようだ。

　線こそ細いものの体力に関しては完全に天音のほうが上で、雪道と同じ距離を走ったくせに息一つ乱れていない、どころか、汗あせ一つかいてない。

「おはよう、天あま川かわさん」

「ごきげんよう、水みず内うちさん」

「おはようございます！」

「ごきげんよう、田た中なかさん。あら、朝から教科書を開いて予習ですか？」

「さすがに、そろそろ勉強しないとまずいかなーって」

「頑がん張ばってくださいね。わからないところがあれば遠えん慮りよなくどうぞ」

「天川さん！　おはようっス！」

「ごきげんよう、横よこ山やまさん。今日も朝練だったんですか」

「あ、いや、今は朝練はないですよ」

「そういえば、もうすぐ期末試験ですものね。忘れてましたわ」

「さすが天川さん……余裕っスね」

「いえ。ただ粗そ忽こつなだけですわ」

　くすりと、優雅に笑う。

　次から次への挨あい拶さつに、天音は律りち儀ぎに微笑み返し、人によってはちょっとした会話もしながら実に手際よく応ずる姿すがたは、社交界に慣れた貴婦人を思わせる。

　天音の優雅な振る舞まいは、朝の教室では良くも悪くも人目を集めていた。

　その視し線せんを何なく受け止めながら、天音は自分の席に着く。

　雪道のほうは特に誰だれに挨拶するでもなく、席に着いた。

「おはよう、芦あし原はら」

　隣の席に座る少女──長なが月つき瑛えい子こが、淡々とした抑揚のない声で挨拶する。

　指定の夏服を乱れなく着こなし濡ぬれ羽ば色いろの黒くろ髪かみをポニーテイルにまとめた少女で、顔立ちは人形のように整っていて、やはり人形のように表情に乏しい。

　涼やかだが鋭するどい吊つり目と相まって、どこか澄ました黒猫を思わせる。

「おは、よう、瑛子……」

「遅刻寸前、珍しい」

　言いながら、瑛えい子こはペットボトルのお茶を差し出す。

「ちょっと、寝ね坊ぼうしてな」

　うんざりしたように答えて、お茶を一息で半分ほど飲のみ干し、溜ため息いきを吐ついた。

「ああ……生き返った」

　瑛子にペットボトルを返しながら呟つぶやく。瑛子の方は受け取りながら、小首を傾かしげる。

「寝坊？　珍しい。試験勉強でもしていたの？」

「そういや、もうすぐ試験だったか」

「……忘れてたの？」

「すっかり」

「……明日、お休みだから、勉強して」

　呆あきれたように、瑛子は溜め息を吐いた。

　ほんの少し揺ゆれた長い黒くろ髪かみに目を奪うばわれながら、雪ゆき道みちが返答を考えていると、チャイムが鳴った。

　チャイムから数秒遅れて、がらりと教室のドアが開き担任の工く藤どう先生が入ってくる。

　いつもどおり、スーツ姿すがたにアップにまとめた髪。これまたいつもどおり衣装に合わないやさぐれた顔で、火のついてない煙草たばこを咥くわえていた。

　面めん倒どうくさそうに出席簿を教卓の上に置き、ざっと教室を見み渡わたして欠席者がいないことを確かく認にんし、口を開く。

「あー、転校生を紹介する」

　ざわざわと俄にわかに生徒たちは騒さわがしさを増す。それも当然だろう、そんなことは一言も聞いてなかったし、つい半月ほど前にも天あま音ねが転校してきたばかりだ。

「超、嫌いやな予感がする」

　雪道がぼそりと呟いた。

「んじゃ、入って来い」

　一言も説明するつもりはないらしく、工藤先生は廊ろう下かに向かって呼よびかける。

　ばぁん、と、元気良く扉を開けて入ってきたのは、

「はいにゃ！」

　長なが月つき学園指定の夏服を着用した、神しん秘ぴ的てきなオッドアイの、雪のように白い髪の、どこかで見たような、小さな少女で……

　頭にはネコを模した、つばのない帽子──ネコミミ帽子とでも呼ぶべき品物を被かぶっていた。

「浅あさ闇やみシロコと申しますにゃ。よろしくですにゃー」

　教壇の隣となりに立ち、にゃ、と、礼をする。

　同時に、ネコミミ帽子の耳が、まるで帽子の下に本当のネコミミがあるみたいに、ぴこぴこと揺ゆれた。

　一いつ瞬しゆん、教室はしん、と静まり、

「ネコミミとかキタコレ！」

「イエス！　おれたちのクラスはまさに勝ち組だ！」

「色々小さい！　だがそこがいい！」

「神さまありがとう！　天あま川かわさんに続いて二人目とか最高すぎです」

「いやっほう！」

「男子騒さわぎすぎ」

「ほんっと、バカしかいないよね、このクラスの男は」

　女子の呆あきれたような視し線せんもなんのその、ほとんどお祭りのノリで男子が騒ぎ立てる。

　ガッツポーズをする奴やつから、机の上に立って口笛を吹いている奴までいる。

　天あま音ねの転校時よりもリアクションが過剰なのは小柄なシロコの発する親しみやすさが原因だろう。

　そんな男子の数少ない例外こと雪ゆき道みちは、

「なんで嫌いやな予感だけは当たるんだよ」

　もう嫌だと言わんばかりに頭を抱えていた。

　追及したい。凄すごく追及したい。

　なんでシロコがここにおんねん、と、関西弁になる勢いで追及したい。

　無理だが。

「どうかしたの、芦あし原はら？」

　そんな雪道を瑛えい子こは怪け訝げんそうに眺めた。

「ちょっと、人生の不ふ条じよう理りについて嘆いているだけだ」

　頭を抱えたまま、意味があるようでない答えを返し、雪道は天音に視線を向ける。

　同じく事情を知っている天音のほうは、さすが猫ねこ被かぶり。

　学校で見せるどこぞの令嬢めいた優ゆう雅がな微笑ほほえみを浮うかべ、教室の騒ぎなど存在しないように転校生シロコを眺めていた。

「天川の奴、知ってやがったのか？」

　あるいは、天音には予想できていたことなのかもしれない。

　天音の端整な横顔からは何一つ真意を読めず、

　雪道は溜ため息いきを一つ吐ついて、顔を上げる。

「うにゃ」

　シロコと目が合った。

「あ、やばっ」

　嫌な予感再び。

　シロコのネコミミ帽子の耳がぴくぴくと動いて、大おお粒つぶのオッドアイがきらりと輝かがやく。

「雪ゆき道みちにゃん、同じクラスですにゃー！」

　ぴょん、と猫ねこのような身軽さで教卓に乗ると、

　雪道目め掛がけて跳んだ。

「予想通り過ぎるぞ、こら！　アホかおまえ！　むしろアホだおまえ！」

　叫さけびながらも雪道は立ち上がり、飛び込んでくるシロコを抱きとめる。

　シロコの体は見た目通りに軽く、そのくせ女の子らしく柔やわらかい。

「うにゃーうにゃー」

　シロコは雪道の腕の中にすっぽりと収まって、甘あまえる子こ猫ねこそのままに、ごろごろと喉のどを鳴らしながら頬ほお擦ずりをしている。

「なんだ、芦あし原はら、知り合いか」

　シロコの空中ダイブを咎とがめるでもなく、工く藤どう先生が問うた。

「彼かの女じよ候補ですにゃ！」

　雪道が答えあぐねている隙すきに、両腕両りよう脚あしでがっしりと抱きついたシロコが器用に首だけ振り向いて答えた。

「ちょ、おま、それ、ちが……」

　別の意味で教室が静まり返る。

　雪道は言葉を発し損ねてしまったみたいに口をぱくぱくさせている。

「そりゃ面白い。芦原、担任命令だ、転校生の面めん倒どう見てやれ。席も一番後ろで隣となり同士な」

「何も面白くねえ！　っていうか、無茶だ！」

　我われに返り雪道は叫ぶが、

「無茶で結構、クラスじゃあたしが法律だ。そいじゃ、ホームルーム終わり」

　工藤先生は問答無用とばかりに言い捨てて、挨あい拶さつすらせず、出席簿片手に教室を出た。

　あまりの早はや業わざに呆ぼう然ぜんとしていた雪道は、すぐ隣から発せられる静かな怒気に気付く。

「あの極悪教師め……厄やく日びだ。間ま違ちがいない、今日は厄日だ」

「可愛かわいい女の子に抱きつかれているのだから、喜ぶべき」

　疲つかれ果てたように首を振る雪道に、怒気の主ぬしの瑛えい子こが、いつもどおり淡々と答えた。

　表情に乏しい美貌の向こうに、静かに怒り狂う黒猫が見える気がして、雪道はもう本格的に嫌いやになった。

　おまけに男子の刺すような視し線せんと、女子の感心したような視線にさらされている。

　その元げん凶きようのシロコは少しも気にせず、嬉うれしそうにオッドアイを輝かせ、ネコミミをぴこぴこと動かしていた。

「誰だれか、助けてくれ……」

　事態が完全に自分の手を離はなれたという諦てい念ねんと共に、雪道は虚むなしく呟つぶやいたが、誰も助けてはくれなかった。




　ほぼ間ま違ちがいなく何も考えてない工く藤どう先生の指示により最さい後こう列れつに行かされた雪ゆき道みちはまだ教科書のないシロコと机をくっつけて、仲良く授業を受けていた。

　今日の一時間目は数学で、試験前ということもありクラスの空気は普ふ段だん以上に真剣だ。

　雪道もその例外ではなく、眉み間けんに皺しわを寄せて黒板を睨にらんでいた。

「……雪道にゃん」

「ん？」

　黒板の字をノートに写す手を止め、シロコに向き直る。

　シロコは幼おさない顔に真剣そのものの表情を浮うかべて、教科書を睨んでいた。

「この教科書、おかしいにゃ」

「おかしいって……どこが」

　雪道には見慣れた教科書だ。

「だって、数学なのに英語がいっぱいですにゃーよ。エックスとか意味わかんないにゃ」

「待ておまえ、それは中学生で卒業するべき発言だろうが」

「うにゃん？」

　ネコミミをぴこぴこさせながら不思議そうに首を傾かしげる。

「……え、マジ？」

「うにゃん？」

　やっぱりネコミミをぴこぴこさせながら首を傾げた。

　どうやら本気っぽい。

　天あま音ねの協力者、ということだが……大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。人ひと事ごとながら心配になる。

「とりあえず、わからなくてもいいからノートに黒板写すぐらいはしといた方が、いいと思うぞ。おれも教えてやれるほど数学得意じゃなくて悪いんだが」

「うにゃー、面めん倒どうくさいけど雪道にゃんが言うなら仕方ないにゃー。了りよう解かいにゃー」

　素直に頷うなずくと、シロコはシャープペンを握にぎって黒板に向き直った。




　そして、午前の授業が終わった昼休み。

　授業終わりの起立、礼が終わるより速く、チャイムが鳴るよりも速く、雪道はダッシュで走り出した。

「雪道にゃ……あれ？」

　シロコの声も、今の雪道には聞こえない。

　弁当を作れなかった以上、学食か購買で昼食を手に入れるしかない。

　そしてそれは時間との戦いだった。

　雪ゆき道みちは走ることに全神経を傾ける。

　故ゆえに、気付かなかった。

　走り去る雪道の背せ中なかで、シロコのオッドアイが爛らん々らんと輝かがやき、彼かの女じよもまた全力で走り出したことに。

　気付かぬまま雪道は教室のドアを駆かけ抜け、廊ろう下かに飛び出る。

　チャイムは鳴ったばかり。まだ廊下に人はまばらだった。

　好機とばかりに、速度を上げたところ、

「雪道にゃーん！」

「げっほう！」

　シロコタックルにより、引ひき摺ずり倒たおされ思い切り顔面を打った。

「は、鼻が！　鼻がいてえ！」

「つっかまえたにゃー」

「シ、シロコか、なんだ、おまえ？　何のつもりだよ!?」

　自分を引き摺り倒し、そのまま馬乗りになっているシロコを見上げ、目を白黒させる。

　ついでに痛いたむ鼻を押さえる。

「雪道にゃんの足を止めるにはこれがベストと判断したにゃ！」

「いや、これがベストはねえよ。つうかおまえ……」

　僅わずかに視し線せんを動かす。

　タックルのせいだろう、シロコのスカートはまくれあがっていた。

　真っ白な太ふと腿もも（といっても、その体たい躯くに見合って細い）がほとんど全部見えている。

「……うちのスカート丈で、よくタックルなんてしたな、おい」

「スカートの中に興味津々にゃ？」

「その曲きよつ解かいは嫌いやがらせのつもりか！　ああもういいよ。話がずれてるよ。おれを止める為ためにタックルですね！　じゃあ、なんでおれを止めようとしたんですか？　教えてください！」

　話題を変えるように雪道は叫さけんだ。

　馬乗りのシロコは、

「……うにゃん？」

　一声鳴いて首を傾かしげた。

「忘れてやがる！」

「わ、忘れてなんかないにゃーよ。ちょっと思い出せなかっただけにゃ！　一いつ緒しよにお昼ごはんを食べましょうって思ってたにゃ！」

　焦あせっていることを示すように、ぴこぴこと激はげしくネコミミが動いていた。

「とりあえず、な」

「うにゃ」

「どいてくれ」

「うにゃん！」

　シロコはようやく自分の体勢に気付き、わたわたと立ち上がった。

　やれやれ、と溜ため息いきを吐つきながら雪ゆき道みちも立ち上がる。

「申もうし訳わけないにゃ……追いかけているうちについ興奮しちゃって、やりすぎちゃったにゃ」

　ぺこりと、シロコは素直に頭を下げた。

　さっきまで激はげしく動いていたネコミミ帽子の耳も、反省を表すようにぺたりと萎しおれている。

　反省の気持ちは雪道にも、よく伝わってくるので、

「ん、じゃあ、一いつ緒しよに食べるか」

　苦笑交じりに、ぽん、とシロコの頭に手を乗せた。

　ぱあっ、と、輝かがやくシロコの顔。円つぶらなオッドアイが今度はきらきらと輝く。

「はいにゃ！」

「そうと決まったら、とりあえず、だ」

「うにゃ！」

　雪道はちらと周囲を見み渡わたす。

　何人もの生徒が遠巻きになって二人を眺めていた。

　廊ろう下かの真ん中で騒さわいでいれば注目を集めないはずがない。

　集まる視し線せんは冷たく、こう、妬ねたみというか怒りというか、

（廊下でいちゃいちゃしてんじゃねーよ！）

　と、いう心の声がその辺りから聞こえてくる気がしたので、

「ここから逃にげるぞ！」

「アイアイにゃー！」

　正直、周囲の視線にいたたまれなかった雪道はシロコ共々ダッシュで逃げた。

　またしても雪道は気付き損ねたが、遠巻きにしていた生徒たちのさらに向こうには、

「……」

　沈ちん黙もくを抱いだいた瑛えい子こがいた。

　余程観察力に優れていなければわからないだろうが、瑛子の機き嫌げんは大変に悪かった。

　むしろ最悪だった。

　ごごごごごごごと、憤ふん怒ぬする黒くろ猫ねこの像が後ろに見えそうだった。




　一方の天あま音ねは、一人で校舎の端の目立たない場所へ向かった。

　周囲を見渡し、誰だれもいないことを確かく認にんして携けい帯たい電話を取り出す。

　だが、電話の相手は出ない。

　昨日の夜、シロコ──つまり協力者と合流したことを報告しようとしたのだが、その時も連れん絡らくがつかなかった。

　コールの数が十を超え、天あま音ねは溜ため息いきと共に携けい帯たい電話を収めた。

「鹿しか沼ぬまさん……何かあったのかな」

　心配そうに天音は呟つぶやく。

　新しい虚きよ構こう式断だん片ぺんである『妖よう精せい』に関しての『領りよう域いき』側の情報が入ってこないのもそうだが、それ以上に鹿沼の安あん否ぴが気になっていた。

　もう一度、天音は溜め息を吐つく。

　その姿すがたを、一匹の猫ねこが見ていた。

　奇妙な猫だった。オーケストラの一員のように、衣装を着込み背せには猫サイズのバイオリンを背せ負おっている。

　よくよく近付いてその猫の瞳ひとみを覗のぞき込んだならば、それが機械仕じ掛かけの猫だとわかったかもしれない。

　だが天音はその存在にすら気付けず、猫はふいと、姿を消した。




　そして、当の雪ゆき道みちは購買でパンを購入して、シロコと一いつ緒しよに屋上でそれを齧かじっていた。

　屋上は強い日差しに照らされてはいたが、風も強く給水塔の陰に座っていればそうも悪くない。

　とはいえ、エアコンの効いた校内から出てくる生徒は皆無で、屋上には雪道とシロコの姿しかなかった。

　二人は左右に並んで座り、雪道の手には焼きそばパンとコロッケサンド。

　シロコの方は、コンクリの床に敷いたハンカチの上に十数個のパンを山のように積み上げていた。

　と、言っても、その山は凄すさまじい速度で削れてゆき、シロコの胃の腑ふに収まっていく。

「意外と食べるんだな」

　焼きそばパンを口元に運びながら、シロコの健けん啖たんぶりに感心して言う。

「体が資本にゃ！」

　びしりと、親指を立てた拳こぶしを突つきつけて答えた。

　口元にはパンくずがついているが、それもまた、妙に可愛かわいらしい。

　上機き嫌げんをアピールするように、ぴこぴこと揺ゆれるネコミミ帽子──その下には、本物のネコミミがあるのを、雪道は知っている。

　待て。

　雪道は恐おそろしく根本的な疑問に気付く。

『領りよう域いき』に所属する天あま音ねの協力者、浅あさ闇やみシロコ。

　彼かの女じよはそもそも、何だ？　どうして猫ねこなのだ？

「気になる、かにゃ？」

　雪ゆき道みちの思考を読んだように、シロコが言う。

　幼おさない顔立ちに謎なぞめいた微笑ほほえみが浮うかぶ。

　小さな手がゆっくりと帽子に伸びる。

「果たして、にゃーは何者か」

　その笑みに吸い寄せられて、目が離はなせない。

　オッドアイに覗のぞき込まれる、同じだけ覗き込む。

　この感かん触しよくは、どこかで、この、意識が、混こん濁だくしていく感じは、どこかで……

　力が抜けて体がよろめき、給水塔の外壁にもたれかかる。

　薄うすれる視界の端に、微笑むシロコの姿すがたが──

『妖よう精せい』が──

　シロコの肩かたに、座っている。




　雪道の意識が沈んだのを確かく認にんし、シロコは指を鳴らす。

　それが合図だったのか、給水塔の上から、屋上を囲む柵さくの向こうから、次々と猫ねこが姿を見せる。

　燕えん尾び服ふくを纏まとい、楽器を手にした七十三匹の機械仕じ掛かけの猫。そのうちの一匹にはつい先ほどまで天音をそれとなく監視させていた。

　全自動オーケストラ。

　これが、シロコの持つ媒介器。

　それが、機械猫たちの名。

　そして、天音が聞き忘れたシロコの二つ名でもある。

「クスクス、クスクス、全すべて子こ猫ねこの思い通り。全て子猫の思い通り？」

　シロコの肩の上で妖精が囁ささやく。

「……うるさいよ、フェアリーベル」

　幼さにも似た無む邪じや気きさを消し去った静かな声こわ音いろで、表情豊かに輝かがやいていたオッドアイからは全ての感情が消え、研といだ刃物の如ごとき鋭するどい冷たさでシロコは『妖精』の名を呼よんだ。

「クスクス、クスクス、怖こわい子猫、怖い？　子猫」

「わたしの『式』なら『式』らしく、大人しくしていろ」

　吐き捨て、シロコはスカートから指揮棒を取り出し、

「それでは──」

　目を閉じて、

「音楽を始めよう」

　虚こ空くうに振るう。

　忠実なる機械猫ねこたちが、指揮に従い楽器を動かし人の耳に届かぬ高音を奏かなで始めた。

　人間の可か聴ちよう域いきを超えた音が空気を震ふるわせ、植え込みがざわめく。

　近隣から一斉に鳥が飛び立ち、野の良ら猫が鳴いた。

『妖よう精せい』はその音に操られるように、ふわりと肩かたの上から飛び立ち、意識を失った雪ゆき道みちの額に手を当てる。

「クスクス、クスクス、見せて、見せて、あなたの心」

　囁ささやいて、『妖精』は額に添えた両手に力を込めた。

　すう、と、水面に沈むように『妖精』の小さな手が雪道の体内へ入り込む。

　直接、脳のう髄ずいに触れ、

「クス──クスクスクスクスクスクスクスクスクスクスクスクスクスクスクスクスクスクスクスクスクスクスクスクスクスクスクスクスクスクスクスクスクスクスクスクス」

　突とつ然ぜん、壊こわれたテープレコーダーのように『妖精』は笑い、がくがくと、前後に震える。

　呼応するようにシロコの額に薄うすく汗あせが浮うかび、指揮棒は加速する。

　音楽は波のように緩急を描えがきながらも激はげしさを増す。

　七十三の音は、七十三の見えざる糸のように『妖精』を操る。












　かっ、とシロコが両目を見開き指揮棒を大きく振り上げ──

「にゃあああああああああああああああああああああ！」

　凄すさまじい叫さけびと共に、断だん頭とう台だいの刃やいばの如ごとくに振り下ろす！

　だが、

「にゃっ！」

　見えない壁かべに弾はじかれたように、シロコの手から指揮棒が飛び空中で砕けた。

　同時に、雪ゆき道みちの中に入り込んでいた『妖よう精せい』も吹き飛ばされてくるくると宙ちゆうを舞まう。

　ぴたりと、オーケストラは停止する。

「……魂たましいへの接続は失敗、か」

　口惜しさ半分、予想半分、そんな声でシロコは呟つぶやき、くるくる回る妖精を掴つかむ。

「クスクス、クスクス、深くて、不確定、魂には全然届かない」

「やはり、もっと深く『印』を刻む必要があるか」

「クスクス、クスクス、それで届く、それで届く？」

「黙れ」

　シロコに睨にらまれて、『妖精』は、

「クスクス、クスクス、音の首輪でわたしを繋つないだ子こ猫ねこ、嘘うそを纏まとって物語る、子猫の望みは誰だれが知る？」

　歌うように告げて、シロコの手の中からふわりと飛び立った。

　白い光の粒つぶを撒まき散ちらしながら特殊教室棟の方へと飛んで行く『妖精』を見送り、シロコは一つ、指を鳴らす。

　停止していた七十三匹の機械猫たちが、現れたときと同じように一斉に姿すがたを隠かくす。

　そしてシロコは膝ひざをつき、給水塔の壁にもたれた雪道の肩かたにそっと手を当てた。

「わたしのご主人さま」

　情愛のこもる、熱っぽい声で告げ、シロコは雪道の胸むねに顔を埋める。

「あなたは、必ず、わたしが救います。あのエピメテウスから、運命から──あなたを、必ず」

　降り注ぐ夏の日差しは強く。

　光が強いほど、その影は濃く、深く。

　シロコが浮うかべた表情は影の中に隠れて誰にもわからない。




「う……ん」

　雪道は呻うめき声を上げ、脳のう髄ずいにかかる靄もやを払うように首を振り、目を開ける。

「うにゃー、雪道にゃん、突とつ然ぜんぼーっとして、どうかしたにゃ？」

「ああ、すまん。どうしたんだろうな、急に……えっと、何かしてたっけか、おれ」

　目の前には呆あきれたようなシロコの顔がある。

「うにゃん？　焼きそばパンを食べてたら、いきなり動かなくなったにゃーよ」

「ああ、思い出した。そうだよ、おれは焼きそばパン、って、あれ、ない？」

　雪ゆき道みちの手の中から、いつのまにか焼きそばパンが消えていた。

　かわりに、なんかこう、シロコの頬ほおが膨らんでいた。

　丁度、食べかけの焼きそばパンを全部無理矢理詰め込んだぐらいに……

「シロコ、おまえ、それ……」

「むにゃむにゃ、にゃにもにゃべてにゃいみゃーみょ」

「その言い訳わけはどうよ。思い切り口もぐもぐしてるじゃねえか」

　呆あきれ顔がおで呟つぶやき、雪道は指を伸ばしてシロコの口の周りについたパンくずを払う。

「うにゃ……くすぐったいにゃ」

　オッドアイを細めて、気持ち良さそうにシロコが言った。

　軽く肩かたをすくめ雪道は仕方なくコロッケサンドの方に手を伸ばした。

　まあ、食べかけの焼きそばパンぐらいならば諦あきらめもつくし、

「やれやれ」

　ネコミミをぴこぴこ動かすシロコの小さな笑顔を見ているのも悪くない。

「雪道にゃん、にゃーの顔に何かついてるにゃ？　パンくずにゃ？」

　シロコがきょとんと小首を傾かしげて、新しいパンに手を伸ばす。

　雪道は少し笑って、

「なんでもない」

　そう答えた。

　強い光を避けた給水塔の陰で、ささやかな食事は続く。

　シロコの無む邪じや気きな笑みは、心の底から楽しんでいるようにしか見えなかった。

　少なくとも雪道には見えなかった──彼かの女じよの心の奥おくにあるものなど、露ほども知らず。




　天あま音ねの疑問も、瑛えい子この寂せき寥りようも知らず。

　雪道は相変わらず授業中もそれ以外もシロコに絡まれていた。

　実際のところは話し相手をしているだけなのだが、傍はたから見るといちゃいちゃしているようにしか見えない。

　おかげで雪道は、男子の大半から妬ねたみの視し線せんを、一部女子からも刺とげ々とげしい視線を向けられてぐったりと疲つかれた。

　試験前だというのに授業の内容がほとんど頭に入っていない。

　放課後になっても、シロコの攻こう勢せいは終わらない。

「雪道にゃ──」

「さあて、帰って家事を満喫するか！」

　がしりと、ダッシュで逃にげようとした雪ゆき道みちの襟えり元もとをシロコが華麗に掴つかむ。

　ぴこぴことネコミミ帽子の耳は嬉うれしげに動いて、小さな体に不ふ釣つり合あいなぐらいに大きく円つぶらなオッドアイは輝かがやきっぱなしだ。

　悪意は欠片かけらも感じられないので、逆に質たちが悪いかもしれない。

「放課後なので遊びに行くにゃ！」

「離はなせ。おれは家に帰って家事と試験勉強をするんだ！」

「にゃーにも一いつ瞬しゆんでばれるような嘘うそはよくないにゃ。家事はともかく、試験勉強なんてするわけないにゃ」

「失礼な、おれはこれでも品行方正なマトモな生徒なんだ！」

「マトモな生徒なら勉強とかありえないにゃ！　悪わる足あ掻がきはやめてにゃーと一いつ緒しよに赤点取って補習を受けるのにゃ！」

「諦あきらめるの早いだろ、おい！　少しは努力しろ、せめて一夜漬けとか！」

「うにゃうにゃ、どうせ一夜漬けの短期詰め込みなら、今日やらなくてもいいにゃ」

「その考え方はどう見ても赤点直行フラグだ！」

「だから遊びに行くにゃん」

「だ、か、ら、遊びに行ったらまずいんだろうが！　日本語を理解してくれ！」

「ぱーどぅん？」

「英語だと!?」

　そんな風に言い合いながら、雪道はずるずるとシロコに引ひき摺ずられていった。

　小柄なシロコのどこにこれほどの腕力があるのか、雪道はまったく逃げられない。




　刺とげ々とげしい視し線せんを向けた一部女子のさらに一部、天あま音ねもまた表にこそ出さないが妙に、面白くなかった。

　猫ねこを被かぶって優ゆう雅がな笑みを浮うかべているが、その内心は理由のわからない不快感で満ち、シロコに引き摺られる雪道を見送る金の瞳ひとみには力がこもる。

『妖よう精せい』に関してだけではなく、今後の活動まで考えておけば折せつ角かくの協力者だ。友好関係を築いておいた方が良い……とは理性的な判断だが、

「……なんか、むかつく」

　ぽつりと、素すに戻もどり呟つぶやく。

　薄うす桃もも色いろの髪かみをなびかせて雪道を追うように、教室の外へと向かう。

　その隣となりに、瑛えい子こが並んだ。

「……瑛子さん？」

　楚そ々そとした動作で天音は首を傾かしげた。

「わたしも行く」

　いつものように無表情で、淡々と告げる。

「あの、生徒会活動の方は……」

「試験が近いので休み」

「……そう、ですか」

　天あま音ねが何と言おうかと迷っているうちに、

「わたしも行く」

　瑛えい子こは固い意思を込めた声で繰くり返かえした。

　人形の表情と濡ぬれ羽ば色いろのポニーテイルの背後に、ぐるぐると唸うなる黒くろ猫ねこの姿すがたが見えて、天音はこれ以上何を言っても無む駄だだと悟り溜ため息いきを吐ついた。




　一方の雪ゆき道みちたちは、そんなやり取りなど知るわけもない。

　シロコに引っ張られるままに、駅付近の地元商店街まで走らされて、約二時間後。

　商店街の一角にある喫茶店『一いち撃げき必ひつ殺さつ』にて、雪道は諦あきらめの境地に達したような遠い瞳ひとみをしていた。

　因ちなみにこの『一撃必殺』、名前はアレだが、普通の喫茶店だ。

　日が長くなったため、まだ気温は高い。空調の効いた喫茶店はちょっとしたオアシスなのに雪道は既すでに疲つかれ果てている。

　対照的にシロコはご機き嫌げんで、ネコミミ帽子の耳がぴこぴこと揺ゆれていた。

「……まだ食うのか、おまえ」

　うんざりと、雪道は呟つぶやく。

「ようやく腹はら六ろく分ぶん目めってところにゃ」

　この二時間、雪道は延々とシロコの買い食いに付き合わされていた。

　ただし量とペースが半端ではない。

　タイヤキ、たこ焼き、カキ氷、クレープ、タコス、チーズケーキ、ベーグルサンド、中華まん、以下数軒を……省略。

　財布の問題があるので雪道自身はほとんど食べてないが、シロコの食べっぷりを見ているだけで胸むね焼やけがした。

　そのくせ、律りち儀ぎに全部食べたシロコの方は満腹になった素そ振ぶりも見せない。

「天あま川かわでもここまでは食わんぞ……天川より小さいくせにどんな胃袋してるんだ」

　独り言のように、雪道がぼやく。

「甘あまいものは別べつ腹ばらですにゃ！」

「いや、タコスとかたこ焼きも食べてたが？」

「その辺は女の子の不思議なところですにゃ」

「不思議すぎるだろ、女の子。一応、同じ人間っつう種族のはずなのに」

「うにゃにゃにゃ、男の子と女の子を同じ種族だと思っているようではまだまだにゃ」

　意味深な台詞せりふを言うとシロコはオッドアイを輝かがやかせ、とても幸せそうな顔でメニューを開いた。きっと食べるのが好きなのだろう。

　こういう姿すがたを見ていると、天あま音ねと同じように『領りよう域いき』に所属しているというのが信じられない。具体的に彼かの女じよがどんな力を持っているのかまでは知らないが、シロコには闘争よりも平和が──ひだまりの中にあるような穏やかさが──似合うと思った。

「あ、ウェイトレスさん、注文お願いするにゃ」

　しゅびっ、と手を挙げ、シロコは通りかかったウェイトレスを呼よび止める。

「はいはいはーい、ご注文承うけたまわります」

　やたらに丸い文字で『一いち撃げき必ひつ殺さつ』と刺し繍しゆうされた分厚いエプロン姿のウェイトレスは営業スマイルを浮うかべて伝票を取り出した。

「この白玉団子パフェをくださいにゃ」

「おれはアイスレモンティー」

「はい、畏かしこまりました。注文は以上でよろしいですか？」

　二人が頷うなずくと、相変わらずの営業スマイルを浮かべたウェイトレスはカウンターの方へ戻もどっていく。

　そのうち、アイスレモンティーと一いつ緒しよに白玉団子パフェがやって来る。

　抹まつ茶ちやアイスベースで、ピラミッド状に白玉団子が積んである普通のパフェだ。

「うにゃああああああ、いただきますにゃ！」

　長いスプーンを握にぎり締めて歓声を上げると、オッドアイの輝きが一段と増し、やっぱり幸せそうにネコミミをぴこぴこさせ、凄すさまじい勢いで食べていく。

　白玉団子と抹茶アイスを口いっぱいに頬ほお張ばって丸っこくなった顔は、子こ猫ねこそのままに愛らしい。

　小動物を目の前にしたように、素直に可愛かわいいという感想が浮かぶ。

「雪ゆき道みちにゃん、どうかしたにゃ？」

　いつのまにか、シロコの顔をじっと見詰めていたようだ。

「なんでもないよ、にしても、好きなのか抹茶味」

「はいにゃ。でもどうしてわかったにゃ？」

「ん、何となくだけどな、他ほかの店で食べてた時よりも幸せの度合いが違うというか、嬉うれしそうだったんでそう思った。カキ氷も宇う治じ金きん時ときだったし」

「……意外に、しっかり見てるにゃ」

「まあ、他に見るものもないしな」

「なんというエロ道にゃ。その調子で天音にゃんとか瑛えい子こにゃんのこともストーカー真まっ青さおレベルで観察してるにゃーね」

「うおい、なんだその不名誉極まりないあだ名と不名誉極まりない妄もう言げんは！」

「へっへっへっ、あちきはお見通しだぜい、兄にいさんよう」

「キャラ違うだろ！　山さん賊ぞくの下っ端か、おまえは！」

「で、ぶっちゃけどっちが本命にゃ？　にゃーはどっち方面目指せばいいにゃ？」

「どうしてそうなる！　どっちにもそんな感情ねえよ！」

「なんという外げ道どうにゃ……ま、それが雪ゆき道みちにゃんの面白いところかもにゃ」

　感心したように頷うなずきながら、またパフェを食べはじめた。

「まったく……」

　嘆息して、頬ほお杖づえを突つき、ふと気付く。

（あれ、なんでこいつ、瑛えい子このことまで知ってるんだ？）

「うにゃうにゃ、雪道にゃんも一口食べるにゃー？」

　シロコが長いスプーンに一口分のパフェを乗せてこちらに向けた。

「ん、くれるのか」

「はい、あーんにゃ」

「あーん」

　妙に自然に受け入れて、雪道はパフェを食べた。

　抹まつ茶ちやの微かすかな苦みが、全体の甘あまみを引き締めていてバランスが良い。

　量を食べても、胸むね焼やけを起こしたりはしないだろう。

「……美う味まいな」

「美お味いしいにゃー」

　嬉うれしそうにオッドアイを細めて、シロコはパフェを口に運ぶ。

　その無む邪じや気きな表情に何な故ぜか懐なつかしさを覚え、自然と口元に小さな笑みが浮うかんだ。

「んで、それ食べ終わったらどうするんだ？」

「にゃ？」

「まだ、なにか食うつもりかってこと」

「うにゃ、次はアイスクリームが食べたいにゃ。丁度、商店街を抜けた先にあるアイスクリーム屋さんが美味しいと聞いたにゃ」

「アイスクリーム、な」

　雪道は窓まどの外を見る。

　相変わらずの太陽。屋おく外がいで食べるアイスクリームはきっと悪くない。

「ま、いいけどよ。あんまり冷たいものばっかり食べて、腹壊こわしても知らんぞ」

「にゃーはまだまだ若いので大だい丈じよう夫ぶにゃ」

　ふふんと、シロコは薄うすい胸を張り、ネコミミをぴくぴくと動かした。

「なんだその、おれが年寄りみたいな言い方は」

　雪ゆき道みちは小さく肩かたをすくめて、苦笑交じりに溜ため息いきを吐ついた。




　因ちなみに同じ喫茶店内には──

「え、瑛えい子こ？　ちょっと、その、落ち着いて」

「何を言っているのか理解できない。私はとても落ち着いている」

　ただでさえ吊つり上がった目をますます吊り上げて、深く静かに怒り狂う黒くろ猫ねこがいた。

　口調の穏やかさがいつもどおりなのが逆に恐こわく、彼かの女じよの周囲だけ空気が歪ゆがんで見える。

「芦あし原はらが『あーん』されてパフェを食べていたことなど、気にしていない。何一つ気になるはずがない。何な故ぜなら私は落ち着いていて、とても冷静だから」

「……うう、瑛子が恐い」

　天あま音ねはすっかり萎い縮しゆくした小声でぼやいた。心なしか表情に力がなく、薄うす桃もも色いろのツーテールも萎しおれて見えた。

　雪道たちとは離はなれた席にいるため声は聞こえないが、雰囲気と行動ぐらいはわかる。

「浅あさ闇やみシロコは……危き険けん」

　注文したオレンジジュースに手もつけず、二人を観察していた瑛子が呟つぶやく。

「芦原はあれで保護欲をそそるタイプに弱い。口では文句を言うけど見捨てはせずにそのままずるずる行ってしまう」

「……うん、まあ、危険といえば危険、なのかな」

　曖あい昧まいな笑顔で天音は答える。

「にしても、芦原って保護欲強いの？　むしろ我われ関せずで他人のことなんて興味がない風に思えるんだけど」

　同じく注文したオレンジジュースを啜すすりながら、横目で雪道を見やった。

「限定的ではあるが強い。往時の私や現在の天音がその好例。天音のダメッ娘こぶりは実際のところ芦原にはたまらなかったはず」

「そっかなあ？　わたし全然優やさしくされた覚えがな……瑛子、いま、凄すごくナチュラルにわたしをダメッ娘認定しなかった？」

「些さ事じ」

　天音の疑問を瑛子は一いつ瞬しゆんで切り捨てる。視し線せんは雪道たちの方に向けたまま、ぴくりとも動かない。

「……芦原たちが席を立った。追跡を開始する」

　レジで会計をすませた二人が店外に出ると同時に、静かに席を立つ。

　瑛子の気合の入り具合とは裏腹に、やや気が抜けた天音は微かすかに揺ゆれたポニーテイルを目線で追い──置いていかれると気付いて慌あわてて立ち上がった。

　商店街の外に向かうらしい二人を、天あま音ねと瑛えい子この二人は物陰に隠かくれながら尾行する。

　甘あまえるように、シロコが雪ゆき道みちの腕に抱きついて歩く姿すがたは恋人か、もしくは仲の良い兄妹きようだいのようにしか見えなかった。

「……あのさ、瑛子、何回も言うけど、落ち着いてね」

「わたしはまだ、芦あし原はらと腕を組んだことはない」

　ごごごごと、怒りにも似たオーラを漂わせ吊つり上がった目で二人を睨にらみ、瑛子が呟つぶやく。

　ポニーテイルが本物の尻尾しつぽさながらに怒りで膨らんでいるようにさえ見えた。

「……まさか」

「うきゃ」

　はた、と瑛子が足を止め、天音がその背せ中なかにぶつかり鼻を押さえる。

「急に止まらないでよ……」

「ごめんなさい。しかし、私は重要な事実に気付いたかもしれない」

「正直、今日の瑛子には何も期待しちゃいけない気がするけど、何に気付いたの？」

　くるりと、瑛子は振ふり返かえった。

「天音にも協力してもらいたい」

「え？　わたしも？」

　嫌いやな予感に天音が後あと退じさる。瑛子がずずいっと間合いを詰める。

　怒りを覆い隠す人形の目が、じいっと、天音を見据えている。

　顔を引きつらせて、天音はじりじりと下がるがあっという間に壁かべ際ぎわに追い詰められ、制服の肩かたをがしりと掴つかまれた。

「協力してもらいたい」

「いや、せめて、その前に内容を……って、あっ！」

　天音が頭を抱えて叫さけぶ。瑛子が吊り上がった目を怪け訝げんそうに細める。

「雪道たち……どこ行ったの？」

「うかつ！」

　瑛子が振り返り、周囲を見み渡わたす。雪道たちの姿は既すでにどこにもない。

　学生と主婦の姿がそこらにあるだけだ。

「あちゃあ、失敗したなあ」

　ぺしりと自分の額を叩たたいて天音がぼやく。

　その肩を、ぐいと、強い力で瑛子が掴んだ。

「後悔しても仕方がない。次じ善ぜんの策をとる」

　言いながら、天音を引っ張り瑛子が歩き出す。

「瑛子、お願いだから落ち着いて……って言いたいんだけど、無む駄だだよねえ」

　乾かわいた声で天音が笑う。

「友だちだし、わたしとしては瑛えい子こを応援してあげたいんだけど。本当に少しでいいから落ち着いて欲しいな」

　今日初めて、天あま音ねは雪ゆき道みちにちょっと同情した。




　その後、アイスクリームを最後にシロコと別れ、雪道は茜あかね堂の自室に戻もどった。

　まずは、夕食の材料があるかどうかを確かめるため冷蔵庫を覗のぞいた。

　まったく腹は減ってないが、家事全般壊かい滅めつの天音に食事を用意しなければならない。

　冷蔵庫を見ると白身魚の切り身が残っていた。

「確か、ニンジンとジャガイモがあったし、全部まとめて焼くか。スープでもつければ格好もつくしな」

　あっさりとメニューを決め、小さな台所から六畳間に戻ると携けい帯たいが鳴っていた。

「どうした、天あま川かわ」通話ボタンを押して言う。

「ああ……雪道。今日、瑛子の家に泊まるから夕飯は一人で食べてくれる？」

　妙に沈んだ、と、いうか疲つかれた声だ。

「まあ、そりゃ構わないけど、珍しいな」

　小首を傾かしげつつ、雪道は畳の上に座り、ちゃぶ台の上に肘ひじをつく。

「ちょっと、色々あるのよこっちにも……本当はあんたとシロコを連れて『妖よう精せい』捜しに行くつもりだったんだけどね」

「二日連続って、おまえ……しかもおれが行く理由ないだろ」

「まあ、中止だけどさ。ああ、そうだ、シロコにも伝えといてくれない？　携帯持ってないらしいのよね」

「いや、おれもあいつの連れん絡らく先なんて知らないぞ？」

「えっ？」

　電話の向こうに流れる沈ちん黙もく。

「……ま、いいわ」

　案外あっさりと天音は諦あきらめた。

「あ、それとさ、瑛子から伝言なんだけど明日の休み、勉強会でもしないかってさ」

「了りよう解かい。ま、勉強会っていっても、おれが一方的に教えてもらうだけだけどな」

「でしょうね。毎回そうだって瑛子も言ってたし」

「おかげでおれは赤点を免まぬがれる」

　電話の向こうで、天音が盛せい大だいに溜ため息いきを吐ついた。

「あんたさ、瑛子には感謝した方がいいよ……」

「ちゃんとしてるつもりだよ、一応」

「ふぅん……ま、いいや、とりあえず明日、昼過ぎ頃ごろでいいかな？　食事は瑛子が用意してくれるらしいから食べていくと思う」

「そっか、じゃ、明日な」

　最後にもう一度溜ため息いきを吐ついて、天あま音ねが通話を終えた。

「誰だれからにゃ？」

「天あま川かわからだよ──って、うぉい！　なんでおまえいるの！」

　本当にいつのまにか、対たい面めんにシロコが座っていた。

　先刻別れたときのままの夏服姿すがたで、小さな頭の上でネコミミをぴこぴこと動かしている。

「うにゃ！　これはご挨あい拶さつが遅れましたにゃ」

　と、軽く頭を下げ、一いつ緒しよにネコミミを動かしながら言葉を続ける。

「実は茜あかね堂に引っ越してきましたのにゃ」

「……はい？」

「真向かいの部屋ですにゃーよ」

「マジか」

　立ち上がり、小走りにドアに向かい、開ける。

　向かいのドアに張り紙がある。

『告、


　　マジです。




　　　　大家』



　雪ゆき道みちはその張り紙を引っぺがし、ぐしゃぐしゃに丸めてポケットに突つっ込む。

「あの大家め！　入居者驚おどろかせることには本気で労力惜しまないな！」

　叫さけび、部屋に戻もどりシロコの前に座って、また溜め息を吐いた。

「マジだった」

「マジマジにゃ」

　何が可お笑かしいのか、シロコが笑いながらネコミミをぴこぴこと動かしている。

「ところで雪道にゃん」

「何だ？」

「お腹なかがすきましたにゃ」

「……おまえ、あれだけ買い食いしたのに」

「腹はら七しち分ぶん目めぐらいですにゃ」

　オッドアイを輝かがやかせ、びしりと、親指を立てる。

「……そもそも、なんでおれがご馳ち走そうしなきゃならないんだ？」

「うにゃ！」

　シロコは凄すごく驚いた顔をした。

「天音にゃんには毎日ご馳走して、にゃーにはご馳走してくれないにゃ？」

「いや、そういうわけでも、待て。なんで知ってんだそれ」

「別にいーにゃ、いーにゃ。飢えて絶命して、雪ゆき道みちにゃんの部屋の前で屍しかばねをさらしてやるにゃ。『せめて最さい期ごに雪道にゃんのごはんが食べたかった』って廊ろう下かに爪つめで文字を彫り込んで死んでやるにゃ」

　膝ひざを抱えて座り込んで、畳の上にのの字を書いている。

　非常にわかりやすい拗すねっぷりで、十じつ中ちゆう八はつ九く、演技だとわかってはいるのだが……

「白身魚を焼いた奴やつでいいなら」

　そんなことを言ってしまう。

「お魚大好きにゃー」

　跳びあがって、シロコが雪道に抱きついた。

　きらりん、と大きな瞳ひとみを輝かがやかせ、喜びの度合いを示すようにぴこぴこぴこと激はげしくネコミミを動かしている。

「……やれやれ」

　溜ため息いきを吐つく雪道の鼻をくすぐるシロコの匂においと、触れた小さな体の温もり。

　腕の中にすっぽりと収まってしまう小ささが、何な故ぜか懐なつかしい。

　以前どこかで、会ったことが──あるような。

「そういや、天あま川かわからの伝言。今日は『妖よう精せい』捜しは中止だそうだ」

「うにゃ？　あんまりのんびりするのもよくないのににゃー……まあ、了りよう解かいにゃ」

　ちょっと困こまったような顔でシロコが頷うなずいた。

　窓まどの外では赤く燃えるような夕ゆう陽ひが沈もうとしていた。




　その夜の、長なが月つきの屋敷でのこと。

　瑛えい子この部屋の外、庭に面した縁えん側がわで彼かの女じよは聞き耳を立てていた。

　エメラルドグリーンの改造メイド服を纏まとった幽霊のように気配の希薄な少女で、両目が隠かくれるほどに長く前まえ髪がみを伸ばしている。

　御み堂どう瑞みず佳かが、彼女の名前だった。

　部屋の内側からする声は二種類。瑛子と、そして天あま音ねのものだ。

「──と、いう結論に私は達した」

「瑛子……それは多分、というか、絶対、違うと思う」

「確かに、普ふ段だんの芦あし原はらの様子を思えばそう考えても無理はない」

「じゃあ──」

「しかし、私としては浅あさ闇やみシロコに抗する手段は他ほかに思い浮うかばない」

　そこまで聞いて、立ち聞きする彼女はすっ、と、音もなくその場を離はなれた。

　幽霊のような彼女の気配に、部屋の二人はついに気付くことはなかった。

　どこぞの通つう人じんが設計したという玉たま砂利じやりの敷かれた庭を横目に、足音なく彼かの女じよは進む。

　暗い庭に広がる玉砂利は月明かりを反射して淡い光の花のようで、実に見事なでき栄えなのに彼女は一いち瞥べつもくれはしない。

　そんなものには興味がなかった。

「お待たせしました、姉ねえさま」

　瑞みず佳かは瑛えい子この部屋から屋敷を四分の一周した、遠い縁えん側がわで立ち止まる。

　御み堂どう叶かな流る──瑞佳の姉は縁側に腰を下ろし風雅な庭と空に浮うかぶ月を眺めていた。

　ゴムで無造作にまとめた癖の強い髪かみ、望遠鏡にも顕微鏡にもなる分厚い眼鏡めがね、純じゆん白ぱくの白衣、カットジーンズから覗のぞいた脚あしには蛇のペイント。

　どれ一つとして日本的な庭にも家か屋おくにも似合わず、妹の瑞佳とすら似ていない。

　ただ座っているだけの姿すがたが、薄うす闇やみの中でただ一つ深い底なしの暗黒のように強烈な存在感を放っている。

「気にすることはないよ我が妹、瑞佳。ユキくんと月を眺めていた時間は悪くなかった」

　背後に立っている瑞佳を振ふり返かえりもせず叶流は言った。

　叶流の膝ひざの上には、鏡かがみ餅もちのように丸々と太った白しろ猫ねこ──ユキが乗っていた。

「んなーごぅ」

　不ふ貞て腐くされたような顔のデブ猫は一声鳴くと、叶流の膝の上を離はなれ、瑞佳の顔をマジマジと見上げて、縁側を歩いてどこかへと行ってしまう。

　瑞佳は視界の端で去り行くデブ猫を眺め、その姿が角を曲がって消えると口を開いた。

「『全自動オーケストラ』が、協力者として、芦あし原はら雪ゆき道みちたちに、接触した、そうです」

「なるほど、予定通りというわけだ」

「鹿しか沼ぬまの、送った、本物の、協力者の方は、どう、しましょうか」

「身み柄がらは抑おさえているんだろう。なら、しばらく大人しくしておいてもらえばいい。どうせ、そう時間はかからん」

「はい、姉さま」

「御堂叶流は『領りよう域いき』の主流派と鹿沼を抑える。瑞佳はシロコのサポートに回れ。『全自動オーケストラ』は強力な演算能力を持つ媒介器だが、手間がかかりすぎる」

「はい、姉さま」

　一いつ瞬しゆんの迷いもなく瑞佳は叶流の言葉を肯定する。

　普ふ段だんならば、そのまま指示に従い姿を消すが、

「姉さま」

　今日は、言葉が続いた。わかっている、と言うように叶流はくつくつと笑う。

「御堂叶流は見てみたいのだ。ただ一つの目的のために全すべてを捨てた『全自動オーケストラ』という狂気の行き着く先を」

　楽しそうだった。とても、叶かな流るは楽しそうだった。

　姉がそう望むならば、瑞みず佳かはそれに従うのみだ。

「はい、姉ねえさま……です、が、個人的には」

「そうだな、瑞佳。御み堂どう叶流も同じ意見だ」

　毒蛇は唇の端を吊つり上げて、虚こ空くうに浮うかぶ月を見上げる。

　毒蛇の目に映る月はどこまでも冴さえ渡わたり、だが、決して闇やみには勝てぬ光を零こぼす。

「だが、今回の主役はシロコだ。裏方の我われ々われがでしゃばっても興ざめというものだろう」




　青白い月光を浴びて、

「『全自動オーケストラ』浅あさ闇やみシロコ──おまえは、芦あし原はら雪ゆき道みちを殺しきれるのか？」

　毒蛇は笑う。





第二章　『エピメテウス』は未来を嘯うそぶく




　休日の朝。カーテンの隙すき間まから零れる太陽を避けるように敷いた布団の上で、大概の若者と同じく、芦原雪ゆき道みちも惰だ眠みんを貪むさぼっていた。

　約束の昼も近くなる頃ころに目を覚まし、欠伸あくび交じりに伸びをする。

　簡単に朝食兼昼食を用意して、一人で食べた。

「……あー、なんか一人で食事するって久しぶりだな」

　いくらか寂さびしげに、ちゃぶ台の対たい面めん、普ふ段だんなら天あま音ねがいる辺りを見詰めた。

「あいつも随分馴な染じんだな」

　苦笑して、食事を終えると家事をして時間を潰つぶし、数時間後。

　コツ、コツ、という控ひかえめだが規則正しいノックの音が殺風景な部屋に響ひびいた。

「おっと、来たのか」

　キッチンシンクの掃除が一段落したところだった。

　雪道はドアを開ける。

　瑛えい子こがいた。ネコミミだった。

「………………え？」

　休日なのに制服姿すがたなのはまあよしとしよう。濡ぬれ羽ば色いろのポニーテイルの上にちょこんと載っかったネコミミは何だ。よく見れば腰からは尻尾しつぽが出ている。

「……」

　シロコと違って作り物だというのはすぐわかる。いわゆるコスプレ。

　だが、何な故ぜに？

　ぽかんとする雪ゆき道みちを瑛えい子こはいつもどおりの無表情でじっ、と見詰め、

「にゃん」

　抑揚のない声で鳴き、腰を捻ひねって手首を曲げて、猫っぽくポーズを決める。

　可愛かわいい。

　でも何か違う。と、いうか全力で間ま違ちがえてる。

「……にゃん？」

　雪道のあまりの無反応ぶりに、瑛子が無表情のまま小首を傾かしげた。作り物のネコミミはとにかく、ポニーテイルが緩く揺ゆれる。

　それでも雪道は反応がなく、瑛子は開けっ放しのドアを軽く叩たたく。

　ドアの陰から、猫がもう一匹顔を出す。

　別名、天あま音ね。

　薄うす桃もも色いろのツーテールの上には、やっぱり作り物のネコミミが載っていた。












　こちらも制服姿すがたで、瑛えい子ことお揃そろいで腰には尻尾しつぽ……違いといえば、こちらは恥はずかしそうに頬ほおを染そめていることか。

「ううううう、にゃ、にゃん」

　恥ずかしさを堪こらえているのが丸わかりの無理矢理な笑顔で、天あま音ねも瑛子と同じく腰を捻ひねりポーズを取った。

　雪ゆき道みちは自分の頬をつねり、

「痛いたい、なんだ、夢か」

　現実から逃避した。

「ああああああああ、もう、だからやめようって言ったのにぃ！」

　ばん、と、天音がツーテールの上のネコミミを引っぺがして廊ろう下かに叩たたきつける。

「ちょっと待った！　この猫コスプレ天国って瑛子の発案なのか！　天あま川かわじゃなくて！」

「そう」無表情に瑛子が頷うなずく。

　くらりと、目眩めまいにでも襲われたように雪道は額に手を当てる。

「どうしたんだ瑛子、何か辛つらいことでもあったのか？　悩みがあるなら相談してくれれば全力で力になるぞ」

「昨日。私は気付いた──芦あし原はらはネコミミ萌もえ」

　いつもどおりの無表情で、淡々とネコミミ装着瑛子が言う。

「誤解だ！」

　思わず叫さけんだ。

「そもそもなんでネコミミだ！　つうか、萌えって意味わかってて使ってるのか瑛子！　おれよくわからないぞ！　そもそもどうしてそれが真実になるんだ！」

　じっ、と、見詰めて瑛子は、

「可愛かわいくない？」

「可愛いさ！」

「……やはり、ネコミミ」

　ぐっ、と、小さくガッツポーズを作った。

「いや、可愛いことは可愛いんだが、別にネコミミなしでも……」

　言いながら、瑛子と天音を交互に眺める。

　じっ、と、切れ長の瞳ひとみで雪道を見詰めている瑛子とは対照的に、天音は自己嫌けん悪おと照れに頬を染めてそっぽを向いていた。

「つまり」と、瑛子は少し考えて、

「ネコミミなしの私がいい？」

「改めて言われるとかなり恥ずかしいが、そんな感じで」

「理解した」

　ポニーテイルを微かすかに揺ゆらして頷うなずき、ひょいひょい、と、猫ねこコスプレを外し、普ふ段だんどおりの制服姿すがたに戻もどる。

　雪ゆき道みちは安あん堵どの胸むねを撫なでおろした。

「まったく、どこの馬ば鹿かが瑛えい子こにいらんことを吹き込んだんだよ」

「うちに逗とう留りゆうしている、客人から」

　こくりと頷いて、素直に瑛子は答えた。

「瑛子の屋敷か……参ったな、近寄ると本気で通報されるからな」

　何かを諦あきらめたように、雪道はシニカルな笑みを浮うかべて遠い目をした。

「雪道、あんたも色々苦労してるんだね」

　同情を込めて天あま音ねが雪道の肩かたを叩たたく。もう、怒おこる気も失うせたようだった。

　一人瑛子だけが無表情のまま、外したネコミミを見詰めて呟つぶやく。

「……にゃん」

　気に入ったのかもしれない。




　ネコミミ云うん々ぬんの妙な誤解は解けたので、本題の勉強会となり、

「得意科目？　家庭科。苦手科目は特になしだな」

　大変爽さわやかな表情で雪道が言った。

「なんだ、じゃあ結構勉強できるんじゃん」

　感心したように天音が言うが、雪道はこめかみに汗あせを浮かべて視し線せんを逸そらす。

「『極端な苦手科目がない』というだけ。全すべて『そこそこ苦手科目』が正しい」

　瑛子が淡々と口を挟はさんだ。濡ぬれ羽ば色いろの艶つややかなポニーテイルの上にネコミミ……は、さすがにもうない。

「……駄目じゃん、雪道」

　言われて、雪道はますます視線を逸らした。

「平均ぐらいは取ってますよ？」

「自慢にならないよ、それ」

「芦あし原はらの場合、基本はともあれ応用が致命的。テスト本番に弱いという欠点もあるが、これに関しては私たちにできることはない」

「地じ力りきはあるわけね……じゃあ、応用問題の数をこなすのが一番かな」

「対症療法ではあるが、芦原の夏休みのためと考えれば妥だ当とう」

「赤点は夏期補習だっけ？　ま、わたしは余裕だけど」

　ふふん、と、天音は自慢げに胸を張る。

「私も問題はない。ところで、天音の得意科目は？」

「全部得意だけど、強いて言うなら理数全般かな。特に数学」

「幸運。私は文系科目が得意。これは役割を分担できる」

「それじゃ、一時間ごとに科目回しながら始めよっか」

「了りよう解かいした。まずは数学から始めようと思う。範囲が広い」

「ん、それが合理的かな」

　と、雪ゆき道みちが口を挟はさむ隙すきもなく計画が組み立てられていく。

　そして、約三十分後、数学の教科書を前に……。

「……うわあ」天あま音ねが呆あきれた。

「……言いたいことがあるなら言えよ」

「言っていいの？」

「傷つきそうなので聞きたくない」

「あんた、授業中なにしてんの？　人間並みの理解力ってある？　ちゃんと小学校卒業したの？　加か減げん乗じよう除じよぐらいはできるよね？」

　ぐさぐさぐさっ、と、遠えん慮りよのない攻撃に、雪道はちゃぶ台に突つっ伏ぷす。

　実際、そこまでひどいわけではないのだが、天音のレベルが一方的に高すぎた。

「てめぇ……ここぞとばかりに言いたい放題か」

「ふふん、絶対的な優位に立つのって気持ちいいよね」

「この悪魔め……」

　突っ伏したまま雪道は睨にらむが、

「なんとでも言うがいいわ」

　天音はチェシャ猫ねこの笑みを浮うかべてわざわざ立ち上がると、優ゆう雅がに指先でツーテールを弾はじいて揺ゆらし、古代の女王さながらに高笑いを上げる。

「なんっっって、気分がいいの！　普ふ段だんわたしをダメッ娘こ呼よばわりする雪道が惨みじめな虫のような視し線せんでわたしを見上げているなんて！　もう全身がぞくぞくしちゃう！　新しい自分に目覚めてしまいそう！　もう一年中試験期間だったらいいのに！」

　本当に本当に本当に楽しそうだ。

　何が一番楽しいって、きっと、雪道が反論できないのが最高に楽しいのだろう。

「ちくしょう……天あま川かわのくせに頭がいいなんて生意気な」

　恨みがましく見上げる雪道の視線を受けて、天音は凄すごく輝かがやいていた。

「おほほほほほ、負け犬の遠とお吠ぼえが耳に心地良いわ」

「こんなことならさっきのネコミミ姿すがたを写真に撮って弱みを握にぎっておくんだった！」

「……微妙に情けないわよ、それ」

「……奇遇だな、おれもそう思う。正直、言っててちょっと恥はずかしかった」

　ぽん、と、雪道は手を打つ。

「ネコミミで思い出した。シロコだけどな、あいつ前の部屋に越してきてたぞ」

「……はい？」

「そんな、きょとんとされても困こまるんだが……」

「うん、いや、何ていうか目の前の部屋か……盲点だった」

　そもそも考えれば、先日、朝っぱらから雪ゆき道みちの部屋に忍び込んでいたのだから近くに住んでいる可能性は結構高かったのだが。

「さすがにおれもびっくりしたな。しかも、おれの部屋に忍び込んできて、夕食たかって帰っていった。そういえば今日は大人しいな。出かけてるのか？」

「……ふぅん、夕ごはんまでご馳ち走そうしたんだ。いいけどねー、まあ、わたしは気にしないけどね」

「なんで微妙に怒おこってるんだよおまえ。まあ、さすがに泊めてくれって頼まれたときは困ったけどな……つうか、目の前の部屋で泊めてくれっておかしいよな？」

「と、泊めっ」

　天あま音ねは絶句し、溜ため息いきを吐つく。

　鈍感大王の雪道は大したこともないように言って、試験勉強の方に戻もどっていったが、天音には恋愛的な意味でのシロコの本気ぶりが理解できた。

　これでは天音の協力者というよりも、ただの恋する乙女おとめだ。

　そんなことを思う天音の背せ筋すじに──悪お寒かんが走り抜けた。

　獣の尻尾しつぽのように、薄うす桃もも色いろのツーテールはちりちりとした危機を感じている。発生源はすぐ隣となりで……。

　天音は恐おそる恐おそる隣の瑛えい子こを見た。

「……」

　表情はない。ただ、手にした金属製のシャープペンシルが不自然な角度で曲がり、背後には目を吊つり上げた黒くろ猫ねこの姿すがたが見える。ポニーテイルが本物の尻尾なら確実に不快を表現してぴんと立っていたはずだ。

「あ、あの、瑛子……」

　乾かわいた声で、勇気を振り絞って声をかけた。

　濡ぬれ羽ば色いろのポニーテイルがぴくりとも動かないほどゆっくりと、瑛子は天音の方を向き、

「大だい丈じよう夫ぶ。私はとても冷静だから。お隣でお泊りで二人で夕食が羨うらやましいなんて少しも思ってなんかないから」

　実に綺き麗れいな笑顔で言った。

　大輪の花が開くような、わざとらしいほどに明るい笑顔がどうしようもなく不ふ吉きつで、

「……そーだね」

　視し線せんを逸そらし、金の瞳ひとみを伏ふせて、天音はもう色々諦あきらめた。

　そして数学が終わり英語になるや降こう臨りんするスパルタ瑛子。

「今日は少し厳しく行く」

　その宣言に違たがうことなく、時間の経過と共に、雪ゆき道みちが萎しおれていった。

　最後の方はもう、口から魂たましいが抜けていそうな虚うつろさだった。

　ぱたん、と、瑛えい子こが教科書を閉じて終わりを示すと同時に、雪道は仰あお向むけに倒たおれる。

「アルファベットが……頭の上をぐるぐる、回る、回って、回って……」

　明らかに目が死んでいた。

　だが、瑛子に容赦はなく、

「次は化学」

　夕食時どきまで、ほとんど休憩もなく勉強会（という名の公開処刑）は続く。




　天あま音ねが夕食の買い出しに行き、部屋には雪道と瑛子の二人が残されていた。

　調理自体はほぼ全すべて雪道の仕事なので買い出しはもっぱら天音が担当していた。とはいっても学校帰りなどに雪道が買い物をして帰ることも多いので結局適当だったりする。

「……一学期分、まとめて勉強したような気がする」

　ぼんやりと、畳の上に寝ね転ころんで雪道がぼやいた。さすがに買い出しに行く気力は残っていなかった。

「一学期分詰め込んだので、その感想は正しい」

　折り目正しく両りよう膝ひざを揃そろえ、雪道の隣となりに座る瑛子が冷えた麦茶を飲のみながら答えた。

　ごろりと、首を回して雪道は瑛子を見上げる。

　傍そばで、いつもどおりの無表情、艶つややかな黒くろ髪かみをまとめたポニーテイルで、柔やわい風と共に窓まどから零こぼれる茜あかね色いろの夕焼けを浴びていた。

　猫ねこのように吊つり上がった瞳ひとみの中にも、赤い光が映っている。

　その横顔から、奇妙に目が離はなせない。

「……どうかした？」

「いや、疲つかれただけだ」

「……少し、やりすぎた。ごめんなさい」

「いいよ。おれのためなんだ、文句を言う筋合いでもないさ」

　ふあぁ、と、欠伸あくびをしながら大きく伸びをする。

　部屋の隅、瑛子の鞄かばんの傍にネコミミ（無論、コスプレグッズの方だ）があった。

「猫、か」

　そういえば、瑛子と会ったのも猫がらみだった。二匹の子こ猫ねこ、片割れは今も瑛子の家に飼われている。

「ユキは、元気にしてるか？」

「元気にしている。逗とう留りゆう中の客人にも懐なついていて……ますます太った」

「まあ、あいつは人ひと懐なつっこいからな、おれが飼ってた方と違って」

「結局……芦あし原はらの猫ねこは帰ってこなかった？」

「ああ、急にいなくなって、それっきりだ。どこかで元気にしてればいいさ」

「寂さびしい？」

「まあ……少しだけな」

　白く小さな子こ猫ねこだった。一いつ緒しよに拾ったユキよりもさらにひと回り小さな子猫。新雪のように白くて儚はかなかった。

　唇の端に、苦笑を浮うかべて、目を閉じる。

　心地よい夕暮れの風に乗って届くのは、微かすかな夏の花の香り──濡ぬれ羽ば色いろの黒くろ髪かみから零こぼれる香り。

　いつだったか、瑛えい子こと二人、二匹の子猫と一緒にこんな静かな時間を過ごしたこともあった。今はもう、それも懐なつかしい。

　望ぼう郷きようにも似た感覚が雪ゆき道みちの心に宿る。

「静かだな、天あま川かわがいないと」

　意味もなく腕を上げ、掌てのひらを夕ゆう陽ひに染そめた。

「昔に戻もどったみたいだ」

「そう」

　出会いからもう四年が過ぎた、見慣れた美しい顔が相あい槌づちを打つ。

　乏しい表情の奥おくには雪道だから拾える程度の感情が見える。

「静かなのは、嫌い？」

「好きでも嫌いでもない。もう慣れた。静けさにも、騒さわがしさにも」

　瑛子の顔を見上げつつ、雪道は口の端に笑みを作る。

　応じるように、瑛子もまた、ほんの少しだけ微笑ほほえんだ。

　懐かしい──雪道はまた、そう思い。

　夕焼けの中で静かに目を閉じる。




　その静寂を壊こわすように、食材を詰めたビニール袋を片手に天あま音ねはドアを開ける。

「たっだいまー。才さい色しよく兼けん備びな美少女天音さんが合理的に晩ごはんの材料を買ってきてあげたから、雪道は這はい蹲つくばって感謝するように！」

　薄うす桃もも色いろのツーテールを揺ゆらし、全力で調子に乗った台詞せりふを叫さけび部屋に踏み込んで、金の瞳ひとみで二人の姿すがたを見る。

　夕焼けに染まる、寄り添うような二人の姿。

　紅くれないの世界に閉じ込められたように、世界の全すべてから隔かく絶ぜつされているように、とてもとても、二人が近く見えて──

　一人、遠い場所に置いていかれたような気がした。

　天あま音ねの胸むねは針で刺されたように痛いたくて、それを誤ご魔ま化かすように、

「おっきろ、雪ゆき道みち！」

　天音は雪道を蹴けり起こす。

「いってえ！　脇わき腹ばら超いてえ！　何しやがる、このダメッ娘こ！」

　雪道は飛び起きるや天音に詰つめ寄より叫さけぶ。

「そっちこそ、人が晩ごはんの材料買いに行ってあげたのに、何で寝ねてんのよ！」

　天音は一歩も引かず、真まっ向こうから噛かみ付つくようにぐるぐる唸うなり叫び返した。

　額つき合わせた二人の間に火花が散る。

「夕食作るのはおれだろうが！　この食材虐殺魔め！　包丁の扱いはそこそこうまくなったくせに、未いまだに目玉焼きの一つも作れないのはどういうダメッ娘ぶりだ！」

「うるさい、このバァカ、バァカ、バァカ！」

　威勢の良い表情とは裏腹に、天音の胸はひどく痛い。

　この胸の痛みのせいで、今は何も考えられない。

　どうしてこんなことをしているのかすらも、わかってはいない。




　雪道、天音、瑛えい子この三人で夕食をとり、自宅に戻もどる瑛子を茜あかね堂前の道路で見送った。

　月明かりと、涼しげな夜風の中、闇やみに溶けるような瑛子の黒くろ髪かみ。

　遠ざかるその背せ中なかが消え、雪道は部屋に戻ろうと踵きびすを返すが──

「……シロコ」

　立ちふさがるように、茜堂の玄関前にシロコがいた。

　ネコミミをぴこぴこと動かしながらも、夜の色を湛たたえたオッドアイは奇妙に大人びていて別人のようにさえ見えた。

　薄うすく微笑ほほえみ、シロコは静かに両手を広げる。

「夜はまだ、始まったばかりにゃ」

「そうね」

　退路を塞ふさぐように、天音が雪道の背後に立つ。

「『妖よう精せい』狩りの時間だわ」

　間に挟はさまれた雪道の額に一筋汗あせが流れた。

「じゃあおれ、今日の復習して寝るから、お休み」

「え……手伝ってくれないの？」

　逃にげようとするが、その裾すそを小さく天音が掴つかんでいた。

　振ふり返かえると、上目遣いに見上げる天音の姿すがた。

「いや、おれ、関係ないし……」

　微かすかに潤んだ金の瞳ひとみから雪ゆき道みちは目を逸そらす。

「おねがい雪道」

　珍しくしおらしい天あま音ねの態度に逆に落ち着かない。

　普ふ段だんの猫ねこ被かぶりともまた少し、違う。

　確かに、雪道には何の関係もない。

「……わかったよ」

　つい、頷うなずいてしまう。

　直後、チェシャ猫のように天音が笑ったことは言うまでもない。




　そして、夜の長なが月つき学園校舎前にて。

「……関係ないはずなのになあ」

　青白い月を見上げて、雪道はぼやいた。

「なんだかんだで協力してくれる雪道って優やさしいよね」

　八割がた皮肉だと思われる天音の台詞せりふにも反論できなかった。

「さて、と、準備はいい？」

　剥むき出だしの『風かぜ鳴なき』を肩かたに担かついで天音が言う。

「うにゃうにゃ、雪道にゃんの夕食を逃してまで準備しておいた結界もばっちりにゃ」

　びしりと、親指を立てた拳こぶしを突つき出してシロコが応じた。

　余り関係はないが、今日の夕食にもシロコは乱入するつもりだったらしい。

「結界？」

　耳慣れぬ言葉に、不ふ承しよう不ぶ承しようついてきた雪道は首を傾かしげる。

「『妖よう精せい』が学校から逃にげないようにする柵さくみたいなものにゃ。本当はもっと色々用意して確実に仕留めたかったけど、荷物が届かないのにゃ」

「最さい善ぜんは今日、そうでなくても結界が効力を失わない数日中に決着をつけるから。ま、あんたも安心して付き合いなさいよ」

「どこがどう安心できるんだよ」

　げんなりと顔を歪ゆがめて、雪道がぼやく。

　因ちなみに三人とも制服姿すがたでぱっと見は課外授業風だ。

「それよりツッコみたいのはだ。なんだこの虫取り網？」

　と、雪道は天音に無理矢理持たされた虫取り網を示す。

「虫取り網じゃなくて、対妖精用捕獲網よ、結界と一いつ緒しよに届いた」

「虫取り網にしか見えねえよ！」

　雪道は対妖精用捕獲網をぶんぶんと振る。天音の反論とは裏腹にどう頑がん張ばっても虫取り網にしか見えない。柄えに至っては竹製だ。

　薄うすい月明かりに、虫取り網はカブト虫でも採りに来たのではないかと思わせるのどかな雰囲気さえかもし出していた。

「まったく、細かいことを気にするんだから」

「外見はどうあれ、ちゃんと効果はあるんだから問題ないにゃーよ」

　天あま音ねは大おお袈げ裟さに肩かたをすくめて　ふう、と、溜ため息いきを吐つく。

　シロコがまったく同じ動作で溜め息を吐いた。

「うわあ、いきなり団結しやがった。なにこの疎外感」

　半眼でぼやきつつ、こういう理り不ふ尽じんな展開にも慣れてきたなあ、と自分に感心する。

「さてと、じゃあ雪ゆき道みちも納なつ得とくしてくれたみたいだし、行こうか」

「らじゃー、にゃ！」

　ぴょこぴょこと揺ゆれるツーテールと、ぴこぴこと動くネコミミが並んで校舎へと歩いていく。

　雪道は諦あきらめたように溜め息を吐き、月光を浴びて佇たたずむ夜の校舎に視し線せんを向け、彼かの女じよたちに続いた。




　前列に天音とシロコ、後列に雪道の並びで夜の校舎を歩く。

　窓まどから差し込む月光に照らされた校舎は静まり返り、三人の足音だけが反響する。

　雪道は虫取り網を持ったまま、目の前でふらふら揺れる天音の薄うす桃もも色いろのツーテールを眺めていた。

　雰囲気のせいか、静か過ぎるせいか、誰だれも喋しやべらない。

　規則正しい足音、リズムに合わせて揺れる薄桃色のツーテール。

　催眠術のように繰くり返かえされて──

「……あれ？」

　気付けば、天音と二人きりになっていた。

「どしたの雪道、って……シロコがいない？」

　雪道の声に振ふり返かえり、天音は愕がく然ぜんとした。

「なんだこれ？　また『妖よう精せい』に何かされたのか？」

　苛いら立だたしげに虫取り網の柄の先で、廊ろう下かをこつこつと叩たたく。

　周囲には、当たり前に夜の長なが月つき学園が広がっているだけだ。

　意識は天音に集中していたが、前触れもなくシロコが消えるとは思わなかった。

「多分、ね」

　雪道とは対照的に、天音は冷静に思考する。

　金の瞳ひとみを鋭するどく細め、『風かぜ鳴なき』を肩に担かついだまま、もう片方の手を口元に添える。

「『妖精』の力だと考えれば……」

　ある程度考えがまとまったのか、ふむ、と、一つ頷うなずくと天あま音ねは窓まどを開けようとする。だが開かない。鍵かぎは開いているのに接着剤で貼はり付けたように窓は開かない。

「空間隔離か。『妖よう精せい』なら持ってても不思議はない能力ね。妖精に連れて行かれて妙な世界に迷い込んだ話なんて世界中にあるし」

「……さっぱりわからん。おれにわかるように説明してくれ」

「そのままよ。わたしたちがいる『この場所』は学校と同じ外見の別世界」

「あー、平行世界とか、そういう感じか？」

　腕組みをして少し考え、雪ゆき道みちは答えた。

「半分正解。竜りゆう宮ぐう城じようとか仙せん境きよう、妖精の国っていうのが近いんだけどね」

「よくわからないが……それって大変じゃね？」

「大変だけど？」

「なんでおまえはそんなに冷静なんだよ！」

　詰つめ寄よる雪道に、天音は飄ひよう々ひようと肩かたをすくめ、『風かぜ鳴なき』を軽く振るう。

　びょうびょうと響ひびく、風切りの音。

「窓が開かないってことは範囲は学園内。『妖精』はそのどこか。捕まえちゃえば元に戻もどる。簡単でしょ」

　安心させるように、可愛かわいくウインクを一つ。

　雪道はすっかり毒気を抜かれてしまう。

「そういうもんか」

　わかっているようなわかっていないような表情で首を傾かしげながらも、とりあえず天音に従うことにして、天音を真ま似ねるように虫取り網を軽く振り、

「って、いるじゃねえか、後ろ！」

　天音の肩の向こうを指差した。

「まさか、そんな都合よく」

　苦笑しながら、薄うす桃もも色いろの尻尾しつぽを揺ゆらして天音が振ふり返かえる。

「うわ、本当に『妖精』いた！」

　廊ろう下かの向こう階段の傍そばに、三十センチ程度の羽が生えた金きん髪ぱつの少女が。雪道が以前にちらと見た『妖精』が白い光の粒つぶを撒まきながらランダムな軌跡を描えがいて宙ちゆうを舞まっている。

「追いかけるよ！」

「わかってる！」

　かたや『風鳴き』、かたや虫取り網を構えて走り出す。

　一気に階段まで駆かけ抜ける。上へ向かって行く『妖精』の姿すがたを追う。

　何かに気付き一いつ瞬しゆん止まった天音の隣となりを追い抜いて、雪道が虫取り網を振りかぶる。

「大人しく捕まれ、この虫もどき！」

　実にひどい呼称と共に振り下ろした虫取り網は、確かに『妖よう精せい』を捕まえ──

「よっしゃ……な、消えやがった！」

　白い光の粒つぶだけが網の中に残っていた。

「クスクスクス、お間抜けさん、お間抜けさん、わたしはこっち、わたしはこっち」

　甲かん高だかい声に、雪ゆき道みちが振ふり返かえる。立ち止まった天あま音ねの少し後ろに漂う『妖精』。

「後ろだ天あま川かわっ！」

「任せて！」

　答え、天音は走る。背後の『妖精』を無視して、雪道の隣となりを通り過ぎる。

「おい、天川っ、そっちじゃ──」

　驚おどろく雪道の前で、天音の背後にいたはずの『妖精』が消える。

「そっちも幻げん覚かく、本体はきっと──」

　振り返る雪道。階段を蹴けって跳ぶ天音。なびく薄うす桃もも色いろのツーテール。はためくスカート。振り上げた『風かぜ鳴なき』。跳躍の先にも白の光を纏まとう『妖精』がいた。

「クスクスクス、正解、正解、でもやっぱり、お間抜けさん」

　一いつ閃せん。

『風鳴き』の刀身が『妖精』を切り裂く。

　だが『妖精』はクスクスと笑ったまま、

「これはわたし？　それともあなた？　現実と幻げん日じつの境、わたしにだってわからない」

　謎なぞかけめいた言葉と共に、白い光の粒に変わっていく。

　噴水のように花火のように、放射状に散らばる光の粒を、天音はもろに浴びる。

　夏服の薄い布地を透過して体の中に光の粒は浸透する。

　目の前を躍おどる『妖精』の姿すがたから目が離はなせない。

「あなたは何を見たい？　あなたは何が見たい？」

　呑のみ込こまれる──視界が白に染そまっていく。

　体の内側から、眼球が白に染められて、全すべてが白になる。

　白の中で、『妖精』の問いかけがこだまして、

「わたしは──」

　天音は答えた。




「……あれ？」

　天音はふと、我われに返った。どうやら立ったまま転うたた寝ねをしていたようだ。

「疲つかれてるのかな？」

　小首を傾かしげて、周囲を見回す。

　見慣れたリビングダイニングキッチン。

　引っ越してもう二年目になる賃貸マンションだ。

　他ほかには寝室とバス、トイレというありきたりの間取りで床は全面フローリング。築ちく浅あさの割には家賃も安く通学に便利で、天あま音ねが一ひと目め惚ぼれしてここで暮らすことを決めたのだった。

「何しようとしてたんだっけ……」

　リビングダイニングキッチンに立ったまま、天音は首を傾かしげた。

　ふと、冷蔵庫に張り付けたホワイトボードに気付き、ぽんと手を叩たたく。

「あ、そうか、今週の夕食当番わたしだ。晩ごはん作らないと」

　壁かべに掛かけていた薄うす桃もも色いろのエプロンを制服の上に着け、冷蔵庫を開ける。

「うん、今日はクリームシチューでいいかな」

　冷蔵庫の中身をざっと確かく認にんし、メニューを決めて、食材を取り出すと天音は調理に取り掛かった。

　鼻歌交じりに手際よく野菜の皮を剥むいて包丁で一口サイズに切っていく。

「ふふん、もうダメッ娘こなんて呼よばせないんだから」

　勝かち誇ほこるような声に相応ふさわしく、手際は素晴らしい。料理の手順も間ま違ちがえない。

　あらかた作り終えて、後は煮込むだけ。鍋なべの蓋ふたをして火を弱め、リビングのソファーに腰を下ろす。

　リモコンでテレビをつけ、チャンネルを次々に変えていくが気に入った番組はないようで、すぐにスイッチを切った。

　退屈そうな顔で、時計を見ると、

「……んー、そろそろ、どっちか帰ってくる時間なんだけどなあ」

　同時に、ピンポンとドアチャイムが鳴る。

「はいはーい」

　答えて立ち上がる。薄桃色のツーテールをなびかせて小走りに駆かけて行き、笑顔を浮うかべてドアを開けた。

「あれ、今日は雪ゆき道みちの方が早いんだ。おかえり」

　雪道は、軽く手を上げて応こたえた。

「ああ、ただいま。いい匂においがするな」

「ふふん、今日は天音さん特製のシチューだから期待しなさい」

「それは楽しみだな。昔は卵もまともに割れなかったのに、すっかり料理が上じよう手ずになったもんだよ」

　くすりと笑い、雪道が天音の頭を撫なでる。

　天音は拗すねたように唇を尖とがらせる。

「子ども扱いはやめてよね」

「悪い悪い。でも、おれが兄でおまえが妹って感じだしなあ」

　苦笑して、肩かたをすくめる雪ゆき道みちの──体が、中心からぱっくりと割れた。

「はいはい、お邪魔しますにゃーよ」

　脱皮でもするように彼かれの内側から姿すがたを現したのは、天あま音ねと同じ制服姿の、天音の知らない小柄な少女。

　雪のように真っ白な髪かみを割り、ぴょこんとネコミミが生えている。

「な、なに、あんた！」

　金の瞳ひとみを見開いて、天音は大きく跳び退すさった。

　よいしょっと皮を捨てると、ネコミミの彼かの女じよは呑のみ込こむようなオッドアイで天音を見据えて肩をすくめる。

　その幼おさない顔には露骨な嘲ちよう笑しようが浮うかんでいた。

「シロコで結構にゃ」

「……シロコ？」

　初めて聞く名前に、天音は不審げに眉まゆ根ねを寄せる。

「うにゃー、随分と深いところまで『式』が浸透してるにゃーね。訓練を受けてない素人しろうとじゃあるまいに、どこまでメンタル弱いにゃ」

「な、なによあんた！　いきなり現れて好き勝手言って！　頭おかしいんじゃない!?」

「にゃーは頭がおかしくて、天あま川かわ天音は心が弱い。お互い様にゃーよ」

　天音には状じよう況きようが理解できない。ただ本能的に理解できるのは、

「あんた……ここを、壊こわしにきたのね」

　シロコが敵だということ。

　天音の手にいつのまにか無ぶ骨こつな大だい剣けんがある。名前は『風かぜ鳴なき』だということと、これで何ができるかがわかる。

「わたしの世界を壊すなんて、許せない……」

　これで、シロコを殺さないといけない。

　胸きよう中ちゆうで決意して天音はぎゅっ、と、柄つかを握にぎる。

　それだけで全身に力が満ちた。

「起こしに来たと言って欲しいにゃ……ま、同じことかもしれないにゃ」

　嘲笑を浮かべたまま、つ、と、人差し指を口に含んで、八や重え歯ばを刺す。

　傷ついた指をひと振り、皮膚が破れて滲にじむ血を虚こ空くうに落とす。

「目覚めよ、我が血」

　一滴の血は水面を染そめるように虚空に広がり、複雑怪奇な魔法陣を、

「否定公式〇一一二六──」

　否定公式を描えがく。

　魔法陣は淡く輝かがやき、

「回帰現象『ライカン・スロープ』」

　宣言と共に、現実を塗り替える。

　シロコの肉体は、戦闘に適した形に変化する。

　人と猫ねこの狭間はざまにあって、より強く、速いカタチへと、造りかえる。

　服が弾はじけ、薄うすく輝かがやく白い毛が未開地域の司祭が体に描えがくような幾何学模も様ようを描えがいてシロコの体を覆う。両手は物を掴つかむという機能を捨てて猫に戻もどる。しかしそのサイズは頭ほどもありナイフのように鋭するどい爪つめが生えた。

　くっ、と、瞳ひとみが吊つり上がり、白い尻尾しつぽがしなり空くうを打つ。

　短距離のスタートを切るように、シロコは四足になって関節を曲げ、バネをためる。

　対たい峙じする天あま音ねは静かに息を吸い込み剣を正せい眼がんに構えた。

　人じん猫びようの形をした爆弾のように、シロコの全身に満ちる原始的な力が、天音にすらも理解できる。

　だが、天音の構えには微み塵じんの隙すきも動揺も見えはしない。

　完成された二人の戦士の間で張り詰める空気。

　深く静かな呼吸音と煮えるシチューの音だけが部屋に響ひびいている。

　一分、一秒、あるいは一いつ瞬しゆん。

　高まった緊張が弾け、二人が動く。

　疾風はやての如ごとき天音の一いつ閃せん。剣に遅れて風が鳴り、薄うす桃もも色いろのツーテールがなびく。

　だが振り下ろされた剣の先にシロコはなく、剣は床を砕き木片が舞まい散る。

　風の動きを全身で察する天音は、視し線せんを向けもせず弧を描いて上方を薙なぐ。

　ぎぃん──震ふるえる風かぜ鳴なきが、上方に跳び屋根を蹴けり死角からの襲撃をかけたシロコの爪を剣の腹で受け止める。

「ハ、ッアァ──！」

　全身を捻ひねり、剣をバットのように振りぬいてシロコを弾く。

「うにゃ」

　吹き飛ばされたシロコは空中でくるり、体勢を整えるや、何もない虚こ空くうを蹴った。

　ずだんっ！

　空気を蹴り、両腕を広げて爪を構え、弾丸の勢いでシロコが突撃する。

　次の刹せつ那な、剣を振り切り体勢を崩した天音の眼前にシロコがいる。

　必殺の爪は左右から首と右腕を狙ねらう。

　床に落ちる天音の体。フローリングの上に転がり、一瞬遅れて、切り裂かれた薄桃色の髪かみが数本宙ちゆうを舞う。

「……ふぅん、聞いてたよりやるにゃーね。太た刀ち筋すじに迷いがないにゃ」

　重力を無視し、四本の足で壁かべに張り付いてシロコが言う。

　自分から床に倒たおれることで、天あま音ねは辛かろうじてシロコの突進を避よけていた。

　天音は一つ『風かぜ鳴なき』を振るい、構え直す。

「渡さない、何も──」

　金色の瞳ひとみが鋭するどさを増す。

「歌え、『風鳴き』」

　キン、と、耳が痛いたくなるような音が響ひびく。

　柄つかに埋め込まれた結晶体から零こぼれる青の光の粒つぶ。

「否定公式一一〇八二──」

　虚こ空くうに描えがかれた青の魔法陣が輝かがやき、逆巻く風が吹く。

「切断現象『かまいたち』！」

　逆立つ薄うす桃もも色いろの髪かみ、はためく服の裾すそ、振り下ろされる剣。

　放たれた不ふ可か視しの『かまいたち』は空くうを裂き、壁かべに張り付くシロコへと飛ひ翔しようする。

　迫る刃やいばを前にシロコは、

「……ふざ、けるな！」

　憎ぞう悪おも顕あらわに叫さけんだ。

　愛らしい少女の顔は憤ふん怒ぬに歪ゆがみ、その声には隠かくしもしない憎悪の炎が満ちる。

　言葉遣いすらも変わり──あるいはそれが本質か、

「何も知らないくせに、おまえはこんな下らない夢を見ている！」

　壁を蹴けりシロコは跳ぶ。『かまいたち』を掠かすめ、すれ違う。

「許せなどはしない！　壊こわれて、終わってしまえ！」

　怒りに叫び、憎悪に叫び、シロコは空気の壁を蹴ってさらに加速する。

　天音が反応するよりも遥はるかに速く、距離を詰め、両の爪つめをもって、十字を描いて天音を切り裂く。

　天音の体に刻まれた深い傷。だが、そこから一滴の血も落ちはしない。

「やだ……戻もどりたく、ない」

　この場所の全すべてが書かき割わりのセットだったように厚みを失い、ばたん、と、箱が開くように四方の風景が倒れていく。




「……あ、起きた」

　雪ゆき道みちが天音を抱きかかえ、顔を覗のぞき込んでいた。

　夜の長なが月つき学園の、静まり返り淡い月光に照らされた廊ろう下か。

　すぐ傍そばにある雪道の顔に、天音は寝ね起おきのように蕩とろけた思考で言う。

「おはよう、雪み──うわあああああああああ！」

　バネ仕じ掛かけの玩具おもちやのように跳びあがる。

「危なっ！」

　凄すさまじい勢いで跳びあがった天あま音ねの頭にぶつかりそうになり、雪ゆき道みちは慌あわてて避よけた。

　勢いのまま立ち上がった天音は、薄うす桃もも色いろのツーテールを振り回しながら蹴けりを放つ。

「だが甘あまい！」

　ひょいと、頭を下げて雪道は器用に蹴りを回避。

「ふはははは。理由は知らないが、寝ね起おきや出会い頭がしらに遭遇した天あま川かわはやたらと蹴ってくることを統計的に学んだおれに隙すきはなかっ──」

　がすん。

　スカートの裾すそを翻ひるがえし放った、二発目の蹴りが容赦なく雪道の脇わき腹ばらを抉えぐった。

「あんたは詰めが甘いのよ」

　ふふんと、天音が薄い胸むねを張る。

「どっちもどっちにゃー」

　呆あきれたように、細い肩かたをすくめてシロコが言った。

「あれ？　シロコ、いつのまに」

「ちょっと前にゃー。二人の姿すがたがいきなり消えてびっくりしたにゃ」

「覚えてないのかよ……おれとおまえが『妖よう精せい』のせいで別世界みたいな場所に連れて行かれたんだろうが」

「で、事態を察知したにゃーが、助けに行ったにゃ！」

「そして、いきなり倒たおれた天川の介抱をしてやったのに、何な故ぜか蹴り倒されたわけだ」

　よろよろっと、雪道が身を起こし半眼で睨にらむ。

「そういえば、『妖精』の撒まいた光の粒つぶを浴びて妙な幻げん覚かくを見てたような気も」

　その内容までは、思い出せないのか、天音は首を傾かしげた。

「結局、『妖精』には逃にげられたけどな」

　ぼやきながら、雪道は廊ろう下かの隅に落ちている『風かぜ鳴なき』を拾い上げ、重さに顔をしかめながらも天音に手渡す。

「あ、ありがとう」

　奇妙な違和感を抱いだきながら、『風鳴き』を受け取る。

　雪道は何かに気付いたように首を傾げ、

「……大だい丈じよう夫ぶか、おまえ？　なんか、顔が赤いぞ？」

　天音の顔を覗のぞきこんだ。

　ドキン、と、唐突に天音の心臓が鳴った。

　ぶつかる視し線せん、夜よ目めにも鮮やかに天音の頬ほおは赤く染そまる。

「あ、その、えっと……」

　天音はどもりながらも、視線を外せないでいた。

「天あま音ねにゃんも疲つかれてるみたいだし、今日は引き揚げるにゃ？　結界もあるからあと何日か程度なら『妖よう精せい』も学園から出られないにゃ」

「ん、そうか、じゃあそうするか」

　シロコの方を振ふり返かえりながら、雪ゆき道みちが返事をした。

　視し線せんが外れて、天音はほっと胸むねを撫なでおろす。

「そ、そうね、そうしようか」

「決まりだな」

「決まりにゃ」

　くるりと背せを向けて、ネコミミをぴこぴこ動かしつつシロコが歩き出す。

　雪道は放り投げていた虫取り網を拾い、

「ほれ、行くぞ天あま川かわ」

　いまいち動きの鈍い天音の手を取った。

「──あっ」

　突とつ然ぜん手を握にぎられて、急に恥はずかしくなって、天音は声を漏らした。

「なんだよ、変な声出して」

　首だけで雪道が振り返る。

「なななななななななな、なんでもない、なんでもないからあっち向けバァカァ！」

　握られた手を振り払うようにして解ほどき、赤く染そまった頬ほおを隠かくすように顔を伏ふせた。

　ただでさえ赤かった顔がますます赤く熱を持ち、高鳴る心臓に落ち着けと言い聞かす。

「なんでいきなりバカ呼よばわりされにゃならんのだ」

　手を振り払われたこともさして気にならないのか、面めん倒どうくさそうに肩かたをすくめ、雪道はまた前を向いた。

「……なによこれ」

　雪道の顔が、まともに見れない。

　痛いたみと熱の交ざった胸に宿る感情の名前がわからない。

　布袋に収めた『風かぜ鳴なき』をぎゅっと、抱きしめて、熱っぽい息を吐き出す。

「わたし、変だ」

　その微かすかな呟つぶやきは、前を行く雪道には聞こえなかっただろう。

　けれど、ずっと前にいるはずのシロコには聞こえたのかもしれない。

　帽子の下のネコミミがぴくりと動いて──

　鋭するどい刃物のように、薄うすく、薄く、嘲あざ笑わらう。




『妖精』の探索が見事に無む駄だ足あしとなり、明けた日曜日を雪道は丸々一夜漬けに使った。

　そして週明けの月曜日、期末テストが始まった。

　朝の教室は普ふ段だんとは違った騒さわがしさに包まれており、普段なら他た愛あいのない雑談をしてるクラスメイトたちも、ある者は教科書やノートを睨にらみ、またある者は数人で互いに問題を出し合って勉強の成果を確かく認にんしている。

　雪ゆき道みちは自分の席で、自信に満ちて堂々とした態度で教科書を眺めていた。

　勉強会に降こう臨りんしたスパルタ瑛えい子こを乗り越えたことが、自信へと繋つながっていた。

「今日のおれは、いつもの三倍は完かん璧ぺきだ」

「所しよ詮せんは一夜漬けにゃー」

　隣となりの席で既すでにやる気がなさそうにぐでーっと、机に顎あごを乗せているシロコが言う。

「ふっ、まあ、見てろ」

　そして、雪道はテストに挑み……挑んだ……の、だが……




　初日。

「芦あし原はら、調子はどう？」

「ん、まあまあだな」

「勉強会を開いた甲か斐いが、あった？」

「笑い話にできるぐらいには効果ありだよ」















　二日目。

「雪ゆき道みちさん。どうですかテストは？」

「……なんとか、ぎりぎり」

「思わしくないようですね」

「大だい丈じよう夫ぶだ、まだ、挽ばん回かいできる……」




　三日目。

「雪道にゃん。調子は、どうにゃ？」

「そうだ、遠くに行こう、ずっと遠くに……」

「うわあ、壊こわれちゃってるにゃ。戻もどってくるにゃ、雪道にゃーん！」

「そうだ、畑でも耕して、ひっそり生きていこう。うん、そうしよう」




　そして最終日。

　次のテストに備えて、短い休憩時間ですら生徒たちは最後の復習に余念がない。

　かりかりとペンが走る音、ぱらぱらとページを捲めくる音が教室に満ち、その中で、雪道は次のテストに備えもせず机に突つっ伏ぷし陰いん鬱うつな空気を撒まき散ちらしていた。

「……地獄だ、期末テストという名前の地獄だ」

　隣となりのシロコは何とも気の毒そうな顔で、ネコミミ帽子の耳をぴこぴこと動かしつつ雪道を見ていた。

「これはもうダメかもしれないにゃ」

「あー……」

　シロコの言葉に反応し、雪道はゾンビのような呻うめき声と共に体を起こす。

「いっそ、巨大隕いん石せきが学校におちてきてテスト中止にならねえかなあ」

「もうダメっぽいにゃ」

「大地震でもいいや」

「落ち込んでる暇があるなら、悪わる足あ掻がきぐらいするにゃーよ」

「……つうか、シロコ。エックスの意味がわからねー、みたいなことを言ってたのに余裕じゃないか」

「あれはジョークにゃ」

「マジですか」

「マジですにゃ」

「……そっかー。なんだろ、この騙だまされた感」

　バカが虚うつろに笑う。

　脱落者に対する憐れん憫びんの視し線せんが教室から集まる中、

「芦あし原はら」

　瑛えい子こは雪ゆき道みちの傍そばまでやって来る。

「……なんだ、瑛子か」

　雪道が視し線せんを向けた先には見慣れた瑛子の顔がある。

　人形の無表情の奥おく底そこには、僅わずかに呆あきれの色が見えた。

「なんだ、とは失礼な言い草だと思う」

「放っておいてくれ。おれはもうこのままどん底に沈むから」

「相変わらず、テスト本番に弱い」

「激はげしく弱いにゃ。傍はたで見ていて可哀かわい想そうになるぐらいの墜つい落らくっぷりにゃ……」

　どよんと沈む雪道の前に、瑛子は教科書を差し出す。

「私も付き合うから、最後の悪わる足あ掻がき」

　雪道は負け犬の目で、ふっ、とニヒルに笑う。

「よしてくれ──」

「話は変わるけれど、プールのチケットを貰もらった」

　割り込むように、瑛子が言った。

「試験休みにでも、行こうと思う」

「……プールか」

「プール。きっと涼しくて気持ちが良い」

「思い切り泳げばスカッとするかもにゃーよ」

「そうだな」

　ゆらり、マットに沈んだ挑戦者が闘志のみで立ち上がるように身を起こす。

「諦あきらめるには早いか」

「では」ちらりと、瑛子が時計を見る。

「時間ぎりぎりまで、復習」

　瑛子の音おん頭どに従って、雪道は差し出された教科書を手に取った。

　現金というか、単純というか、わかりやすい雪道に、瑛子とシロコは顔を見合わせて、ほんの少しだけ口元を緩めた。

　試験の結果も、少しはよくなっただろう。




　試験が終わるや、天あま音ね、瑛子、シロコは連れ立って買い物に出かけた。

　プールに行くとなれば、必要なのは水着ということで天音が立案し、シロコが賛同し、瑛子が引っ張られた。

　場所は駅に隣接する百貨店内のショップで、ワンフロアの三分の一程度を占めている。

　そろそろ夏本番ということで力を入れているのだろう、店内には所狭しと夏向けの衣装が並んでいる。色とりどりの水着に、有線から流れるハワイアンが、南国めいた雰囲気をかもし出していた。

　因ちなみに、雪ゆき道みちは試験期間中溜ため込こんでいた家事を片かた付づけると、一いち抹まつの迷いもなく告げてダッシュで茜あかね堂に戻もどったため、ここにはいない。

「……スクール水着とかでは、ダメ？」

　無表情に水着を眺めながら、瑛えい子こが言う。

「ダメ……とは言わないけどさ。水泳の授業じゃないんだし……」

「結構、難易度高いと思うにゃ」

「それに、可愛かわいい水着の方が気分もいいでしょ」

　言いながら、天あま音ねも水着を手に取っては戻し、と物ぶつ色しよくしている。

「確かに、その通り……しかし」瑛子の歯切れは悪い。

「何か問題でもあるにゃ？」

「……サイズが」

　困こまったように腕組みをする、意図せず、両腕が胸むねを持ち上げ、強調された豊かな膨らみがぽよんと揺ゆれた。

　天音とシロコの絶ぜつ壁ぺき組みは凄すさまじい目つきで瑛子を──正しくはその胸を睨にらみ付つける。

「今の、嫌いや味みかにゃ？」

「もしくは勝者の余裕って奴やつ？」

　平へい坦たんな声には、異世界の魔王でも召しよう喚かんできそうなほどの情念が篭こもっていた。

「そ、そんなつもりはない。本当に、困っているだけ。上に合わせると腰周りがぶかぶかだし、逆だと胸がきつくて泳げない。だからといってビキニは恥はずかしい」

　慌あわててフォローするが、まったくフォローになっていないことに自分で気付いたのか無表情の上に珍しくそれとわかる焦あせりが浮うかぶ。

「そう、それに、可愛い水着は小さいサイズの方が多いから──」

　募る焦りはひたすらに口を動かし、

「──胸が小さくて羨うらやましい」

　盛せい大だいに地じ雷らいを踏み抜いた。

「……あ」

　言葉を失う瑛子の前で、天音とシロコは微笑ほほえむ。

　実に綺き麗れいな、すがすがしい、どこまでも透き通った純粋な微笑み。

「いくら友だちでも、今の台詞せりふは許せないかな」

「ちょっとマジ殺すにゃー。乳ちちの格差社会を是ぜ正せいするために必要なのは言論ではなくテロリズムにゃ」

「賛成。そして、さようなら瑛子、さようなら友情」

「短い間だけれど、楽しかったにゃ」

　ここに、天あま音ねとシロコの共同戦線が確立した。

　二人の微笑ほほえみは純粋だったが、その目はまったく笑っていない。

　ごごごごごごご、と、凶暴な圧力をかもし出す二人の背後には猫ねこを通り過ぎて虎とらの幻影が浮うかんでいた。

「ふ、二人とも落ち着いて」

「落ち着いてるよ」

「落ち着いてるにゃ」

　ずい、と、二匹の虎が瑛えい子こに迫る。

「そ、そうだ、用事を思い出した。これを試着することにする！」

　手近な水着を掴つかむや、瑛子は身を翻ひるがえし、試着室へ向かって遁とん走そうした。

　濡ぬれ羽ば色いろのポニーテイルが離はなれた位置にある試着室の方へと消えていくのを見送り、残された天音とシロコは妙な虚むなしさに溜ため息いきを吐つく。

「……まあ、瑛子をどうこうしたって胸むねが大きくなるわけじゃないよね」

「……悲しい話にゃー」

「水着、選ぼっか」

「そうするにゃ」

　微妙に落ちたテンションで、二人は再び陳列された水着を手に取り、薄うすい夏服の上から合わせて鏡に姿すがたを映していく。

　年とし頃ごろの少女らしく、その眼まな差ざしは真剣で険けわしい。

「そういえば、一つ聞きたかったにゃ」

「ん……何？」

　また一つ水着を夏服の上から合わせながら天音が生なま返事をした。

「ぶっちゃけ、雪ゆき道みちにゃんのこと好きにゃ？」

　ぱさりと、天音の手から水着が落ちた。

「な、ななな、何言ってるんだか。そんなわけないでしょ」

　無意識のうちに上うわ擦ずる声。

「そりゃ嫌いじゃないよ。なんだかんだで口は悪いけどいい奴やつだと思うし。ただ恋愛対象とかそういう意味で雪道を見たことは──」

　不意に浮かぶ情景──エプロンを着けて、料理をしながら家族の帰りを待つ天音の、幸せそうな笑顔。

　まるで、ままごと。

　現実味なんてこれっぽっちもないくせに、理由もわからず動どう悸きがする。

「ない、全然ない。ありませんとも。ええ、ありませんとも、これっぽっちも！」

　必死に否定して、落とした水着を拾い上げた。

　高鳴る胸むねを押さえ、天あま音ねは誤ご魔ま化かすように逆に問う。

「そういうシロコは、やっぱり雪ゆき道みちが好きなの」

「大好きにゃ」

　また、天音の手から水着が落ちた。

「そ、そうなんだ。惚ほれたって、あれ、やっぱり本気なんだ」

「うにゃうにゃ、実は今まで内緒にしてたにゃーけど」

　ふう、と、わざとらしい溜ため息いきが天音の首筋に触れる。

　落とした水着を拾おうとして、天音は動きを止める、否いな、動けなかった。

　刹せつ那なの予兆すらなく、シロコの指が天音の首筋に触れていた。

「本当はもっと前から、芦あし原はら雪道のことを知っている。おまえよりもずっと前から知っているんだ」

　不意に変わったシロコの声こわ音いろ。

　鋭するどく尖とがった爪つめが触れるか触れないかの、ぎりぎりのところで頚けい動どう脈みやくを撫なでる。

「シロ……コ？」

「虚きよ構こう式断だん片ぺんの回収なんて、どうでもいいんだ。欲しければ勝手に持っていけばいい。一人でやっていればいい」

　ごくりと、天音は唾つばを飲のむ。そんな微細な動作ですらシロコの爪の圧力を感じてスムーズに行えない。

「楽しいか、この微温湯ぬるまゆのような生活が？」

「楽しいよ。それが、悪い？　あんたに、何の権利が」

「権利などない。誰だれにもない。だが、天あま川かわ天音には資格がない」

「資、格……？」

「おまえは芦原雪道の何を知っている？　何も知りはしない、知ろうともしない。ただ、たまたま関わって、そのままだ」

「何が、言いたいのよ」

「諦あきらめろ、芦原雪道の隣となりに立つことは。あの人の傍そばに立つべきは私だ」

「嫌いやよ！　だって……わたしはあいつの……」

　何だと、言うのか。

　何だと、言いたかったのか。

　友だち？　家族？　恋人？

「おまえには何より、覚悟がない」

　静かに、シロコの言葉は天音の心を凍こごえさせる。

「あの人の為ために、生きて、死ぬ覚悟」

　それがあるかと、シロコは問う。

「……」

　天あま音ねは答えられない。

　シロコの宣言にあるのは、もはや恋情などではない。

　恋情を通り過ぎた、妄もう信しんと狂信──そして、歪ゆがんだ献身。

　天音には遠すぎる。

「改めて名乗ろう──私は浅あさ闇やみシロコ」

　シロコがぱあん、と掌てのひらを鳴らした。

　天音は振ふり返かえる。

　そしてシロコは、御み堂どう叶かな流るによく似た、

「三賢狂トリスメギストス末まつ席せき『全自動オーケストラ』の浅闇シロコ」

　毒蛇の笑みを浮うかべた。

「──ッ」

「最近、鹿しか沼ぬまに連れん絡らくが取れなかっただろう？　摩すり替わったことがばれてしまっては困こまるからな」

「あんた……騙だましてたのね」

　天音は拳こぶしを握にぎる。

「にゃーんて、冗談にゃーよ」

　シロコは無む邪じや気きに笑う。

「にゃははははは、本気にしたにゃ？　本気にしたにゃ？　んなわけねーにゃ」

　からから、からから、笑う声はどこまでも偽りの匂においがする。

　天音の額にはじっとりと汗あせが浮かび、乾かわいた笑いが漏れる。

「なんだ、冗談だったの。アハハ、ハハ……」

「にゃははははははは──冗談でも真実でも、おまえには同じだ。所しよ詮せんは『ただそこにいるだけの』何もできない部外者、おまえなど背景と変わらん」

「え？」

「それでは──」

　シロコが一つ指を鳴らすと、陳列された水着の隙すき間まから七十三匹の機械猫ねこが姿すがたを見せ、

「音楽と共にさようなら」

　人には聞こえぬ音が鳴り響ひびく。

　そして、光の粒つぶを撒まき散ちらす『妖よう精せい』が現れ、

　シロコの発した言葉が、明かした正体が、天音の記き憶おくから消えていく。




　天音が一つの狂気に出会うのと同じ頃ころ。

　同じ店内の少しだけ離はなれた場所、試着室の中で瑛えい子こはそれと出会っていた。

　適当に掴つかんだ水着を持って逃にげるように入った試着室。カーテンを引くと同時に、ぞくりと、気配を感じた。

「……誰だれ」

　水着を落とし、瑛子は正面の鏡を睨にらんだ。

　鏡の中の瑛子が、瑛子にはありえない歪いびつさでにたりと笑うと、

「我が原げん初しよの名は『既すでに忘れ去られ』、偽りの名は数多あまたあれど、好んで名乗るは愚かな巨人『エピメテウス』の名でしょうか──お初にお目にかかりまする。あるいは、久方ぶりと申しましょう、長なが月つき瑛子」

　芝居がかった、道どう化けのような大おお仰ぎようさで頭を下げた。

「あなたは、何？」

　この異常に動揺を見せず、人形の無表情に感情を隠かくし、吊つり上がった瞳ひとみで鏡の中の己を見据える。

「我が本質は焔ほのおに惹ひかれる羽は虫むしに似たり」

　瑛子の姿すがたをしたエピメテウスは、やはり芝居がかった仕草で告げる。

「私は『願いに惹かれるモノ』。誰かが狂おしいほどに強い願いを抱いだくとき、私はそこに現れるのです」

「私にはそんな願いはない」

「否いな、しかし、然しかり。あなたは願っている。狂おしいほどに静かに願い続けている──欲している」

　すう、と、鏡の向こうから、瑛子の姿でエピメテウスは現れて、

「そして、恐怖する」

　にぃ、と、歪ゆがんだ笑みで瑛子の頬ほおを撫なでた。

　ひんやりとした掌てのひらからは微かすかに甘あまい、頭をぼうっとさせるような匂においがした。

「願い、私の、願い」

「その通りです。長月瑛子、あなたの願いは？」

　ぼうとした頭の中に、姿が浮うかぶ。

　芦あし原はら雪ゆき道みち。

　もう五年の付き合いで、彼かの女じよに子こ猫ねこを与えて、

「あなたは彼かれのことが」

「……恐こわい」

　心を、奪うばっていった。

「天あま音ねと芦原が、何かをしている」

　以前、瑛子はドッペルゲンガーにさらわれた。

　天あま音ねと雪ゆき道みちに助けられはしたが、ドッペルゲンガーを倒たおした直後の記き憶おくがない。

　聞くべきだったのかもしれない。しかし、瑛えい子こは何一つ問わなかった。

「二人とも、聞いて欲しくないのだと思ったから、何も、聞かなかった」

「なるほど、素晴らしい」

「……嘘うそだ」

「ほう。嘘、と。ではあなたは何なに故ゆえに沈ちん黙もくを選んだのか」

　瑛子の顔で、瑛子の声で。

　嘲あざけるように、エピメテウスは問いかける。

　決まりきった答えに誘導されていくような錯覚。

　瑛子は口を閉ざす。甘あまい匂においが鼻につく。

「知れば、芦あし原はら雪道が遠ざかっていくようで恐こわかったから」

　エピメテウスが喋しやべっている。

「芦原雪道が芦原雪道でなくなってしまうようで恐かった」

　エピメテウスが喋っている。

「長なが月つき瑛子の知る芦原雪道が消えてしまいそうで恐かった」

　エピメテウスが、喋っている？

「芦原雪道を信じられなくなるのが恐かった」

　誰だれが、喋っている？

　どくん、と、瑛子の胸むねが鳴る。

「知ることが恐怖であるように、無知もまた恐怖でしかない」

　静かにエピメテウスの指が離はなれ、あの甘い匂いも僅わずかに遠ざかる。

　瑛子はまだぼやけた思考の中にいる。

「汝なんじ、真実を──そして、真実に抗あらがう力を欲するや？」

　大おお仰ぎように両腕を広げ、瑛子の顔で瑛子にはない狂った笑みを浮うかべて。

　エピメテウスは問いかける。

「私は──私は、真実を」

　とろんと瑛子の瞳ひとみは蕩とろけ、熱に浮かされるように言葉を紡つむぐ。

「真実を、力を……」

　欲す──思い出す。

　夕焼けの中で、静かに眠ねむるように目を閉じた雪道の顔を。

「いらない」

　静かに答えて、同じ顔をしたエピメテウスを突つき飛ばす。

　今は何も映さない鏡にエピメテウスがぶつかり、試着室が揺ゆれた。

「私は芦原の傍そばにいる」

　凛りん、と、刃やいばの鋭するどさをもって瑛えい子こは告げた。

　エピメテウスの顔から表情が消える。そうなってしまうと二人の見分けはつかない。

「失うせろ悪魔。私は私の弱さから目を逸そらさない」

「素晴らしい！」

　消えた表情に喜悦を浮うかべ、

「見事なる意思！　見事なる覚悟！　見事なる魂たましい！」

　エピメテウスの姿すがたがぼやけ、瑛子の姿から、包帯を全身に巻いたタキシードを着た男へと変わっていく。

「長なが月つき瑛子、あなたは願いを拒んだ！　ならばこの私は立ち去るとしましょう！」

　包帯に覆われた顔を掌てのひらで覆い隠かくし、くつくつとエピメテウスは笑った。

　隠す気すらない狂気が滲にじむ声に、瑛子の肌はだは粟あわ立だち怖おぞ気けを覚える。それでも退ひかず恐怖を見せず、人形の顔を崩さず、吊つり上がった瞳ひとみで見詰め続ける。

　奇くしくもそれは宣言どおり──瑛子は目を逸らさなかった。

「だが、いつか！　だが、いずれ！　あなたにも絶望は訪れる！　あなたをもっても乗り越えられぬ絶望は黒い衣を纏まといて姿を見せるでしょう！」

　翼を広げるように両腕を広げ、またも大おお仰ぎような道どう化けの礼を一つ。

　鏡の奥おくに消えるように、エピメテウスの姿が遠ざかっていく。

「私を悪魔と呼よんだあなたよ！　しかし私は──」

　おまえは、

「『願望』の式──希望する悪魔にして絶望する天使、あるいは実体ある影！

　我が存在に意思はなく、我が存在に意義はなく、我が存在に意味はなく！

　ただ尽きぬ人の願いが存在するのみ！」

　いつまでも耳に残るような、そんな、哄こう笑しようを残しながら、

「願わくば！　最さい期ごの瞬間まであなたがあなたでいられますよう！

　願望と永遠と虚きよ構こうと終しゆう焉えんの果てに、あなたがあなたでいられますように！

　我が旧ふるき友が、あなたを愛せますように！」

　エピメテウスの姿は消えて、鏡の中には当たり前の瑛子が映っていた。

「……あれ？」

　狭い試着室の中、一人きり。だが、一いつ瞬しゆん前まで、ここに誰だれかがいたような気がした。

「そんなわけ、ないよね？」

　彼かの女じよは何も覚えてない。自分の言葉も、決断も、何一つ、記き憶おくにはない。

　だが何な故ぜか、その漆しつ黒こくの瞳から、一滴の涙なみだが零こぼれ落ちる。




　試着室の鏡の中にいたはずのエピメテウスは、次の瞬間には別の場所にいた。

　百貨店の隣となり、駅の目の前、ロータリーの中央。

　バスやタクシーが通り過ぎ、人々は通り過ぎる。

　だが誰だれもエピメテウスの存在に気付かない。

　そこが舞台の中央であるようにエピメテウスは一人語る。

「かくて、勇気ある少女は願いを拒み、この第二の再計算には狂いが生ずる！

　されど、行き着く結末は変わらず、再計算はあるべき場所へと辿たどり着つくのでしょう。

　彼かの女じよは勇敢なれど、全すべての少女が勇敢であるわけではないのです。

　勇気ある少女よ、勇気なき少女よ！

　今はただ、その胸むねに抱いだいた恋心の向かうままに、

　甘あまき日々を過ごしたまえ！

　いつか来る終しゆう焉えんを待ちながら！」

　大おお袈げ裟さな一礼と共に、初めからいなかったようにその姿すがたは消えた。












第三章　闇は彼らを包み込む




　無事、かどうかはともかく試験が終わり、後は結果を待つだけ。

　開放感に満みち溢あふれた試験休み、雪ゆき道みちたちは約束どおりプールにやって来た。

「……で、おれは待まち惚ぼうけなわけだ」

　女性陣の着替えはどうしたって時間がかかるので、必然的にそうなってしまう。

　海水パンツと白いシャツの姿すがたで、まだ正午前だというのに強い日差しが照りつけるプールサイドに立って周囲を眺めていた。

　わざわざ電車に乗り五駅の距離にある、大型レジャー施設。

　大小三つのプールと、二台のウォータースライダー、付随する諸もろ々もろの店舗まで含めればこの地方でなくてもちょっとしたものだろう。

　イモ洗い、とまでは言わないが、家族連れやら男女のグループやら、老ろう若にやく男なん女によ結構な人数がひしめいており、向こうにある大型スライダーには列ができている。

「シロコの奴やつ、少し遅れるって言ってたが、どうやって合流するんだ？　携けい帯たいはロッカーだし……」

　むう、と、腕組みして唸うなったが、

「……ま、なるようになるか」

　すぐに、面めん倒どうくさくなったようだ。

　高く青い空を見上げ、手て持もち無ぶ沙さ汰たに溜ため息いきを一つ。

「あっ、いたいた、雪道ー」

　声の方を見ると、水着姿の天あま音ねがでっかいシャチ形の浮うき輪を手にぶら下げて、残った方の手を振りながら、こちらへやって来る。

　薄うす桃もも色いろの髪かみは陽光に反射して金にも銀にも見えるほど、眩まばゆく輝かがやいていた。

「……」

　一いつ瞬しゆん、思考が止まり、目を奪うばわれ、すぐに苦笑を浮かべて軽く手を振ふり返かえす。

　天音……と、いうか、その周囲が苦笑を誘さそって仕方がない。

　すれ違う男が一人残らず足を止めて振り返り、天音の姿を見詰める始末。ある者は同道の女性に肘ひじをつねられ、ある者は呆ほうけたように口を開け、ひどいのになると手に持っていたジュースを落とした。

　当人はそんな視し線せんなど鉄くずほどの価値もないと言わんばかりの自然体。

「一応見てくれはいいんだよな。天あま川かわ……本当に、見てくれだけはいいのに、なんつうか、勿もつ体たい無い奴だな」

　凄すごく今いま更さら思い出したように呟つぶやく。

　雪ゆき道みちの嘆きなど露知らず、雪道の前まで来た天あま音ねは、

「どう、可愛かわいいでしょ」

　自慢げな顔で、片手を腰に、片手を後頭部に、どこぞのグラビアアイドルのように腰を捻ひねってポーズを決める。

　すらりとした体を包む水着はフリルをあしらった赤のセパレートタイプ。デザインと機能性を両立させたセンスのよい品だ。

　自分の容姿をよくわかっているチョイスだと雪道すら素直に感心してしまう。

　可愛いか可愛くないかといわれれば……それはもう。

「くそっ、認みとめたくはないが……認めたくはないが、確かに可愛いと思ってしまった。なんだこの敗北感」

「でしょでしょ」

　へへーん、と、やっぱり自慢げで、褒められたことが嬉うれしいのか調子に乗り、

「ばきゅーん」

　おどけて、指で作った拳けん銃じゆうを打つ真ま似ねをする。

「調子に乗んな」

　軽く、ぺしんと天音の額を叩たたく。

　天音はひょいとかわして、ニヤニヤとチェシャ猫ねこのように笑っている。

「照れ隠かくし？　ねえ、照れ隠し？」

「うっせえ」

　雪道は視し線せんを逸そらすが、天音はニヤニヤと笑ったまま下から雪道の顔を覗のぞき込む。

「ほらほらほら、素直に言ってごらん。天音さんは可愛いですって褒め称たたえてごらん」

「うっせ、うっせ、うっせ。二度と言うか！」

「はいはい、素直じゃないんだから。そういえば」

　天音は急にきょろきょろと周囲を見る。

「シロコ、まだ？」

「ああ、まだみたいだな。連れん絡らくもないし……つうか連絡の取りようがないし」

「ふぅん、楽しみにしてたっぽいのに残念だね」

「そういえば、瑛えい子このほうはどうした。一いつ緒しよじゃないのか」

「ん、もうすぐ来ると思うよ」

　口元に手を当てて、金色の目をきらりん、と輝かがやかせた。

　落とし穴に落ちる直前の哀れな犠牲者を見る悪わる餓が鬼きのような眼まな差ざしに、陽光照りつけるプールサイドだというのに寒さむ気けを覚える。

「あっ、来た」

　嫌いやな予感を胸むねに待っていると、天音が言った。

　ひと足先に瑛えい子こを見つけ、手招きしている。雪ゆき道みちは天あま音ねの視し線せんの先を見て瑛子を探す。

「……お待たせ」

　いつもどおりの無表情で瑛子は陽光すらも吸い取り、輝かがやきを奪うばうような濡ぬれ羽ば色いろの見事な黒くろ髪かみを揺ゆらしてしずしずと歩く。

　こちらは天音と違い、至ってシンプルなワンピースタイプの水着だった。

　特筆すべきはその色か。

「どうよ、瑛子には白が似合うと確信したわたしのチョイスは！」

　どこまでもシンプルだからこそ、着る人を選んで、そして、瑛子はそれを見事に着こなしている。

「大正時代みたいな水着を選ぼうとした瑛子に、ごり押しでこれを選ばせたわたしのセンスって最高だと思わない!?」

　なんとも曖あい昧まいに頷うなずきながら、雪道の視線は瑛子に釘くぎ付づけだ。

「あんまり見ないで、恥はずかしいから」

　そっと黒の瞳ひとみを伏ふせて、僅わずかに頬ほおを赤く染そめ、はにかんで、自分の体を抱きしめる。

　恥ずかしげに豊かな胸むねの膨らみを隠かくすように身を捩よじる仕草がますます可か憐れんだった。

「いや、その、悪い」

　何な故ぜか恥ずかしくなって、雪道は目を逸そらす。

「変、かな、この水着」

　やはり恥ずかしげにもじもじしながら瑛子が聞く。

「いや、凄すごく、似合ってるぞ」

「……ありがと」

「うん……似合うよ」

「うん……やっぱり、変じゃ、ない？」

「だから、凄く似合ってる。可愛かわいいと、思う」

「って、なによ、このむずがゆくなるような空気はぁああああああ！」

　半ば忘れられていた天音が絶叫し、全力で雪道を蹴けっ飛ばした。

　薄うす桃もも色いろの髪をなびかせ水着のフリルを揺らし、蹴り足は雪道にめり込み、宙ちゆうに浮うかせ、そのまま雪道は──、

　ドォボボボボオオン！

　水柱を立てて、プールの中に落っこちた。

「バァカ！　バァカ！　バァカ！　なに公衆の面前で少女漫画みたいな甘あまったるい空気に浸ってんのよ！　傍そばで見てるわたしの気にもなりなさいよ！　砂吐きそうだったわよ！」

「おまえにそこまで言われる筋合いはないわ、このダメッ娘こ・オブ・ダメッ娘め！　そもそもなにが少女漫画だ！　似合ってるんだから似合ってるって言っただけだ！」

　水面から顔を出した雪ゆき道みちは反はん射しや的てきに罵ののしり返す。

「そういう問題じゃないわよ、この鈍感大王！」

「誰だれが鈍感大王だ！」

　プールサイドによじ登り、天あま音ねと額をつき合わせてぐるぐると唸うなり合う。

「あんたが鈍感じゃなかったら世界から鈍感が消えるわよ！」

「なんなんだそれは！　そもそもおれは何もしてないだろうが！」

「何もしてないのが問題なのよ、このバァカ！」

　ぎゃあぎゃあと騒さわぐ二人から少し離はなれて、瑛えい子こは小さく嘆息する。

　ヒートアップしているからまったく気付く様子はないが、二人の言い争いはひどく目立っている。学園の生徒が他ほかにいてもおかしくはないし、天音の猫ねこ被かぶりを守る──当人が雪道の前では油断しきっているとしても──意味でも、止めるべきだろう。

　けど、

「……少し、羨うらやましい」

　そうも思う。




　瑛子に仲ちゆう裁さいされ、周囲の注目を集めていることに気付いた雪道と天音は、誤ご魔ま化かすような笑みを周囲に向けて足早にその場から遠ざかった。












　丁度、三つのプールの中間地点の辺りで足を止めて、

「さて、シロコが来るまでどうする？」

「んー、さっきのプールにはちょっと戻もどり辛づらいから別のところがいいな。スライダー滑すべりたかったんだっけ」

「同意する」

「んじゃ、残りは……」

　近くにかかった案内板に視し線せんをやった。

「子供用プール、流れるプール……へえ、屋おく外がいスパもあるんだな、ここ」

「はい、流れるプールに一票」

「二票」

　元気よく天あま音ねが手を挙げて、瑛えい子こがそれに続いて小さく手を挙げる。

「よし！　じゃあ、おれはスパに行くから別行動──」

　全部言いきる前に、がしりと両腕を取られた。

「あんたね、こんな美少女二人に囲まれといて『おれはスパに行く』、なんて許されると思ってんの？」

「あまりこの台詞せりふは好きではないけれど言わせて貰もらう。芦あし原はらは空気を読むべき」

「な、なんだよおまえら。いいじゃないか、スパ！　のんびりできて！」

　うろたえたように、雪ゆき道みちは左右の腕に抱きついた二人を交互に見やる。

「はいはい、じゃ流れるプールで決定」

「同意する」

「いや、だから人の話を──」

　ギンッ！

　天音と瑛子に強く睨にらまれ、雪道は口を閉ざした。

「なにか、文句が」

「あるのならば聞く」

　天音はわざとらしい笑顔を作り、瑛子はいつもの無表情の温度を下げる。

「流れるプールに、三票目で……」

　有う無むを言わせぬ圧力に、雪道は力なく敗北を受け入れた。

「よろしい」

　別に雪道が逃にげると思ったわけでもなかろうが、二人は腕を取ったまま歩き出す。

　左右で揺ゆれる薄うす桃もも色いろと濡ぬれ羽ば色いろの髪かみ。

　それぞれが着た赤のセパレートに白いワンピース。

　タイプは違うが、二人とも可か憐れんな少女。

　傍はたから見れば両手に花。

　しかし、雪ゆき道みち当人は、連行される囚人の気分だった。




　しかし、実際流れるプールに来てみれば案外悪くなく、

「……あー、クラゲの気分」

　雪道は大きな浮うき輪に乗り、仰あお向むけの状態でぼけっと空を眺めていた。

「あんた、たまに妙に年寄り臭いよね」

　体をプールに浮かせ、天あま音ねが浮き輪の端に顎あごを乗せて顔を覗のぞかせる。

「なんとでも言え。天あま川かわこそどうした？　バカみたいに張り切ってぐるぐるプール回ってたくせに」

「一人寂さびしく浮かんでる雪道を慰めに来てあげた、わたしの優やさしさがわからないかなあ」

　半眼で睨にらみながら、天音はぱちゃぱちゃと水面を蹴ける。

　引き締まった脚あし、跳ねる水、赤い水着、濡ぬれた髪かみ、可か憐れんな姿すがた。雪道は目を逸そらす。

「おれはここでのんびりしてるから、放っておいてくれ」

「雪道さあ、プールに来たんだから泳ぎなさいよ」

「面めん倒どうくさい」

「そんなこと言わずにさー。ほら、可愛かわいい可愛い天音さんと一いつ緒しよに泳げる素敵なチャンスよ？　立場が立場なら涙なみだ流して喜ぶシーンよ」

「だから、おまえはその過剰な自じ画が自じ賛さんをどうにかしろっての……」

　ぐいぐいと、天音が雪道を引っ張るが、雪道はうるさげに払う。

「あんたねえ、どうしてそう……」

　ぷくりと、不満そうに天音は唇を尖とがらせ──にやりと、チェシャ猫ねこの笑みを浮かべる。

「そうですか。では、ごゆっくりどうぞ。わたしは少し喉のどが渇いたので売店にでも行ってきますから」

　一いつ瞬しゆんで猫を被かぶると、薄うす桃もも色いろの髪を揺ゆらし、すい、と水面を泳ぐ。

「……なんだ、あいつ？」

　変へん貌ぼうぶりに小首を傾かしげつつ、水の流れに逆らってプールサイドに向かう天音を眺める。

　水着についたフリルが揺れて、なんだか、金魚のようにも見えた。

「まったく、見た目は悪くないし、あれで可愛いところもあるんだが……なんでこう」

　ごぼごぼごぼ。

「……ん？」

　浮き輪から空気が抜けていた。

　みるみる浮き輪はしぼみ浮力を失い、雪道は腰から水の中に落ちる。

　驚おどろいて目を見開いたのも一瞬で、水の中に落ちるや両腕両脚を振り回し、慌あわてて立ち泳ぎの体勢までもって行く。

「うえっ、水飲のんだ」

　けほけほと、喉のどを押さえ咳せき込み、濡ぬれた髪かみをかき上げる。

「穴でも開いて……」たのだろうか、と、

　思う雪ゆき道みちだったが、プールサイドに立って、チェシャ猫ねこの如ごとくにやにやと笑っている天あま音ねの姿すがたを見た瞬間に真相を悟る。

「……あの女、栓を抜いていきやがったな」

「へへーんだ」

　子どもっぽい仕草であっかんべーと、舌を出す。

「……ほう」

　にいぃ──歪ゆがんだ笑みが雪道の顔に浮うかんだ。

　ごう、と、胸むねの奥おくで炎が燃える。

「一発殴る、絶対殴る」

　無む闇やみに固く、燃える胸に誓う。

「待てや、この、ダメッ娘こおぉぉおお！」

　叫さけぶや凄すさまじい勢いで泳ぎ、流れるプールを横断、一気にプールサイドまで登る。

「うわっ、追いかけてきた！」

　天音は驚おどろいたような楽しんでいるような顔で言い、くるりと身を翻ひるがえし、長い髪を揺ゆらしながら、ぱたぱたと小走りに逃にげていく。

「おれのクラゲタイムを邪魔した罪と罰、その体で払ってもらうぞ、天あま川かわ！」

「きゃー、犯罪者ー」

　言葉とは裏腹に、けらけら笑っていて余裕たっぷりなのがまた、雪道に火をつける。

「うぉりゃああああああああ！」

　叫び、雪道は加速した。監視員が狂ったように笛を吹いてプールサイドを走るなと注意しているのも聞こえない。

「あ、やばっ」

　いきなり追いつかれ、本気で逃げようと天音も加速するが間に合わない。

「よっしゃ、捕まえ──」

　つるっ。

　足を滑すべらせ。

　ぺたんっ。

　と、なんかこう、薄うすっぺらいものに手をついた。

　雪道の右手は赤いセパレートの、ぺたんとした辺りに……平たく言うと、胸に。

「──ッッッッ！」

　天音は金の瞳ひとみを吊つり上げ頬ほおを赤く染そめ、声もなく激げつ昂こうする。

「ご、ごめん！　いや、でも大だい丈じよう夫ぶ！　触ってるけど、ほら、あるかないかわからない。むしろ積極的になかったぐらいだし！」

　天あま音ねの頬ほおが赤みを増し、金の瞳ひとみはますます鋭するどく尖とがる。

　よく見れば涙なみだ目めだった。

「だからですね、これはノーカウント！　何もなかったことにしよう！　ない胸むねだけになかったことにしよう！　あ、いま、おれ、ちょっとうまいこと言った！」

「ないない、連呼してんじゃないわよ、このバァカ！」

　そして、見事に天音を怒おこらせる。

　半泣きで睨にらみ付つけてくる天音に手負いの獣の迫力を感じ雪ゆき道みちは後あと退ずさるが、あっという間に天音に追い詰められ、背後にはプールサイドを仕切る壁かべ。

「いえ、でも実際、ありませんよ？」

「あるよ！　あんたの基準がおかしいのよ！　ちょっとはあるよ！」

　天音の迫力にさらに下がるが、もう、下がれない。

「わ、わかった。あります、少しはあります、信じます」

「信じてないでしょ！　全然信じてないでしょ！」

「いや、信じて──」

　涙目の天音は雪道の手を強引に取ると、

「確かめてみなさいよ、このバァカァ！」

　自分の胸に押し当てた。

　雪道の思考が──白く、染そまる。

　意識の停止。空白の白。

　意識が消えうせた中で、感じるのは一つ、掌てのひらの中の柔やわらかくも微かすかな膨らみ……

「これ、は……」

　確かめるように、何度も五ご指しを動かし、それを掴つかみ、

「確かに、ある！」

「でしょ！」

　雪道が驚きよう愕がくの、天音が自尊の、それぞれの呟つぶやきを漏らし──

　我われに返った。

「うわあああああああああああああああ！」

「うっきゃあああああああああああああ！」

　悲鳴の二重奏。反はん射しや的てきに天音が雪道を蹴けり倒たおす。

「バァカ！　バァカ！　バァカァアアアア！」

　蹴り倒してなおも蹴る。

　まだまだどんどん蹴って──

　数分後。

　プールサイドには蹴けられ踏まれて、よれよれになった雪ゆき道みちの姿すがたがあった。

「あの、な、天あま川かわ……確かに思い切り触ったのにあの発言はまずかったと思う」

　ぼろぼろの雪道がプールサイドに座り込んだまま告げる。

「だからって、ここまで蹴らんでも、いいだろ」

　半ばのぼやきと、半ばの諦あきらめに満ちて溜ため息いきを吐つき、雪道は隣となりに座る天あま音ねを見た。

　あれだけ蹴り飛ばしたのに、まだ立りつ腹ぷくが収まらないのだろうか。

　天音は流れるプールに脚あしだけを浸し、ツン、とそっぽを向いたまま雪道の方をちらりとも見てはくれない。

「……そんなに怒おこるなよ」

　もう一度、溜め息を吐く。

　実際のところ、天音は怒っていたのかといえば、

「別に……怒ってないわよ」

　微妙なところだった。

　言葉どおりに取るにしては、天音の頬ほおは空に浮うかんだ太陽よりも真まっ赤かで、きょときょとと落ち着きなく目が泳いでいた。

　雪道の顔をまともに見られず、困惑しているようにも見える。

　二人の間に見えないカーテンがあるような──何か言うべきだと理解していたが、何を言えば良いのかわからない──という類たぐいの沈ちん黙もくだった。

　程なく、シャチの浮き輪に掴つかまって流れるプールを満喫中だった瑛えい子こが二人を発見し、ようやくその気まずい空気は払ふつ拭しよくされた。




　レストランで三人揃そろって食事をして、午後からは午前中行き損ねたウォータースライダーのあるプールに向かうことになった。

　よっぽどウォータースライダーに乗りたかったのか、到着するや、

「最低二十回は滑すべってくる！」

　元気良く叫さけんで小走りに天音が駆かけて行った。

　尻尾しつぽのように揺ゆれる薄うす桃もも色いろの髪かみを見送り、雪道は肩かたをすくめて隣の瑛子に聞く。

「瑛子は行かないのか？」

「わたしは、いい。高いところは……あまり」

　無表情に瑛子が首を振る。

「じゃあ、適当に待ってるか」

　言いながら瑛子を見る。湿り気を帯びた艶つやのある黒髪、対照的な純じゆん白ぱくの水着。

　天音とはこれまた対照的な、豊かな胸むねの膨らみに自然と目が吸い寄せられる。

「……あんまり、見ないで。まだ恥はずかしいんだから」

　表情こそ変えないが、ついと目を逸そらして、恥ずかしそうに自分の体を抱きしめる。

「悪い」

　きっと、天あま音ねのせいだ。妙に、胸むねに目が行く。

　小さいけれど柔やわらかい天音の胸の感かん触しよくが、思い出したように掌てのひらに……

　重症だ。

　雪ゆき道みちは溜ため息いきを吐ついて、頬ほおの傷を爪つめの先で撫なでる。ひきつるような痛いたみが、天音の感触を忘れさせる。

「……何かあった？　少し、様子がおかしい」

「ちょっと、な。一応、天あま川かわもあれで女の子なんだと思うことが……」

　まさか天音の胸の感触が忘れられません、なんて答えるわけにもいかないが、その答えも相当どうだろうか。

　案の定、瑛えい子この吊つり目が、さらに角度を増し、

「……」じーっと、見詰める。

「……いや、やましいことは何も」

「……」じーっと、

「……何もないと、いい、なあ、と、思います、はい」

「……」じーっと、見詰めて、ぽつりと一言。

「……エッチ」

　かあっ、と、雪道の顔が赤くなった。

「なななななななな、何をおっしゃりますですか瑛子さん──」

「その反応、私の予想が的中したと判断する」

「うぐっ」

「全すべて、洗いざらい、話すように」

　ずいと、一歩近寄り、じーっと、目を見てくる。

「わかりました」

　虚うつろな声で答えて、雪道は仕方なく全てを話した。

　言い訳わけや説明を排除した事実だけを述べるならば『天音の胸を揉もみました』という告白に対して瑛子は、

「今、私は再び天音に対して危機感を覚えた」

　無表情に答えた。無表情だったが、無む闇やみに力強く拳こぶしを握にぎり締めていた。

「よくわからんが、別に悪い奴やつじゃないぞ天川は。面めん倒どうくさいダメッ娘こだけど」

「そういう問題ではない。そもそも、事故だというのなら芦あし原はらはもっと毅き然ぜんとしているべき。女性に対する免めん疫えきがなさすぎる」

「もっともな意見だ」

　うんうん、と、雪ゆき道みちは頷うなずく。

「しかし、彼かの女じよいない歴＝年齢のおれが、どうやって免めん疫えきつけるんだ？」

「……盲点」

「…………なんだろうな。瑛えい子この反応と自分の台詞せりふが妙に胸むねに痛いたい」

「それは私の責任ではない」

　妙にきっぱりと答えた。

　抑揚のない言葉に、微かすかな棘とげが交ざっていたが、目頭を押さえている雪道はそれに気付かない。

「そりゃそうだけどな。なんでだろ。あれ、なんか泣きたくなってきた……」

「芦あし原はらは……恋人が欲しい？」

「別に？　いらないとは思わないけど積極的に欲しいとも思わないな。正直、恋人作ってどうこうよりも天あま川かわや瑛子とだらだらしてる方が気楽でいいよ」

　泣きたい、は、どこへ行ったのか、ぱたぱた手を振ってあっさり否定した。

「その発言を喜ぶべきなのか、私には判断ができない」

「うん、とりあえず、おれとしては、これ以上プールサイドに突つっ立ったまま話が妙な方向に転がって心の傷を広げる前に泳ぎたい」

「わかった」

　黒くろ髪かみを僅わずかに揺ゆらして瑛子が頷き、二人はプールに入った。




　プールの中で二人は適当に泳いだり、水遊びしたりして、時間を過ごす。

　その間かんも、雪道の視し線せんは白い水着に包まれた瑛子の胸にちらちらと向かい、それに気付かれては気まずげに目を逸そらした。

　雪道の傷は思ったよりも深いのかもしれない。

　途中で、ウォータースライダーから落ちてきた天あま音ねを見かけることもあったが、おおむね二人で遊んでいた。

　案外プールでできることは少ないために、

「飽きたな」

　結局こうなった。

　雪道は大型の浮うき輪に、瑛子はシャチの浮き輪にしがみついたまま、プールにぷかぷか浮かんで抜けるような青空を見上げていた。

「天川はまだウォータースライダーだし」

「……確かに、天音のスライダー好きは異常」

「バカとなんとかは高いところが、って奴やつだろ」

「なんとか、で隠かくす部分がずれていると思う。それはさておき、天あま音ねは高いところから滑すべり落ちるのを楽しんでいる。よって、そのことわざは適用されない」

「まあ、あいつ頭はいいしな」

　期末試験では世話になった。

　雪ゆき道みちは顎あごに手を当てて少し考え、

「退屈しのぎに、向こうの端まで競争してみるか？　なんか罰ゲームかけて」

　思い付きを口にした。

「……競争？」

　瑛えい子こは濡ぬれた黒くろ髪かみを一度かき上げ、周囲を見み渡わたす。当たり前だが二人以外の利用者がそこかしこにいて真まっ直すぐ泳ぐのは難しい。

　それを瑛子が口にすると雪道は言う。

「むしろそこがいいんだろ。実力だけじゃなく運が問われる」

「なるほど」

　一理ある、と、瑛子は頷うなずいた。

「では、罰ゲームの内容を」

「乗り気だな、よし。定番だけど勝者が敗者に命令を一つ。もちろん、法に触れたり他人を巻まき込こんだりするのはなしの常識的なラインで」

「了りよう解かいした。では、勝負開始」

「え？」

　一方的に言い放ち、白い水着に包まれた体を翻ひるがえすや瑛子が泳ぎだす。

「うっわ、ずるっ！」

　驚おどろいたのも一いつ瞬しゆん、慌あわてて雪道も追いかけた。

　人にぶつからないように、時折進路を変えながらプールの向こう側まで水みず飛沫しぶきを撒まき散ちらしながら進む。

　避よけるうちに左右に離はなれてしまい、互いの姿すがたは見えない。

　瑛子はプールの壁かべに手を着いて、勢い良く顔を上げる。

　黒い髪から零こぼれてきらきらと舞まう水の粒つぶ。真っ白な肌はだは自然と水を弾はじき、瑛子は一つ空気を吸うと、雪道の姿を捜す。

　すっ、と、プールサイドから手が差し出され、

　瑛子は見上げた。

「おれの勝ちだな」

　太陽を背せ負おった雪道が、少し自慢げに笑って、手を差し出していた。

「……残念。不意打ちまでしたのに」

「むしろ、不意打ちされたから意地でも負けるまいと思って頑がん張ばったさ」

「計算を間ま違ちがえた」

　雪ゆき道みちの手を掴つかみ、瑛えい子こはプールサイドによじ登る。

　濡ぬれた黒くろ髪かみをかき上げ軽く後ろに流す。

「では、罰ゲームを」

「罰ゲーム？」

「……そういう話では」

「……お？　おおっ！」

　ぽん、と雪道は手を打った。

　競争に勝つことに全力を出しすぎて忘れていたようだ。

　途と端たん、困こまり顔になり顎あごに手を当てて一声唸うなる。

「いかん、何一つ考えてなかった」

「……」

　じっ、と、瑛子が心なしか冷たい目で見詰めて来た。

「いや、ちょっと待て、すぐ考えるから。罰ゲーム、罰ゲームだな」

　だがそこは地味に友人皆無の芦あし原はら雪道。この類たぐいの競争をしたことも皆無では適当な罰ゲームなどすぐに思いつくわけもない。

　ううむ、と唸り腕組みをして考え込む。

「……」

　考え込んだまま、微動だにしない。

「……」

　瑛子はじっと雪道を見詰めて待つ。

「……まだ？」

　瑛子の催促に、雪道は静かに視し線せんを逸そらす。

　強い太陽光とは別の理由で額が汗あせで濡れていた。

　対照的に瑛子の視線は相変わらず低温で、

「……バカ？」

　冷たい言葉まで飛んできた。

　ぐさっと心に突つき刺さって、雪道は遠い目をする。

「天あま川かわのせいで罵ののしられ慣れてるはずなんだけどなあ。瑛子に言われると凄すごく傷つくのはどうしてだ？」

　ニヒルに笑うと、瑛子が呆あきれたように溜ため息いきを吐つく。

「ゆっきみち、にゃーん！」

　いきなり現れたシロコが、大声で名前を呼よびながらラリアット気ぎ味みに抱きついた。

「シロ──ぐほうぁ」

　ドボォォォォン、と。

　シロコの右腕は実に綺き麗れいに雪ゆき道みちの頸くびに入り、雪道は変な呻うめき声を上げながらプールに落ちた。

「いきなり何しやがる！　頸が折れるかと思ったぞ！」

　シロコに抱きつかれたまま、雪道は水面に顔を出して怒ど鳴なり、シロコの首根っこを掴つかんでひっぺがした。

　内心では、ちょっと助かったと思っていたりもする。

「うにゃん、やっと出会えたのに冷たいにゃー」

「まあ、待ち合わせ場所決めてなかったのは悪いと思うけどよ。だからっていきなり抱きつくな、びっくりするから……って、おまえ、なんつう格好してるんだ！」

「サービスシーンにゃ！」

　えへん、とない胸むねを張った。

　ネコミミ形の水泳帽に、女性というより女の子と呼よぶべきだろう、ぺたんと薄うすくてくびれのない体に恐おそろしく布面積の少ないビキニ姿すがただ。

　激はげしく泳いだら多分脱げる。

「どういう連中へのサービスなんだ！」

「雪道にゃんへのサービスにゃ！　このロリコンめ！　にゃ」

「嬉うれしくねえよ！　喜ばねえよ！　ロリコンでもねえよ！」

「うにゃうにゃ、そういうことにしておいてやるにゃ。まあ合流できたんだし、少しぐらい一いつ緒しよに遊ぶにゃ。具体的にはカップル用のシートで密着ウォータースライダーにゃ」

「人の話を聞け、このネコミミ帽子！」

　シロコはまったく話を聞かず、雪道の手を取るやスライダーの方に。

「……」

　もう一方の手を、いつのまにかプール内に入って来た瑛えい子こが握にぎった。

「うにゃ？」

「……」

　ごごごご、と、背後に威い嚇かくする黒くろ猫ねこを浮うかべた瑛子が無表情にシロコを見る。

　ぴくん、と、シロコのネコミミ帽子の耳が立ち、ふぅー、と、瑛子を威嚇する。

「束縛きっついと嫌われるにゃーよ、瑛子にゃん」

「強引なのも同じぐらいに嫌われると、私は思う」

　四つの瞳ひとみから火花が散る。

　胃が痛いたくなりそうな雰囲気で、雪道は小さく溜ため息いきを漏らした。

　何を言っても無む駄だだということぐらいは雪道にだって想像がついた。

「……助けて神さま」

　睨にらみ合うシロコと瑛えい子こに挟はさまれた雪ゆき道みちは思わず神に助けを求めたが、

「ねえねえ雪道！　スライダーすっごい気持ちいいよ！　一緒に……あっシロコ来たんだ……瑛子、何してんの？」

　多分、神はいなかった。

　今まさにスライダーを滑すべり終えて来たのだろう。わかりやすいぐらいに興奮し──

　ぎんっ！

「ひぃっ」

　凄すさまじい圧力を放ちながらも、表面上は見事な笑顔を浮うかべた瑛子とシロコの視し線せんに天あま音ねはたじろいた。

「天音……芦あし原はらは私と遊んでいる」

「うにゃん！　雪道にゃんは、にゃーとスライダーに行くにゃ」

　半歩下がった天音は──あるいは、半歩しか下がらなかった天音は浮かんだ驚きよう愕がくを収めて二人と同じく笑顔を作る。

「喧けん嘩かするぐらいでしたら、ここは間を取ってわたしが雪道さんとスライダーということでどうでしょうか」

「なんでそこで張り合うんだよ、おまえまで！」

　たまらず雪道は悲鳴を上げるが、多分誰だれも聞いていない。

　三人揃そろって笑顔を浮かべてこそいるが、威圧感は凄まじく。

　ごごごごごごごごごごごごごごごごごご──

　女性陣の背後に、睨にらみ合う虎とらの像が見える気がした。

「女じよ難なんの相でも出てるのかねえ、おれに」

　もうどうにでもなれ、という面おも持もちで空を見上げる。

　太陽はとても眩まぶしかった。




　その後、果敢にも雪道は睨み合いの隙すきを突ついて逃走。天音と瑛子の二人が猛もう追ついする。

　シロコは一人、音もなくその場を去り、スライダーを登る。

　スライダーの頂上には、順番待ちする一般客とは別に、二人の女性が転落防止用の柵さくにもたれるようにして立っていた。

「覗のぞき趣味でもあるにゃ？」

　御み堂どう叶かな流るに、御堂瑞みず佳かに、シロコは告げる。

　不ふ愉ゆ快かいそうに、ネコミミがぴくぴくと揺ゆれていた。

「くくっ、なかなかに見ていて面白かったよ」

「そうですね、姉ねえさま」

　面白がるように、そして、淡々とした答えが返って来た。

「……っていうか、二人とも、なんて格好してるにゃ」

「おかしいかね？」

　分厚い眼鏡めがねの下でにやにやと笑いながら、叶かな流るは首を傾かしげる。

　プールだというのに白衣姿すがたで、白衣の下はあろうことか紺色のスクール水着。何の冗談か胸むねのゼッケンには平ひら仮が名なで『みどうかなる』と書いてあった。

　無論、脚あしにはいつものように蛇のペイントがある。

「しかし、芦あし原はら雪ゆき道みちの鈍さはひどいものだな。いや、あれは半ばまで故意か？」

「はい、姉ねえさま。あれは、ある種類の、防衛反応だと、思えます」

　沈ちん黙もくする瑞みず佳かの方は、スカートの前面に大きなスリットの入った、エメラルドグリーンの改造メイド服──要するに、普ふ段だん着ぎだ。

　降り注ぐ太陽光が自然と彼かの女じよを避けてでもいるように、どこか冷やりとした空気を放っていた。

　もっとも、ネコミミ形の水泳帽に、ぺたんと薄うすい体に恐おそろしく布面積の少ないビキニを着ているシロコも奇異という意味では同じかもしれない。

　エアポケットのように、三人の周囲には隔かく絶ぜつがあった。ウォータースライダーに並ぶ一般客や係員すらも遠巻きにするばかりで視し線せんすら向けない。

　だから、ひょい、とシロコが柵さくの上に腰こし掛かけても、誰だれも何も言わない。

「つうか、瑞佳にゃん。プールなんだから似え非せメイド服脱ぐにゃ。暑くないにゃ？」

　ぶらぶらと脚を振りながら、シロコが言う。

「防水、なので、水着と、同じ」

「いや、全然違うにゃ」

「一応、御み堂どう叶流は我が妹、瑞佳に水着を買い与えたのだよ。お気に召してはくれなかったようだがね」

「相そう互ご依い存ぞんの泥沼溺でき愛あい百ゆ合り姉妹の片割れが拒否するって、どんな水着渡したにゃ」

「そうだねえ、たとえるなら……紐ひも、というか、糸だな、あれは」

「うわあ、妹相手にガチのセクハラとか、この姉は心底最悪にゃ」

「でも、服の、下に、は、着て、ます」

「うわあ、妹は意外に健気けなげにゃ」

「お褒めに預かり光栄至し極ごくだよ──さて」

　ぱあん、と、掌てのひらを打ち鳴らし毒蛇の笑みを浮うかべた。

「陰謀と策略と闘争について話をしよう」

　シロコは僅わずかに目を細め、ネコミミ帽子の耳をぴくぴくと揺ゆらす。

　神の観察眼を持つ者ならば、シロコの瞳ひとみがきらりと輝かがやき、耳は膨らみを増し、口元には微かすかな笑みを──臨戦態勢をとったとわかっただろう。

「主流派には『餌えさ』を与えておいた。しばらくはそれに掛かりきりだろう。天あま川かわ派も鹿しか沼ぬまを抑おさえているから動けない。『妖よう精せい』の情報に至っては疑う者など一人もいない。誰も彼かれもが自然発生した新しい虚きよ構こう式断だん片ぺんだと判断しているよ」

「こっちの誘導どおりに進んでいるにゃーね」

「あまりにも完かん璧ぺきに。浅あさ闇やみシロコが望んだとおり、御み堂どう叶かな流るは『領りよう域いき』の手の届かぬ空白地帯を作った。二、三日は何をやってもばれはしない」

　ぱんと、一つ、叶流は掌てのひらを打つ。

「それで、浅闇シロコ、そちらの準備は？」

「雪ゆき道みちにゃんに『印』は刻んで、『全自動オーケストラ』の準備も整えた。後は『妖精』を媒介にして──終わらせるだけにゃ」

「ふん、ようやくか」

「ようやくにゃ」

「『妖精』……か、強力な『式』だ。しかし、面めん倒どうな『式』だ。原げん初しよ演算装置『銀ぎん天てん使し』を除のぞけば、『全自動オーケストラ』以外の媒介器に演算不可能な『式』──いかに虚構式断片といえど御堂叶流の好みではないね」

「にゃーには『妖精』こそが必要だった。それだけにゃ」

　シロコは一つ、肩かたをすくめる。

「ま、割合順調に進んだのは、ある意味、天川天あま音ねのおかげにゃ」

「誘導には便利な駒こまだね。スペックは悪くないがメンタルが脆ぜい弱じやくで、無意識に芦あし原はら雪道に依存している──味方にするより敵でいてくれた方が助かるタイプだな」

　くつくつと愉快そうに叶流は笑い、黙って聞いていた瑞みず佳かも一つ頷うなずく。

「天川天音には、才能が、ありません」

「悲しい話じゃあないか」

「違うにゃーよ」

　すっ、と、シロコは危なげもなく柵さくの上に立つ。

「天川天音は、人間としてまともなだけにゃ──だから、弱い」

　遠くを見る猫ねこの目。

　別のプールへと続く通路まで逃にげたところで、追いつかれた雪道が天音と瑛えい子こに挟はさまれて顔を青くしていた。

　雪道を両側に挟んで引っ張る天音と瑛子の姿すがた。くしゃりと、シロコは顔を歪ゆがめた。

「羨うらやましい、自分もあそこに交ざりたい。少なくとも──天川天音よりはあそこにいる資格が自分にはあるはずだ、かな、浅闇シロコ」

　くつくつと笑いながら、毒蛇は告げる。

　そして子こ猫ねこは、子猫の仮面を脱ぎ捨て口調を変える。

「……その通りだよ御み堂どう叶かな流る。だが皮肉のつもりなら無意味だ。わたしの浅ましさは、わたしが一番知っている。わたしは天あま川かわ天あま音ねにも、長なが月つき瑛えい子こにも、彼かれと少しだけ関わったに過ぎないクラスメイトたちにすら──おまえたち御堂姉妹にすら嫉しつ妬としている」

　ぱあん、と、叶流が掌てのひらを打つ。

「なら、どうする？　手当たり次第に殺しでもするのかね？」

「下らない。この浅ましさは同時にわたしの誇りだ。他ほかの誰だれでもない、芦あし原はら雪ゆき道みちのためだけに全すべてを捧ささげたのは、わたしだけだ」

　狂信者の如ごとくシロコの瞳ひとみは澄み渡り、言葉には迷いがなく、どこか、恍こう惚こつの響ひびきが交ざっている──これを覚悟と呼よぶならば、まともな人間に辿たどり着つけるわけなどない。

　猫ねこと人間の狭間はざまにある少女は神の贄にえとなる巫み女こすら思わせる。

「いーい、答えだ、浅あさ闇やみシロコ。さすがはこの御堂叶流が一度は敵にしようとした存在だけある」

　詰まらなそうに、シロコは鼻の先で笑う。

　叶流の話を聞いてはいるが、彼かの女じよの言葉はあくまでも視し線せんの先にいる雪道たちに向けられている。

「楽しめばいい。素晴らしい思い出を作ればいい。友情を恋情を愛情を育んで、未来を信じれていればいい──」

　ふわり、と、シロコの足が柵さくから離はなれた。

　一般客の悲鳴に、叶流の毒蛇の笑みに、瑞みず佳かの幽鬼の無表情に見送られながら、

「光が強いほどに闇やみは深く、希望するほどに絶望する」

　シロコは水面へと落ちていく。

「愛しています──わたしの、ご主人さま、だから」

　高く高く、上がった水柱に隠かくれて、

「あなたを殺します」

　その呟つぶやきは誰にも聞こえなかった。




　時間が過ぎて、日が沈む頃ころ、帰りの電車の中で、雪道は困こまっていた。

　プールで一日遊べば、疲つかれるだろう。

　電車の振動で眠ねむくなるのもわかる。

「だからって、これはないだろう」

　周囲の視線が痛いたかった。

　右に天音、左に瑛子、もう一つ隣となりにはシロコが座って、三人揃そろって寝ね息いきをたてていた。

　現実から逃避するように、雪道は窓まどの外を見る。

　海に沈み行く夕ゆう陽ひと、茜あかね色いろに染そまる空。

　血のように赤く。

　そのまま、赤の中に、意識が溺おぼれてしまいそうに……

「う、んぅ、雪ゆき道みちの、バァ……カ」

　傍そばから聞こえた天あま音ねの声が、雪道の意識を繋つなぎ止めた。

「……バァカ、ね」

　その無む垢くな寝ね顔がおを見て、ひどく、優やさしい気持ちになる。

　もしも自分に娘か、妹がいたらこんな気持ちなのだろうか。

　赤しやつ光こうに交ざる薄うす桃もも色いろの髪かみを優しく、撫なでた。

「おれも、甘あまいよなあ……」

「……んぅ、なにが？」

　ぼんやりと、金の瞳ひとみを開いて天音が言う。

「悪い、起こしたみたいだな。寝てていいぞ」

「ん……もうちょっと、寝る。あとね、妖よう精せい、捕まえに行くの……」

「そうか」

「雪道も一いつ緒しよ……」

「わかったから、寝てろよ」

　そっと、掌てのひらで天音の目を塞ふさぐ。すやすやとすぐに天音は眠ねむりに落ちる。

　雪道は口元に笑みを浮うかべて、また、窓まどの外を見る。

　血のように赤い、夕焼けを見詰める。




　そして本当に、

「……せめて、明日にするぐらいの慈悲はないのか」

　その夜、妖精捜しに連れて行かれた。

「善は急げって言うでしょ？」

　答えた天音は疲つかれを見せず、剥むき出だしの『風かぜ鳴なき』を手に制服姿すがたで堂々と校舎正門の前に立っている。

　夜空には月がぽっかりと浮かび、頬ほおを撫でる風は昼間に比べればいくぶん冷たい。

　夜風は薄桃色の髪を、短いスカートの裾すそを僅わずかに揺ゆらし、月光は彼かの女じよを照らしていた。

　一応学園に侵入するのだし、ということで雪道も制服を着ている。

　ついでに、例の虫取り網（天音曰いわく、対妖精用捕獲網）も肩かたに担かついでいた。

「我慢するにゃ、結界もそろそろ危ないにゃーし」

　なだめるようにシロコが言った。こちらも相変わらずの制服姿にネコミミ帽子だ。こっちも少し疲れているのか、目がとろんとしている。

「そんじゃ、作戦説明するからね」

「……珍しいな、作戦なんてあんのか」

　一人元気な天あま音ねを眺めつつ、雪ゆき道みちが呟つぶやいた。

「まず、シロコが校舎の外で結界の補強。雪道とわたしが校舎に入って『妖よう精せい』の回収」

　作戦と言うほどの作戦ではない気がする。

「質問」しゅびっと雪道が手を挙げた。

「はい、雪道」

「普ふ段だんの行き当たりばったりと何が違うんだ」

「ふふん、『妖精』型の危き険けん度は高いけど世界中で観測されてるから対応策も揃そろってるのよ」

　と、天音が胸むねを張る。

「ほう、大したもんだな」

　別に天音が対応策を考えたわけじゃないし威張られても、と思いつつ、雪道は感心したように相あい槌づちを打った。

「まずはこれ！」

　ばばん、と、自信たっぷりに天音がポケットから取り出したのはガラスの小こ瓶びん。

　中には蜂はち蜜みつ色の液体が満ちている。

「『妖精の蜂蜜酒』よ！」

　雪道は眉まゆ根ねを寄せて小瓶を見る。次にその視し線せんをシロコにスライドさせる。

「材料は四よつ葉ばのクローバーと花の雫しずくと月光とその他諸もろ々もろにゃ。これの匂においを嗅かぐと妖精がふらふらと寄って来るのにゃ」

　シロコの解説に雪道は頷うなずいて、

「……なんか、虫みたいだな『妖精』」

　身も蓋ふたもない感想を漏らした。

　これを聞いて天音たちは揃って苦笑する。

「次はこっちの魔ま除よけね」

　今度もポケットから取り出したのは、複雑な紋様を描えがいた薄うすい円盤で、首から下げられるように鎖くさりがついている。材質は鉄らしく月光の下で鈍く輝かがやいていた。

「身につけてるだけでも『妖精』の悪戯いたずらからある程度身を守ってくれる。危険を感じたら盾みたいに目の前に掲げて。最悪、直接『妖精』にぶつけちゃってもいいから」

　差し出された魔除けを受け取り、雪道は月光にかざし、くるくると表に裏に回して観察をする。

「ふぅん」

　胡う散さん臭くさい、と、雪道の顔には書いてあった。

「なんつーか、オカルトチックだな」

「間ま違ちがってないけど、その感想」

「……あん？」

「『否定公式』とか、完全にオカルトの世界でしょう──少なくともあんたにとってはそうだろうし、本来の意味でもそう」

　言いながら、天あま音ねは『風かぜ鳴なき』をグラウンドに突つき刺して、小こ瓶びんに満ちた『妖よう精せいの蜂はち蜜みつ酒』で指先を濡ぬらす。

「まあ、確かにな……」

　以前天音には否定されたが、『風鳴き』が放つ『かまいたち』なんて雪ゆき道みちの目には魔法のようにしか見えない。

　理屈を理解する天音には魔法でなくとも、理解できない雪道には魔法に見える。

『妖精の蜂蜜酒』も、魔ま除よけも、それと同じ。

　千年前の人間に現代の電化製品を見せるようなものだ。

「ところで、本来の意味ってのはどういうことだ？」

「んー」

　滴したたる『妖精の蜂蜜酒』を天音はそれが香水であるかのように、手首や首筋に塗り、

「『オカルト』という言葉の意味はね」

　チェシャ猫ねこのように意地悪く笑って、

「『秘密』」

　唇に人差し指を当てた。

　明かされてしまえば、秘密はただの現実だ。

　今いま更さらのように、雪道は自分の立ち位置に苦笑する。

　薄うす桃もも色いろの髪かみを揺ゆらして背せを向けて、校舎のドアを開けた天音を追って進む。

「行ってらっしゃい、にゃ」

　雪道は気付かない。

　見送るシロコが薄く薄く、笑ったことに気付かない。




　夜の校舎には『妖精の蜂蜜酒』の匂においが漂う。

　二人が歩く廊ろう下かには降り注ぐ月光と、静寂が満ちて……いなかった。

「クスクスクス、こっち、こっち」

「雪道、そっち、そっち！」

「そっちだのこっちだの、ああもう、ちょこまか逃にげやがって！」

『妖精の蜂蜜酒』は効果が抜群で、十分もしないうちにふらふらと『妖精』が現れた。

　そこまではよかったのだが。

　現在、あっちにふらり、こっちにひらり、三階の廊下を白色に輝かがやく光の粒つぶを撒まき散ちらしながら舞まう『妖よう精せい』を、虫取り網片手に雪ゆき道みちが追い掛かけ回している。

　天あま音ねのほうも『風かぜ鳴なき』で『妖精』を叩たたき落とそうとしているが、やっぱり当たらない。

　二人揃そろって『妖精』に翻ほん弄ろうされていた。

「今度こそぉぉおお！」

　壁かべ際ぎわの『妖精』目め掛がけて、雪道は思い切り虫取り網を振るう。

「こっちじゃないよ、こっちじゃないよ」

「なっ！」

　耳元で声がした、『妖精』が肩かたに乗っていた。

　前方の『妖精』と肩の『妖精』。

　フェイクか、それとも本物か。首にかけた魔ま除よけが明滅の兆しを見せ──

「雪道！　前、前！」天音の声で魔除けから意識が離はなれる。

「前！　前が本物なんだな！」

「違う、そうじゃなくて──」

　がすん。

　前方不注意、『妖精』に集中しすぎたせいで思い切り壁に激突した。

　しかも顔からだった。

　顔面を押さえてしゃがみ込み、うううと苦く悶もんの呻うめき声を漏らす。

「雪道！」

「あ、あ、大だい丈じよう夫ぶだ」

　痛いたみに顔をしかめつつ、振り向いて天音を見る。

『風鳴き』を大だい上じよう段だんに振りかぶった天音が突進して来る。

　夜よ闇やみの中になびく髪かみを綺き麗れいだとか思うよりも恐怖の方が先に立つ。

（ヤバイ、殺される！）

「っああぁー！」

　天音の裂れつ帛ぱくの気合と同時にそう思い、虫取り網を放り出して転げるように避よける。

　振り下ろされた『風鳴き』の切っ先が、あっさりと壁を砕く。

　あれが自分の頭だと思うと、背せ筋すじが寒くなった。

　天音は舌打ちを一つ、即そく座ざに再び『風鳴き』を振り上げる。

「こ、殺す気か、おまえ！」

　雪道は青い顔をして、その場から逃にげ出した。

「なんで逃げるのよ！　待ちなさいってば！」

「なんで逃げないんだよ！　逃げない理由がどこにあるんだ！」

　苛いら立だたしげな形ぎよう相そうの天音が、ぶんぶんと剣を振り回して追ってくる。

　この状じよう況きようで足を止める度胸は雪道にはない。

　死の恐怖に駆かり立てられ、普ふ段だんの三割り増しぐらいの速度で雪ゆき道みちは走った。

「ああもう、このバァカ！　あんたを狙ねらったわけじゃないってば！」

「じゃあ、何を狙ねらってたんだよ！」

「『妖よう精せい』に決まってるでしょ！」

「ふざけんな！　人の頭狙っといて何ほざいてやがる！」

「だから、あんたの頭の上に『妖精』がいるんだってば！」

「結局おれの頭がやばいじゃねえか！」

「それ、何か別の意味に聞こえるよね。鉄格子のついた病院的な」

「大きなお世話だ！」

「ああもう！　ちょっと窓まどに映る自分の姿すがたを見なさいよ！」

「窓？」

　魔ま除よけを揺ゆらして全力で走りながら、窓に映る自分の姿を見る。

　頭の上で、白の光を放つ妖精があぐらをかいていた。

　窓越しに、『妖精』と目が合った。

「クスクス、クスクス、お間抜けさん」

　非常口を示す標識に描えがかれている人のポーズで雪道が停止する。

「てりゃ」

　頭の上の『妖精』を普通に掴つかんだ。

　あっさり捕まった。

　否いな──

「捕まえた、捕まえられた、どっち、どっち、どっち？」

　フェアリーベルは薄うすく笑う。

　首にかけた魔除けが、刻まれた紋様に沿って淡く輝かがやく。

「釣り針を飲のみ込んだ魚はあなた？　それともわたし？」

　輝きは強く、強く。

　魔除けの円盤が、軋きしみ、軋み。

　砕けた。

「なっ──」

　驚きよう愕がくする雪道の目の前に、捕まえたはずの『妖精』がいる。

『妖精』は雪道に口付けをした。




「『印』はなった。それでは──」

　月光注ぐ、長なが月つき学園のグラウンドで、夜よ目めにも鮮やかな白い指揮棒を手にシロコが告げる。

『全自動オーケストラ』浅あさ闇やみシロコの正面には楽器を構える七十三匹の機械猫ねこ。

「──音楽を奏かなでよう」

　神秘を湛たたえたオッドアイを閉じて、大きく、指揮棒を振り上げ、

「虚きよ構こう式断だん片ぺん・境界現象『タイタニア』」

　一斉に動き出す七十三の楽器。

　人の可か聴ちよう域いきを超えた音たちは風を渡り、夜を渡り、遠く──

　聞こえざる音が響ひびき渡る。




「な、なにしやがる！」

　いきなりキスをしてきた『妖よう精せい』を引ひき剥はがし、今度こそ逃にがさないように強く握にぎる。

「雪ゆき道みち、そのまま。すぐに回収するから！」

　叫さけび、天あま音ねは『風かぜ鳴なき』を手に駆かけ寄り──

　死んだ。

　実に、あっさりと、死んだ。

「……え？」

　胸むねの中央に、剣で刺されたような傷ができて、

　真まっ赤かな血を、花のように撒まき散ちらしながら、

　天音自身すら何が起きているのか理解していない呆ぼう然ぜんとした顔で、

「……あれ？」

　空気の漏れるような声と共に、血ち塗まみれの天音が崩れ落ちる。

「あ、天あま川かわ？」

　返事はない。

「なんだよ、変な冗談やめろよ」

　返事はない。

「マジ、か？　おい！　目を覚ませって！」

　全身に血を浴びて、それでも構わず、天音の肩かたを掴つかんで何度も揺ゆさぶる。

　だがやはり返事はなく。

　虚うつろな瞳ひとみは瞬きすらせず、ただ、揺さぶられるままに首が前後に動いているだけ。

　恐おそる恐おそる、肩に添えた手を離はなすと、

　ぐらりと揺れて、

　天音は廊ろう下かに倒たおれた。

　そのまま、天音はもう、動かない。

　赤い血だけが、床に広がっていく。

　いつのまにか『妖精』も消えていて。

　雪ゆき道みちは一人、夜の学校に取り残されて。

　血の匂においの中に、取り残されて。




「──ッ！」

　声にならない叫さけびを上げて、雪道が飛び起きた。

　全身をぐっしょりと嫌いやな汗あせで濡ぬらし、全力疾走した直後のようにぜえぜえと荒い息を吐つきながら、周囲を見回す。

　見慣れた、物の少ない雪道自身の部屋で、自分の布団の上にいる。

「なんだ……夢オチかよ」

　ぼやくように安心したように、額に手を当てて溜ため息いきを吐いた。

　こんこん、とドアがノックされて、返事を待たずに開く。

「雪道、入るよー。今日も朝ごはん食べにきてあげたよー」

　図ずう々ずうしい台詞せりふと共に現れ、ずかずかと天あま音ねが部屋に上がりこむ。

　普ふ段だんなら文句の一つも言いながら迎えるところだが、今日は、妙にこの図々しい天音に安心する。

「……よかった」

「……はい？　なにが？」

「なんでもない。ちょっと、嫌な夢を見てな」

　雪道は苦笑を浮うかべ、額の汗を拭ぬぐい、立ち上がった。

「ああ、それで、ひどい汗かいてるんだ……もう瑛えい子こ来てるけど、シャワー浴びる？」

「瑛子？　なんで瑛子が来てるんだ？」

「なに寝ね惚ぼけてんのよ。とりあえず、瑛子にもうちょっと待つように伝えてくるね」

　呆あきれたように告げると、くるりと背せを向ける。

　揺ゆれるツーテール、夏服の背中、大だい剣けんを振り回すくせに華きや奢しやな手足。

「なあ、天あま川かわ」こっちを向いてくれ。

「ん、どうしたの？」

　その思いが通じて、あるいは、ただの反射動作で天音は振り向いてくれた。

「実はな──」

　あらかじめそうであるとプログラムされていたかのように、体が動く。

　いつのまにその手に握にぎっていたのか、十字架にも似た黒い剣。

　あまりにも自然に。

　あまりにも当然に。

　あまりにも必然に。

「ずっと、おまえを──」

　黒い剣で天あま音ねの胸むねを貫いた。

　金色の瞳ひとみが驚きよう愕がくに見開かれ、

　驚愕はすぐに恐怖になり、

　恐怖は、絶望になる。

　絶望に染そまった金の瞳、震ふるえる唇からは声も出ない。

「さよなら、天音」

　天音の胸むねを貫く黒い剣を手に、雪ゆき道みちは優やさしく微笑ほほえむ。

　引き抜かれる黒い剣、赤い花のように鮮血が咲く。

「あれ？」おれは、何をした？

　こみ上げる吐き気。ぬめる嫌いやな汗あせが噴き出して、全身が小刻みに震える。

　辛かろうじてバランスを保って立つ天音──の骸むくろ。

　怨うらむでもなく憎むでもなく、ただ絶望だけが浮うかんだ虚うつろな金色の瞳。

「おれが、殺した──」

　確かめるように天音に手を伸ばす。

　熱を失いつつある体、いつもよりも白く見える肌はだの感かん触しよく。

　絶妙なバランスで体勢を保っていただけの天音はぐらりと揺ゆれて、倒たおれていく。

　仰あお向むけに落ちる体の向こうに──向こうに、瑛えい子こが、立っていた。

「瑛子……」なんで、ここにいるんだ。

　ああ、瑛子が来ていると、天音が言っていた。

「……」

　音もなく、瑛子が傍そばにやって来る。

　ハンカチを出して、苦しげに喘あえぐ雪道の汗をふき取る。

　ひんやりとした手、ハンカチの白、微かすかに香る夏の花の香り。

「ねえ、芦あし原はら」

　やめろ、何も言わないでくれ。

「私も、殺すの？」

　そんなことを聞かないでくれ。

「殺すのね」

　どこまでも淡々と、瑛子は言う。

　体は勝手に動いて、十字架に似た黒の剣が瑛子を貫く。

　悲鳴はなかった。

　いっそ、泣き叫さけんで逃にげてくれたほうがよかった。

　怨みも悲しみも絶望もなく、

「さよなら」

　憐あわれむように微笑ほほえんで、瑛えい子こが死んだ。

　引き抜かれた黒い剣と流れる血、倒れる瑛子の骸むくろ。

「嘘うそだ……」

　脂あぶら汗あせが浮かぶ。ひどい頭痛がする。吐き気がこみ上げる。

「こんなのは、嘘だ」

　否定ではなく、願望。

　血の匂においが、転がる骸が、手に残る殺人の感かん触しよくが、圧倒的なリアリティをもって雪ゆき道みちを押おし潰つぶし──

　どろどろに溶けていく。

『芦あし原はら雪道』が溶けていく。




　──舞台は変わる。

　大地は暗くら闇やみだった。

　青空は鮮血だった。

　雪道の前には無ぶ骨こつな大だい剣けんを持つ天あま音ねがいた。

「俺おれを、殺したに来たのだろう、『風かぜ鳴なき』」

　小さく、天音は頷うなずく。

「ならば、何な故ぜ、泣いている」

　金色の瞳ひとみからは、ぼろぼろと大おお粒つぶの涙なみだが零こぼれている。

　天音は何も答えず、『風鳴き』を構える。

「『俺おれ』のために、それとも、『おれ』のために泣くのか──」

　どうしようもなく、哀れで、哀れで、

「ハッ……」

　笑える。

「アハハハハハハハハハハハハ──」

　歪ゆがむ顔。

　壊こわれた哄こう笑しようが、唇から零れて、零れて、零れて。

　十字架を模した黒い剣を手に駆かけて。

　天音の振り下ろす刃やいばを掻かい潜くぐり。

　そして芦原雪道は、

「やめろぉぉおおおおおおおおおおおおおおお！」

　届かない叫さけびを上げる。




　──舞台が終わる。

　大地は暗くら闇やみだった。

　青空は鮮血だった。

　芦あし原はら雪ゆき道みちはひとりぼっちだった。

　果てに行き着いてしまったような、全すべての生き物の存在を拒むような、純水にも似た澄んだ瞳ひとみだった。

「……懐なつかしい」

　ごく静かに、

「おれの、俺おれの──世界だ」

　壊こわれかけていた。

　もう何も、疑問に思わない。

　どれほどもそうして立ちつくしていたのか。

「今日殺さなければ明日殺し、明日でなければいつか殺す」

　歌うように、赤と黒の世界に響ひびく第三者の声。

「どの未来を歩もうと、あなたの行き着く場所は変わらなかった」

　赤と黒の地平線から歩いてくる少女の姿すがた。

「愛した者を殺しつくし、この場所に辿たどり着つく」

　赤と黒には似つかわしくない、白い少女。












　ネコの耳と尻尾しつぽを持つ少女は長なが月つき学園の制服を着て、悲しげに雪ゆき道みちを見詰める。

「……浅あさ闇やみシロコ」

　歪ゆがんだ笑みを浮うかべて、彼かれは少女の名前を呼よんだ。

「そうです、ご主人さま」

　目の前に立ったシロコは黒の剣を恐おそれもせず、雪道を抱きしめ、

「あなたを、救うために来ました」

　唇を寄せる。




「この未来が、現実になる前に」





第四章　未来は『待ち人ゴドー』に追いつく




　赤い空と黒い大地の狭間はざまで口付けを交わし──

　雪ゆき道みちの咥こう内ないにペパーミントの味が満ちる。

「──クアッ」

　眠ねむ気け覚ましのガムを大量に含んだような強烈な刺激に目を見開き、無理矢理顔を離はなすと喉のどを押さえてゲホゲホと咳せき込む。

「何しやがるっ！　つうか、何飲のませた!?」

　軽く涙なみだ目めになってシロコに詰つめ寄よるが、シロコは平然としたものだ。

「気付け薬です」

「気付け？　いや待て、そもそもここ何ど処こだ！　なんでおれはここにいるんだ！」

　夜の校舎にいたはずが、気付けば赤と黒の荒野にいる。

「おまけにシロコ、その喋しやべり方はなんだ！」

「ツッコミお疲つかれ様です」

　大人びた態度で、シロコが苦笑する。

「……うわ、すっげえ違和感。にゃーにゃー言うシロコはどこ行ったんだよ」

「にゃーにゃー言う方がよければ、そちらにしましょうか」

　くすりと、口元に手を当てると、

「うにゃうにゃ、ここはですね虚きよ構こう式断だん片ぺん『タイタニア』で作り出した『妖よう精せいの国』ですにゃ。びっくりですにゃー？　『虚構式』ってのはその気になれば擬ぎ似じ的な世界を作り出せるぐらいのトンデモですにゃ──迂う闊かつに手を出すと、ひどい目に遭いますにゃーよ」

「すまん、やっぱりにゃーにゃー言うのやめてくれ。気が抜ける」

「では、そうしましょうか」

「で、タイタニア？　なんだそりゃ？　天あま川かわと捜してた『妖精』に──」

　思い出す。

　天あま音ねと瑛えい子こを、おれは、殺した。

　こみ上げる吐き気。

「おれは『妖精』に……」

「そう、『妖精』があなたに見せた」

　ぱちん、シロコが一つ、指を鳴らす。

「私の命令で、『妖精』があなたに見せた」

　シロコの肩かたに、ふわりと『妖精』が腰こし掛かける。

「──！」

　声もなく驚きよう愕がくし、雪ゆき道みちはわなわなと震ふるえる手でシロコを指した。

「おまえ……シロコ、おまえが、全部、おれに」

　シロコは唇の端を吊つり上げて微笑ほほえむ。

「『妖よう精せい』の支配、それが虚きよ構こう式断だん片ぺん『タイタニア』の力」

　雪道の視し線せんは、肩かたに乗る『妖精』に向かう。

「クスクス、クスクス、見せたよ、見せたの、未来、未来？　あなたの未来」

「ふざけるな！」

　怒ど鳴なり、シロコの胸むな倉ぐらを掴つかみ上げる。

「あんな、あんな、あんなものがおれの未来だと。おれがあんなことを──」

「したではありませんか。憐あわれみながら、笑いながら、殺したではありませんか」

　雪道の言葉を遮さえぎって、オッドアイに冷たさを宿してシロコが告げる。

「あれは、おれの意思じゃない！　体が勝手に……」

　冴さえ冴ざえとしたオッドアイは、言葉と裏腹な雪道の心を見抜く。

「そうですね。あなたの意思など、何の役にも立たなかった」

　それが現実。手に残る剣と殺人の感かん触しよく。

　憐れんでいた。笑っていた。殺して──何も思わなくなった。

「いくつ未来を見ても、あなたはあの結末から逃れられなかった。あなたはあなたの中の『待ち人』に、いつだって、最後に負けてしまう」

　雪道の手から力が抜け、ぐったりとうな垂れる。

　信じたくない。

　だがそれは、信じられないという意味ではない。

「思い出してください、ドッペルゲンガーを媒介に召しよう喚かんされた黒の竜を」

「やめろ」

「黒い風を使い、竜を殺し、喰くらったのは、誰だれですか？」

「やめろ」思い出させるな。

「御み堂どう叶かな流るの言葉を、あえて繰くり返かえしましょう──」

　やめてくれ！




「人間ごっこは楽しいですか、モンスター」




「うるさい。黙れ！　それ以上喋しやべるな！」

　叫さけびと衝動。膨れ上がる殺意。

　天あま音ねを殺し、瑛えい子こを殺した黒の剣が雪道の手に現れる。

　一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよもなく、剣を振るう。

「ほら、そうやって、私も殺す」

　冷徹な言葉が、寸前で、雪ゆき道みちの手を止めた。

　シロコの首筋、皮一枚を裂いて、剣は止まる。

　細い首筋から流れる一滴の赤い雫しずくは、涙なみだのようでさえあった。

「……おれは」

　がたがたと、雪道の全身が震ふるえだす。自分自身への恐怖に耐えかねて、雪道は崩れ落ち、黒の剣は手を離はなれ、暗黒の大地に突つき刺さる。

　温度のないぬかるみのような大地に手をついて、震える唇で言葉を紡つむぐ。

「違う……違うんだ。おれは、誰だれも殺したくなんてない。まともな、普通の……」

「いいえ」

「おれは人間だ！」

「いいえ、あなたは化け物です」

「嫌いやだ！」

　雪道はシロコの小さな体にすがりつく。

「嫌だ、助けてくれ、頼む」

　ふわりとした手つきで、シロコは雪道の頬ほおを撫なでた。

「どうぞ、ここにいてくださいご主人さま」

　その声は、悲しいほどに、優やさしかった。

「ずっと、ずっとこの隔離された『妖よう精せいの国』にいてください」

　見詰めるオッドアイに、呑のみこまれてしまうように、雪道はシロコの声を聞く。

「私もお供します。ずっと、ずっと──」

　告げる声は、シロコの微笑ほほえみは、

「それが、私にできる最後の、恩返しです、ご主人さま」

　魚も棲すめぬ水に似た透明な慈愛と献身に満ちていた。

　シロコは雪道の手を取って、立ち上がらせる。

　どこまでも柔やわく優しく、微笑みかける。

「あの日、箱の中で、弱く鳴くことすらもできなかった私は、救われた」

　すっ、と、シロコが己の胸むねに手を当てた。

「……おまえ、もしかして」

「あなたが拾い、あなたが生かし、そして、あなたの前から去った」

　シロコが正体を明かす。

「白く小さな子こ猫ねこです」

　ネコミミがぴくりと、少しだけ動いた。

「そうか、元気にしてたのか」

　そんな場合でもないのに、安あん堵どする。

「はい、ご主人さま……」

　両手を広げて、シロコは包み込むように雪ゆき道みちを抱きしめた。

　薄うすい体に抱いだかれ、微かすかな温もりに包まれ、小さな鼓動を聞く。

　急に、全身に疲つかれがのしかかってきた。

　当たり前のように、目を閉じる。

　だから、雪道には見えない。

　シロコの笑みに気付けない。

　気付けないまま、意識は闇やみに沈んでいく。

「ずっと一いつ緒しよに、死んだように、ここで、生きていきましょう」

　暗闇の中で、

「私だけの、ご主人さま」

　シロコの声が聞こえた気がする。




　ふと、瑛えい子こは誰だれかに呼よばれた気がした。

　長なが月つき邸の縁えん側がわ。瑛子は夜風に当たりながら、膝ひざの上に飼い猫ねこのユキを乗せて月を眺めていた。もうじき眠ねむるつもりなのだろう、パジャマ姿すがたで、特徴的なポニーテイルも解ほどいて長い黒くろ髪かみを背せ中なかに垂らしている。

「……雪道？」

　気のせいだろうかと首を傾かしげる。

「なーご」

　鏡かがみ餅もちのように太ったユキは一声鳴くと、突とつ然ぜん、瑛子の膝の上から飛び降りた。

「どうしたのユキ？」

「なーごぅー」

　ユキはついてこいと言いたげに尻尾しつぽを動かし、てくてくと歩き出す。

　小首を傾げながらも瑛子が立ち上がると、ユキはいきなり加速した。

　蜜み柑かんを頭の上に乗せれば鏡餅と区別がつかないようなデブ猫のくせにびっくりするぐらいその身は軽く、足が速い。

「待って、ユキ」

　小走りに瑛子はユキを追う。

　玉たま砂利じやりを敷き詰めた縁側近くの庭を過ぎ、植えてある松などの木々の隣となりを通り、どんどん屋敷の外に進んでいく。

　案の定、ユキは塀まで進むとあっさり塀の上まで登る。

　猫ほど身軽ではない瑛子は、パジャマにサンダルの自分の姿を見下ろして一いつ瞬しゆん迷ったが、すぐに覚悟を決めて、近くの木によじ登った。

　塀の近くまで張り出した細めの枝を伝って、塀の上まで進む。

　因ちなみに塀の上にはセンサーがあり、今いま頃ごろ警備会社に通報が入っているだろうが瑛えい子こは気にしない。中学時代には、それがいつものことだった。

　ひょいと、ひと足先にユキが塀から飛び降り、

「……もう、なんなの」

　瑛子はそれに続く。

　長い黒くろ髪かみをなびかせて、瑛子は軽やかに着地し、

「捕まえた」

　その場に止まっていたユキを抱き上げる。めっ、と、少し顔をしかめてユキを叱しかるが、当のユキはこれっぽっちも気にした様子もなく、

「なーご！」

　腕の中から、いつもの不ふ貞て腐くされたような顔で一声鳴く。

　空気を震ふるわせる猫ねこの鳴き声。瑛子の正面に、ぽっ、と、小さく青い光が浮うかび、それは波紋のように広がって人がくぐり抜けられるほどの輪になる。

「なに……これ」

　瑛子はぽかんとし、珍しく目を見開いて驚おどろきを顕あらわにしていた。

　思わず目を擦こするが、青い輪は燐りん光こうを発したまま、そこに確かにある。

　続いて頬ほおをつねってみると、痛いたかった。

「なっ！　なっ！」

　短く鳴きながら、腕の中から、ユキがぐいぐいと瑛子を引っ張る。

「ユキ？」

「なーご！　なーご！」

　ぐいぐいと、ユキは引っ張り続ける。

「……もしかして、これをくぐれって、言ってるの？」

「なーご！」

　なおもぐいぐいと引っ張られ、瑛子は何度も腕の中の不貞腐れたような顔のデブ猫と、青い輪の間で視し線せんを往復させ、

「これを、くぐればいいのね」

　やがて、意を決したように瑛子は一つ頷うなずく。

　不安を堪こらえるように、ぎゅっと手に力を込めて、ユキの体を抱きしめたまま、静かに歩き出す。

　青い輪の中に、足を踏み入れ──

　瑛子の姿すがたが、消えた。




　長なが月つき学園の廊ろう下かで、天あま音ねは雪ゆき道みちに馬乗りになってべしべし頬ほおを叩たたいていた。

「っあああああ、わけわからない！　なんで、いきなり寝ねてんのよ。雪道のバァカ！」

『妖よう精せい』を捕まえた途と端たん、雪道はぶっ倒たおれて目を覚まさない──それが天音に見えた光景の全すべてだった。

　肝心の『妖精』も、白色の光に分解して消えた。一応、光のごく一部は確保しているが大した役には立たないだろう。

『虚きよ構こう式』の反応があった以上、『妖精』は確実に虚構式断だん片ぺんである。

「……一つわかるのは、はめられたってことか」

　虚構式断片の、そのまた一部、『妖精』はデコイおとり。

　そこまでは推すい測そくできた。

「これが目的だったとしたら、わざわざ雪道一人を眠ねむらせる為ために、ここまで大おお掛がかりな芝居を仕組んだ奴やつがいる……でも、なんでよ！」

　天音は頭を抱えてぶんぶん振る。薄うす桃もも色いろのツーテールもぶんぶん揺ゆれる。

「それもこれも、全部こいつがいきなり寝ちゃうから！」

　ほとんど八つ当たりで、雪道の胸むな倉ぐらを掴つかんでぶんぶん揺らす。

　だが、雪道は意識を取り戻もどす気配すらなく、安らかな表情で眠っている。

　虚むなしさを感じて、溜ため息いきを吐ついた。

「こいつに……何があるってのよ」

　考えようとしなかったことが、ふと、脳裏を過よぎる。

　兆候はあったのだ。

　例えばドッペルゲンガーを倒した時、放った『かまいたち』が黒く染そまったこと。

「堕だ落らくしてるなあ、わたしも」

　考えたく、なかったのだ。

　知らないまま、そのままなら、今のまま──三人で。

　珍しくも金色の瞳ひとみに憂ゆう愁しゆうを湛たたえて、夜に囁ささやくような吐息を漏らし──

　天音の第六感が警鐘を鳴らした。

「何か来る！」

　傍かたわらに置いた『風かぜ鳴なき』を掴んで立ち上がり、視し線せんを向けたのは上方。

　コンクリの天井。

　唐突に、青い光の輪が浮うかぶ。

　輪の向こうに見えるのは、どこかの、道の風景か？

　次に見えたのは靴底、サンダルの裏。

　輪をくぐり抜けて、誰だれかが落ちて……

「瑛えい子こ？」

　丸々太った白しろ猫ねこを抱えた瑛子が、落ちてきた。

　雪ゆき道みちの真上に。

「きゃっ……痛いた……痛く、ない？」

　着地の瞬間に小さく悲鳴を上げるが、すぐに自分がクッションにしているものに気付いて跳び上がる。

「えっ？　なに、どうなっているの？　天あま音ね？　ここは、学校？」

　混こん乱らんした様子で、ユキを強く抱きしめたまま、瑛子はあちらこちらを見回す。

　天音は構えた『風かぜ鳴なき』を下ろし、

「わたしが知りたいぐらいよ──そうだ、雪道！」

「芦あし原はら？」

「なーごっ！」

　二人の叫さけびを余よ所そに、再びユキが鳴いた。

　次は足元に、青い輪が広がり、

「うわわわっ、な、なによ、これ！」

「──私にもわからない！」

　廊ろう下かに倒たおれた雪道ごと、三人が青い輪の中に落ちていく。




　青い輪の出口は、グラウンドに開いた。

　ぽいぽいと、西瓜すいかの種でも吐き出すように、輪の中から雪道たちが吐き出される。

　最初に雪道がグラウンドの上に無造作に投げ出され、転がる。

　続いてユキを抱いた瑛子。両手が塞ふさがっているため受身も取れず、もろに尻餅をついてしまう。

「……っ」

　痛みに顔をしかめて、パジャマについた砂を払う。

　最後に飛び出たのは天音。『風鳴き』でグラウンドを打ち、反動を利用してバランスを取り、器用に両足で着地。

　即そく座ざに『風鳴き』を構えなおし、

「あれ、シロコ？　あんた何してんの？」

　ネコの耳を生やした彼かの女じよを目にして、構えた『風鳴き』を下ろす。

　天音たちが青い輪から吐き出された地点は丁度、指揮棒を振るうシロコの目の前。

　天音の呼よびかけにシロコは答えない。月光を浴びたまま指揮棒を振っていた。

　怪け訝げんそうに、天音は金色の瞳ひとみを僅わずかに歪ゆがめる。

　視し線せんを走らせれば、七十三匹の機械猫が天音たちを囲む形で扇おうぎ状じように展開しているのがわかった。

　シロコと機械猫ねこたち──指揮者と楽団の間に天あま音ねたちが姿すがたを現したのか。

　オーケストラは天音たちの姿が見えてすらいないように、ただ、人間の耳には聞こえない音域で音楽を奏かなで続ける。

　あまりに自動的に、まさしく全自動に響ひびき渡る聞こえない音。

「……どうしろってのよ」

　天音は判断に迷う。そもそも何が起きているのかわからない。

　そして、天音を置いてけぼりにしたまま、事態は進む。

　瑛えい子この腕を強引に振り解ほどき、ユキがグラウンドに飛び降りてシロコの眼前まで進み、

「ナァアァァァアアアアアア、ゴゥゥゥゥゥゥゥゥウウウウ！」

　夜の空気を震ふるわせるように、大声で鳴いた。

　反はん射しや的てきに天音と瑛子は耳を押さえた。

　だが、シロコは目を閉じたままオーケストラの正面で指揮棒を振るい、機械猫たちは可か聴ちよう域いきを超えた音楽を奏で続ける。

　天音にも瑛子にも聞こえないオーケストラの一いつ糸し乱みだれぬ演奏が、ユキの大きな鳴き声にほんの一いつ瞬しゆん、ぶれた。

　ぴくりと、同じ瞬間にシロコの動きが止まる。

　シロコとユキの間に──青い輪が開く。

「──ッ！」

「……」

　天音が、瑛子が、その青い輪を見詰める。

　輪の向こうに映る光景は、黒い大地と赤い空──芦あし原はら雪ゆき道みちの姿。

　いつのまにか、グラウンドに倒れていたはずの雪道の姿が消えていた。

　雪道は青い輪の向こうに──黒と赤の世界に墓標のように立っていた。

　飛び込むべきか？

　天音は迷った。

　瑛子は迷わなかった。

　何の躊躇ためらいもなく、

「芦原！」

　名前を呼よんで、駆かけ抜けて、青い輪の中に飛び込んだ。

「ちょっ！　瑛子、待って！」

　少し様子を見て、と、続けようとした天音の目の前で、瑛子が飛び込み──

　青い輪は閉じた。

　未いまだ自動的に奏で続けるオーケストラ。目を覚まさない雪道。静かに輝かがやく青白い月。

　瑛えい子こは青い輪の向こうに消えてしまい。

　天あま音ねは一人、取り残された。

「貴女あなたが願うのならば──」

　声がした。

　天音は声の方を見る。

　喋しやべっていたのは、丸々と太った、不ふ貞て腐くされたような顔の、瑛子の飼い猫ねこ──ユキ。

「この私が叶かなえましょう」

　ユキの形が変わる。

　猫から人へ──包帯を全身に巻いたタキシード姿すがたの奇き怪かいな男の姿に変わる。

　その男は、ユキを装よそおい、ここまで天音たちを連れてきた。本物のユキは今も長なが月つきの屋敷でまどろんでいる。

「……あんた、誰だれ」天音が問う。

「我が名は既すでに『忘れ去られ』ているが故ゆえ、その問いに対する確たる答えはなかれども、あえて私は名乗りましょう！

　私は『エピメテウス』

『全すべてを与えられた女』をその手に抱いだいた愚かな巨人を騙かたる者」

　眠ねむる雪ゆき道みちの傍かたわらで、エピメテウスは道どう化けのように大おお仰ぎような礼をする。

「……胡う散さん臭くさい奴やつね」

　人の形をした異い形ぎように、天音は警戒も顕あらわに『風かぜ鳴なき』の切っ先を向けた。

　だがエピメテウスは、包帯の隙すき間まに刻まれたような口を歪ゆがめて薄うすく笑う。

「天あま川かわ天音──あなたは、弱い」

　ただの一言で、天音の心を抉えぐった。

「……ッツ」

　天音が強く、唇を噛かむ。

　噛み締めた唇が破れて、つう、と、一筋の血が流れ落ちる。

「その弱さ故に、天川天音は部外者でしかありえない」

「……黙れ」

「御み堂どう叶かな流るのような狂気がなく、

　御堂瑞みず佳かのような妄もう執しゆうがなく、

　浅あさ闇やみシロコのような恋情がなく、

　長月瑛子のような覚悟すらもない。

　天川天音には何もない」

「うるさい！　それが、あんたに何の関係があるっていうのよ！」

　エピメテウスの声を振り払うように、天音は叫さけんだ。

「あなたが芦あし原はら雪ゆき道みちを巻まき込こんだ？　否いな、あなたは巻き込まれた。まったくの部外者であったにもかかわらず、ただ、そこにいたという理由だけで！」

　しかしそれ以上に大きなエピメテウスの叫びにかき消され、天音は気け圧おされる。

「『運命』に巻き込まれた者に、『運命』に抗あらがう力を──それもまた、我が旧ふるき友の願いであるならば」

　薄うすい笑みを消さぬまま、エピメテウスは天あま音ねに手を差し伸べる。

「芦原雪道を、長なが月つき瑛えい子こを救うために、その魂たましいまでをも汚す覚悟があるならば──」

　我が手を取れと。

　エピメテウスは天音を誘さそう。

　白手袋に包まれたその手を、金の瞳ひとみで見詰めて、天音は息を呑のむ。

「あんた、何？　天使？　それとも、悪魔？」

「それを決めるのは貴女あなたでしかありません」

　雪道を、そして、瑛子を救うために──魂までも汚す、

「……わたしは」

　その覚悟が、求められている。

「……わたしは」

　そして、天音は選択する。

　彼かの者の手を取るか、取らざるべきか。




　青の輪をくぐり、赤と黒の世界に瑛子は立つ。

　移動する間に、パジャマは制服に、サンダルも学園指定の靴に、背せ中なかに垂らしていた黒くろ髪かみも髪留めでまとめたポニーテイルに変化する──芦原雪道の見慣れた瑛子の姿すがたに変わる。

　濡ぬれ羽ば色いろの髪を揺ゆらし、黒い大地に着地するや、

「芦原！」

　名前を呼よんで、走り出して、抱き合うシロコと雪道を力任せに引き離はなす。

「長月瑛子だと！」

　驚きよう愕がくにオッドアイを見開いて、シロコが叫さけぶ。

　いるはずがない瑛子の姿に、それが誰だれの差し金かシロコは即そく座ざに理解する。

「エピメテウス。どこまでも、私の邪魔をする！」

　ぎりぎりと鋭するどい歯を噛かみ締め唸うなった。

　虎とらを思わせる形ぎよう相そうで殺気を撒まき散ちらすが、ただの人間でしかない瑛子は引かず、雪道を背中に庇かばいシロコの前に立ちふさがる。

　雪道はぼう、と虚うつろな目をしたまま、人形のように立っているだけだ。

「芦原に、何をしたの」

　静かな声とは裏腹に、眼まな差ざしは憤ふん怒ぬに満ちている。

　シロコが虎とらならば、瑛えい子こもまた虎を思わせる。

「『何をした』？　ハンッ！　『何をした』なんて今いま更さら聞くのか！　何も知らないくせにこんな最後の最後にやって来たおまえが！」

　怒りを表してシロコのネコミミはぴんと立ち、体が変わる。

　肩かたに止まった『妖よう精せい』はふわりと浮うかんで離はなれ、制服が弾はじけ、薄うすく輝かがやく白の体毛が幾何学模も様ようを描えがいてシロコを包む。

　両手は人としての機能を捨て、猫ねこに戻もどり肥大化する。

　両足も同様。そして獣となった手足にはナイフの如ごとく鋭するどい爪つめが生え、白い尻尾しつぽがしなり、空くうを打つ。

　否定公式〇一一二六・回帰現象『ライカン・スロープ』。

　瑛子の知らない、シロコのもう一つの姿すがた。

　あるいはシロコですら意図した変身ではなかったのかもしれない。

　怒りに引ひき摺ずられるように、シロコの体は変わっていった。

「やっぱり、私はおまえも嫌いだ」

　ぐるぐると、喉のどの奥おくでシロコは唸うなる。

「私はご主人さまの役に立ちたくて、力を手に入れた！　人の形で慰めることも、未来を見て導くことも、この爪で敵を切り裂くことだってできる！」

　溜ため込こんでいたものが爆発したようにシロコは喋しやべり続ける。

「おまえなんかにご主人さまは渡さない！　誰だれにもご主人さまを渡さない！　私がご主人さまを救うんだ！　私だけのご主人さまにするんだ！

　ご主人さまを救うのは！

　私だ！

　おまえじゃあああああああないんだ、長なが月つき瑛子！」

　今にも瑛子に飛び掛かりそうだった。

　それをしなかったのはまだ、一いち抹まつの理性がシロコに残っていたからだろう。

　雪ゆき道みちを背せ中なかに庇かばって、瑛子が恐怖しなかったわけはない。

　シロコの喋り方に疑問を抱いだかなかったわけもなく、変わる姿に驚おどろかなかったわけでもない。剥むき出だしの憎ぞう悪おが恐こわくないわけがない。

「だからなに」

　だけど、今はそんなものに関わっている場合ではないとでも言うように、瑛子は瞳ひとみを吊つり上げシロコを睨にらみ付つける。

「勝手なことを言わないで。芦あし原はらがシロコに助けてくれって頼んだの？　そうではないなら、あなたがやっているのは余計なお世話でしかない」

「綺き麗れい事だ！　おまえはご主人さまの未来を知らないから、そんなことが言えるんだ！」

　確かに、瑛えい子こは肝心なことなど何一つ知らない。

　ここに来たのも、雪ゆき道みちの姿すがたを追いかけてきただけだ。

「知る必要なんてない」

　それでいいと、瑛子は肯定する。

「私は芦あし原はらの傍そばにいる。それでいい、後は何もいらない」

　あまりにも堂々とした宣言に、シロコは一いつ瞬しゆん言葉を失う。

「……死ぬぞ、おまえ。ご主人さまに殺されるぞ」

「構わない」

　瑛子の心は揺ゆらがない。

「ご主人さまはおまえを殺す。おまえを殺して絶望する！　おまえも、天あま川かわ天あま音ねも同じだ！　ご主人さまを苦しめるだけだ！」

「構わないと私は言った！」

　赤い空を震ふるわせるほどの大声でシロコが叫さけび、瑛子はそれ以上の声で叫んだ。

「芦原に会わなければ死んだように生きるだけだった！　他ほかの何を譲れても、これだけは譲れない！　私の手の届かない場所に、芦原を連れてなんかいかせない！」

　心を剥むき出だしにするような叫び。

　透明な一いち途ずさは炎に似て、心を焦がす。

「ならもう、死ね！」

　あるいは、この二人は似ていたのかもしれない。

　光と影のように、鏡越しの像のように。だからこそ、互いに引けなかったのか。

　両手を前に、シロコが地を蹴ける。

　両手を広げ、瑛子は立ちふさがる。

　殺す者と、殺される者の姿はあまりにも明確で、

　瑛子にすら、自らの死が見えた。

　刃やいばのように鋭するどい爪つめは、突進の勢いと共に、瑛子を切り刻む──

「──ッ！」

　はずだった。

　シロコが、息を呑のみ、瑛子が息を呑む。

　二人の間を、突如として現れた黒い『かまいたち』が切り裂いて通り過ぎる。

　シロコが瑛子が、『妖よう精せい』すらも『かまいたち』の現れた方向を見る。

「おまえは──」

「……天音？」

「お待たせ、瑛子」

　天あま音ねが軽くウインクをする。

　黒と赤の世界に、いつのまにか、天音が立っていた。

　その手に握にぎるのは無ぶ骨こつな大だい剣けん『風かぜ鳴なき』。

　複雑な紋様が刻まれた刀身を、

　黒い炎が包んでいた。

　深い闇やみの色を纏まとった揺ゆらめく炎。

「『妖よう精せい』を使った記き憶おく操作。やってくれたじゃない、シロコ」

　天音は不敵に笑い、『風鳴き』を肩かたに担かついで堂々と歩いてくる。

「……記憶操作が解けたのか」

　忌いま々いましげに吐き捨てて、シロコが大きく跳んで距離を取り、四足に構えたまま、喉のどを唸うならせ威い嚇かくする。

「焼き尽くしたのよ」

　意味が通じるようで、通じない答えを返し、解説するでもなく話を続ける。

「あんたに何をされたか思い出した。おかげで、大体全部わかったわ」

『風鳴き』を構えなおした天音は、シロコの前に立ち塞ふさがって、瑛えい子こを背せ中なかに庇かばう。

「もうちょっと細かい事情を知りたかったけど、こんなシーンじゃ、他ほかに結論もなさそうだしね」

「そうだよ天あま川かわ天音。全部私の企んだことだ」

　オッドアイを細めて、黒い炎を纏う『風鳴き』を見詰め、シロコは唇を歪ゆがめた。

　ひどくシニカルな笑いだった。

「その炎……その力。おまえ、エピメテウスに会ったな」

「会ったわよ」

　金色の瞳ひとみは、奇妙に静かだ。

「そして、選んで、決めた」

　ごう、と、炎が一ひと際きわ激はげしく燃え上がった。

「雪ゆき道みちも瑛子も、わたしが守る」

「アハハハハハハハハハハハハハハハハハ！」

　身をたわめて、シロコが哄こう笑しようする。

「長なが月つき瑛子はいいだろう。だが、おまえがご主人さまを守る？　何も知らないくせに、何もわかってないくせに、笑わせてくれる──わたしはご主人さま以上に、ご主人さまの未来に絶望しているのに！」

「勝手に──絶望してんじゃないわよ！　あんたそれね、余計なお世話よ。わかってんの、バァカ！」

「アハハハハハハハ！」

　高く笑い、笑い、

「──やっぱり、おまえたち、大嫌いだ」

　不意に、顔から全すべての表情が消えた。

　オッドアイだけが、ぎらぎらと輝かがやいていた。

「殺してやる」

　シロコの言葉に、上空に逃れていた『妖よう精せい』が下りて来る。

『妖精』を肩かたに乗せて。

　シロコが駆かけた。

　右から左から正面から。

　一いつ瞬しゆんにして、シロコは三人に増えていた。

『風かぜ鳴なき』を構えたまま天あま音ねは静かに待ち受ける。

　たんっ、正面のシロコが空へと跳躍する。

　左右のシロコが身を低く地を蹴けって加速する。

　三方からの同時攻撃。

　天音は黒い炎に包まれた『風鳴き』を正せい眼がんに構えたまま、

「そこでしょ」

　誰だれもいない正面目め掛がけて剣を振り下ろす。

　誰もいなかった正面で地を蹴る音がした。

　ぴっ、と、天音の頬ほおに一筋、爪つめで切り裂いたような傷が入る。

　一瞬遅れて、鋭するどい爪の生えた右腕を振りぬいたシロコの姿すがたが天音の眼前に現れた。

　左右と、そして上方にいたはずの三人のシロコは光の粒つぶに還元されて消えていた。

「……どうしてわかった」

「勘」

　にべもない天音の答えにシロコの耳がピクンと動き、白い尻尾しつぽは苛いら立だちを隠かくそうともせず空くうを打つ。

「クスクス、クスクス、あなた違うのね、あなた違うのね？」

　シロコの肩で、『妖精』が笑う。

「だが、私も今ので大体わかったぞ、おまえのスペック」

『妖精』に答えるように、独り言のようにシロコは答えて、再び後方に跳ぶ。

　距離を取るその行動を天音は妨げず、振り切った刃やいばを引ひき戻もどし、

「……くっ、ああ」

　大きく息を吐ついた。

　再び距離を取ったシロコはオッドアイを細めて、言う。

「黒い炎の近くにいるだけで、命が削られていくようだろう」

　天あま音ねは答えない。

　だがよくよく観察すれば天音の呼吸は不規則で、じっとりと汗あせをかいていた。

「天音、大だい丈じよう夫ぶ……なの？」

　天音の背後に庇かばわれて、未いまだにぼうとしたまま意識を戻さぬ雪ゆき道みちをその手で支える瑛えい子こが問う。

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　親指を立てて、背後の瑛子に合図する。

　瑛子は一つ頷うなずいて口を閉ざす。

　シロコはそれを見て、鼻で笑う。

「美しい友情」

　嘲あざけるように言って、流れるような動作で、ぱちんと、指を鳴らした。

　肩かたに止まる『妖よう精せい』がシロコの正面に浮うかぶ。

「奏かなでよ『全自動オーケストラ』」

　その声を合図に、赤い空と黒い大地のこの世界に、無数の妖精が現れる。

　白い光の粒つぶを撒まき散ちらす、無数の妖精。

　蛍の大群か、紋もん白しろ蝶ちようの群れか。

　赤い空から尽きせぬ泉のように湧わき現れる。

「虚きよ構こう式断だん片ぺん・境界現象『タイタニア』」

『妖精』を使し役えきする『式』をもって作り上げたこの擬ぎ似じ的な世界を。

『妖精』を使役して支配する。

　無数の妖精から零こぼれた白い光の粒が、大地に空に、白いラインを描えがく。

　赤と黒の世界には、眩まばゆいほどに美しく、

　認識できない言葉の群れが、天地に幾何学模も様ようを描いていく。

　複雑怪奇に森しん羅ら万ばん象しようを示したそれは、

　そのまま一つの巨大な魔法陣──巨大な『式』となる。

　今やこの世界は全すべて、術者の──

「貫き荒ぶれ轟とどろき爆はぜよ、幻槍、吹雪、雷鳴、大地！

　溶けよ奪うばえよ切り裂き射抜け、強酸、真空、銀剣、弓嵐あらし！

　落ちよ！　落ちよ落ちよ落ちよ！

　炎を纏まといし星の欠片かけら！」

　思うが侭まま──。

　槍に剣に矢に毒薬。

　吹雪雷鳴地震に真空。

　そしてなにより、赤い空の向こうから降り注ぐ、

　美しいほどに凶暴なる流星の群れ。

　数えるのも馬ば鹿か馬ば鹿かしいほどの破壊の形。

　その全てを迎え撃つのは黒い炎を宿す『風かぜ鳴なき』を握にぎった天あま音ね一人。

　シロコに指摘されたとおり、隠かくそうとしても隠し切れない疲労が天音の体には滲にじんでいて。

　おまけにその背後には意識のない雪ゆき道みちと戦えない瑛えい子こがいる。

　ひどい状じよう況きようにも拘かかわらず、

「いいね、この感じ」

　薄うす桃もも色いろの髪かみをなびかせて、天音は微笑ほほえむ。

　誰だれかの為ために戦っているという、この感覚が天音を熱くする。

「滅せよ──」

『風鳴き』が震ふるえ、

「『終しゆう焉えんノ炎』」

　纏まとった黒い炎は燃え盛る。

　迫り来る無数の破壊を前に、天音は黒く燃える剣を大地に突つき刺す。

　黒い炎は地を這はい巡り、天音を、瑛子を、意識のない雪道を囲むように円を描えがき、膝ひざの高さにまで炎が上る。

　そして──

　槍が剣が矢が毒薬が。吹雪が雷鳴が地震が真空が。

　凶暴な流星の群れが。

　降り注いだ。

　荒れ狂う破壊の群れが黒い大地を蹂じゆう躙りんする。

　攻撃の余波──吹き飛ばされた黒の大地が、炎が、槍に剣に矢の破片が舞まい上がり、その場にいる全員の視界を奪うばう。

　クスクス、クスクスと、破壊音の中ですら無数の『妖よう精せい』たちの笑う声は響ひびき、

「終わりだ」

　仕し掛かけたシロコは、もうもうと立ち上る黒煙を見据えて呟つぶやく。

「まだよ」

「──ッ！」

　聞こえた声に、シロコはオッドアイを見開いた。

「……馬ば鹿かな」

　シロコが風を呼よび、立ち上る黒煙を吹き散らす。

『風鳴き』より這い巡った黒い炎の内側。

　三人を囲んだ円の内側には、何一つ傷がない。

　天あま音ねは『風かぜ鳴なき』を地に突き刺した姿すがたのまま、堂々と立っている。

「あんたの攻撃は全部、燃やしたわ」

　言い、天音は『風鳴き』を抜き払う。

「次は、この世界を切り裂く」

　金の瞳ひとみに力がこもり、ツーテールの髪かみを揺ゆらして一歩前に。

「否定公式一一〇八二──」

　駆動音が響ひびき、

　柄つかに埋め込まれた結晶体から黒い炎が零こぼれ、

「切断現象『かまいたち』」

　黒き炎は半月の刃やいばを象かたどって放たれる。

「くうっ！　『妖よう精せい』たち、押おし潰つぶせ！」

　未いまだ驚きよう愕がくから立ち直りきっていないのか、ネコミミをぴこぴこと激はげしく動かしながらシロコが叫さけぶ。

　周囲を囲んだ無数の『妖精』たちがまっしぐらに天音に向かって突つっ込んでいく。

　だが『妖精』たちは天音に辿たどり着つけず、

　放たれた黒き炎の刃が、

　この世界を切り裂いた。















　切り裂かれた世界から零れた黒い輝かがやきに飲のみ込まれ、ブラックアウトする意識。

　次に気付いたとき、天あま音ねはまた、長なが月つき学園のグラウンドにいた。

　熱の混ざった夜の空気と裏腹にどこまでも冴さえた青白い月の光。

　そして包み込むような夜空。

　雪ゆき道みちと瑛えい子こを助ける為ために、シロコの世界に飛び込んだときと同じく、周囲には七十三匹の機械猫ねこよりなる『全自動オーケストラ』が立ち並んでいたが、その全すべては動きを停止しており、指揮棒を振るっていたシロコも、今は地に倒たおれ伏ふしている。

　すぐ隣となりには瑛子と、未いまだ意識を取り戻もどさないままの雪道がいた。

　一言、瑛子に声を掛かけて安心させてあげたかった。

　だが、天音の体は重く。

　今はもう黒い炎を放たない『風かぜ鳴なき』を地面に突つき刺して、がくりと膝ひざを突く。

「くうっ……ああ、あ、はあ……」

　荒い吐息が唇から漏れる。

　だらだらと流れる汗あせが、瞬く間に制服をぐっしょりと濡ぬらす。

　全身の筋肉が痙けい攣れんし、びりびりと痺しびれるように痛いたむ。

　とん、と、肩かたに置かれた手。天音は痛みを堪こらえ、顔を動かして振ふり返かえる。

「気分が、悪いの？　それともどこか、打ったとか……」

　普ふ段だんは無表情な顔に、心配そうな表情が浮うかんでいた。

「……大だい丈じよう夫ぶ、ちょっと疲つかれただけだから」

　無理矢理に、安心させるように微笑ほほえむ。

　だが瑛子の心配そうな表情は消えない。

「ところで、雪道の方は？」

　天音は強引に話題を逸そらした。

　瑛子は僅わずかに目を伏せて首を振る。

「まだ、意識は戻らない」

「そっか……あの世界から連れ戻したら、意識も戻ると思ったんだけどな」

　大きく息を吸い、数秒止めて、大きく吐く。

　それを繰くり返かえして呼吸を整え、ふらつく脚あしに力を込めて、立ち上がる。

「なんだろ。お姫さまのキスでもあれば、あのバァカも目を覚ますかな」

　深刻な空気を振り払うように、わざとおどけて天音が言った。

　そのとき──

　オーケストラを描えがいていた七十三匹の機械猫に異変が起こる。

　停止していたはずの機械猫たちが。

　がたがた、ぶるぶると、不気味な振動を始め。

　ぼんっ！

　機械猫ねこの一体が、煙を吹いた。

　内部の機関が壊こわれたのだろうか、続けて、二つ、三つ、と、連鎖的に機械猫たちが煙を吹いて楽器を取り落とす。

　瑛えい子こは息を呑のんで、崩壊していくオーケストラを見詰める。

　天あま音ねは力の入らない手で突つき刺した『風かぜ鳴なき』の柄つかに手を添える。

　そして、二人の目の前で。

　壊れた機械猫の耳から口から目から。

　無数の妖よう精せいが飛び出した。

　白い光の粒つぶを撒まき散ちらす『妖精』たちは青白い月光だけの夜空にはあまりにも美しく、クスクス、クスクスと笑い声を響ひびかせて空を飛ぶ。

　赤い空を埋め尽くしたように、

　グラウンドを、校舎を、

　夜空をも、

　白く染そめ上げる。




　芦あし原はら雪ゆき道みちは、『彼かれ』と出会っていた。

　意識を失って雪道は、自分の内側に沈んでいき、

　黒に塗り潰つぶされた精神世界の中で、『彼』を見つけた。

『彼』の存在を知っていたが故ゆえに、意識を失った場所が赤と黒の世界だった故に。

『彼』と出会えたのだろう。

　雪道の世界にいた『彼』は、雪道と同じ顔をしていた。

　しかし雪道と『彼』を見分けるのは簡単だった。

　不ふ愉ゆ快かいそうに顔を歪ゆがめたほうが雪道で、不敵に傲ごう慢まんに笑うのが『彼』だった。

『彼』は『待ち人』を名乗った。

　雪道は『芦原雪道』と名乗った。

　友好的とも敵対的ともいえず、二人は出会い、話をした。

　恐おそろしく高こう尚しようだったり、恐ろしく低てい俗ぞくだったのかもしれない話だった。

　最初は二人の意見は正反対だった。

　話をするうちに、二人の意見は歩み寄りを見せた。

　段だん々だんと、段々と、己と『彼』が、『芦原雪道』と『待ち人』が同じようなものに見え始めた頃ころ──

　彼にとっても『彼』にとっても脈絡なく、目覚めの予兆がやって来た。

『彼かれ』との話など、ほとんど覚えていない。

　唯一、覚えているのは、『彼』が最後に告げた言葉だけだ。

「俺おれが言うのも、下らん話だが」

　と、『彼』は皮肉に笑った。

「『おれ』も、『俺』も、所しよ詮せんは同じものだ」

　そうかもしれない。

　そうでないかもしれない。




『妖よう精せい』たちの輝かがやきが、夜空を覆う。

　天あま音ねと瑛えい子こは、輝く夜空を見上げていた。

　その美しさに、思わず目を奪うばわれていた。

　あるいは満天の星空にも似た光景だった。

　見上げずにはいられない。目を奪われずにはいられない。

　だから、反応が遅れた。

　そして、彼かの女じよは速かった。

　天音も瑛子も、彼女から意識を外していた。

　地に伏ふせていたシロコが立ち上がる。グラウンドの砂を蹴けり、白い髪かみをなびかせて、一陣の風のように駆かけ抜ける。

　左の拳こぶしで瑛子を打って意識を奪い。

　右の拳で天音を打って意識を奪う。

　意識を奪ったシロコの顔もまた、蒼そう白はくで、今にも倒たおれそうだった。

　ぐらりと体が傾き、揺ゆれるのを辛かろうじて堪こらえ、シロコはオッドアイを苦痛に歪ゆがめる。

「『妖精』が……制御を離はなれた。抑おさえ切れない。その前に、せめてこいつらを──」

　殺意を込めて、気絶させた天音たちを見詰め、右手を振り上げる。

　右手の形が変わり、鋭するどい爪つめが生える。

　最初は天音に決めたのか、首筋に狙ねらいを定め──

「やめてくれ」

　その声がシロコの動きを止めた。

　ひどくゆっくりと、雪ゆき道みちが立ち上がる。

　目を覚まし、周囲の状じよう況きようを確かく認にんし、

「やめてくれ」

　もう一度、言った。

　冷静だった。

　あるいは、『彼』と出会ったせいかもしれない。

　あるいは、『彼かれ』と混ざりつつあったせいかもしれない。

「おれの友だちなんだ」

　脅すでもなく、命令するでもなく、

「だから、殺さないでくれ」

　ごく普通に頭を下げて頼んだ。

「……ご主人さま」

　だらりと、振り上げた右腕を垂らす。

「ずるいにゃ……そんな風に頼まれたら断れるわけないにゃーよ」

　口調を変えて、オッドアイに悲しげな光を浮うかべて、

　今にも消えてしまいそうなほど、儚はかなげに微笑ほほえんだ。

　憑つき物ものが落ちたように、静かな微笑みだった。

　あるいはもう、彼かの女じよ自身、わかっていたのかもしれない。

　己が、

「それにもう、どうせ──」

　もうじき、終わるであろうことが。

　シロコの体が、再び揺ゆれた。

　ぐらり。今度は自力でバランスを立て直すこともできず、崩れ落ちる体。

　雪ゆき道みちは両手を伸ばしてシロコを抱き止める。

　腕の中にすっぽりと収まる体はひどく小さく、か細く、死体のように冷たかった。

「うにゃあ……申もうし訳わけないにゃあ」

　謝る言葉も、心なしか擦かすれている。

　疲ひ弊へいというより、衰弱か。

「大だい丈じよう夫ぶ……じゃないな。どうした」

　すぐ傍そばにあるシロコの顔を覗のぞき込む。

「あんまり、見ないで欲しいにゃ……」

　よく見ればその顔もひどく青白い。

　雪道の眉み間けんに皺しわがよった。

「これから、何が起こるんだ」

「にゃーの制御を離はなれた『妖よう精せい』が、にゃーを殺して、どっかに散っていって、それで、終わりにゃ」

「そうか」

　一つ頷うなずいて、雪道はシロコの体をグラウンドの上に横たえる。

「少し、我慢しろ」

　言って、前に出る。

　シロコを、天あま音ねを、瑛えい子こを、その背せ中なかに庇かばって立つ。

　空を覆いつくす『妖よう精せい』の群れを見上げて、皮肉に唇を歪ゆがめた。

「ご主人さま？」

「おれはいつだって、『待ち人』に負ける──確か、そう言ったな」

　振ふり返かえりもせずに、雪ゆき道みちが問うた。

「はい……にゃ」

「見てろ。おれは負けない」

「負けますにゃ」

「おれにも、少し、『俺おれ』のことがわかるようになった」

　小さな風が吹く。

　吹いた風が雪道の傍そばに集まり、グラウンドの上に螺ら旋せんを描えがく。

　小さな、黒い風が、雪道の傍にある。

「『俺』の力も少し、使い方がわかるようになった」

　視し線せんは、『妖精』の群れに向けたまま。

『妖精』たちは、クスクスと笑いもせずじっと、見下ろしている。

　獲え物ものを狙ねらうかのように、見下ろしている。

「まだおれを飼い主ぬしだと思ってるなら、シロコ──」

　首だけで振り返り、

「おれを信じろ」

　優やさしく微笑ほほえむ。

　シロコは答えなかった。

　雪道が振り返り微笑んだ瞬間に、意識を失ったから。

　そして、上空で無数の『妖精』たちがシロコという枷かせから解き放たれる。

「クスクス、クスクス、解放された、解放された？」

「クスクス、クスクス、壊こわす、壊す？」

「クスクス、クスクス、誰だれを壊す、誰を壊す？」

「クスクス、クスクス、決まってる、決まってる？」

　輪唱のように響ひびく『妖精』たちの声。

　クスクス、クスクスと笑いながら、まっしぐらに、降って来る。

　空を覆いつくすほどの白。視界の全すべてが『妖精』で埋まる。

　あの中に呑のみ込こまれれば、きっと、狂い死ぬのだろう。

　雪道は静かに右手を掲げた。

　雪道の周囲で螺ら旋せんを描いていた黒い風が、右腕に集まる。

　肉体の内に、精神の内に──あるいはもっとも深く魂たましいの奥おく底そこで吹き荒すさぶ黒い風を、意思の力で抑おさえつけて制御する。

　魂たましいが軋きしむような苦痛を堪こらえて、唇を噛かみ締め、言う。

「今までは、口が裂けても言える台詞せりふじゃなかったが──今なら堂々と言える」

　右腕に集まった黒い風がさらに集束し、望む形に黒い風を作り変える。

　その形は剣。

　その色は闇やみ。

　純真なる漆しつ黒こく。

　純粋なる暗黒。

　抽出された夜。

『芦あし原はら雪ゆき道みち』と『待ち人』の記き憶おくが混ざり合った場所で見た、

『待ち人』の持つ剣の形と色。

　十字架を象かたどる、黒い剣。

　黒い風は、黒い剣となり、雪道の手に握にぎられる。

　剣を手に、瞳ひとみを見開き、迫る妖よう精せいを睨にらみ、

「こいつらはおれが守る！」

　雪道が宣言した。

　誰だれが聞いているわけでもない、自分自身への宣言。

　黒い剣を掲げ、

「狂え──」

　雨のように降り注ぐ『妖精』たちに向かい、

「『始し原げんノの風かぜ』」

　その力を解き放つ。

　天と地を切り離はなすかの如ごとく、黒の刃やいばで虚こ空くうを薙なぎ。

　黒の剣は地獄の怨えん嗟さのように鳴り響ひびく。

　そして黒の剣は、

　眼前にあった『妖精』の全すべてを、

　飲のみ込んだ。

　後には何も残らない。

　ただ、恐おそろしく静かな夜だけが広がっていた。

　黒の剣を風に戻もどしてかき消して、雪道は周囲を見み渡わたす。

　戦いの痕こん跡せきを示すのは、壊こわれた機械猫ねこの群れぐらいだ。

「……これで、終わりか」

　夜の中で一人、雪道が呟つぶやく。

「ですが、全ての終わりは未いまだ遠くにあるのです。我が旧ふるき友よ」

　背後から、その呟つぶやきに答える者がいた。

　一いつ瞬しゆん前まではそこにいなかったはずの者の声。

　雪ゆき道みちは振り返りもせずにその名前を呼ぶ。

「エピメテウス」

「然しかりとも、我が旧ふるき友よ」

　静かに、雪道は首を振り否定する。

「おれをそう呼ぶな」

　振り返りはしなかった、しかし、雪道には背後にいるエピメテウスが切り込みのような唇を吊つり上げた笑顔を作るのがわかった。

「しかし、あなたもまた、我が旧き友なのですよ芦あし原はら雪道──あるいは『待ち人ゴドー』よ」

　エピメテウスの声には、どこか皮肉に響きがする。

「あなたは、思い出しつつあるのですから」

「……」

　雪道は答えない。

　答えず、目を閉じる。

　視界が暗くら闇やみに満ちる。

　だが、声は聞こえる。












「あなたもまた、選び、挑む──旧ふるき願いと、決まりきった運命に」

　雪ゆき道みちは答えない。

「あるいはそれこそが、人を人とするものなのかもしれません」

　雪道は答えない。

「あるいはそれこそが、芦あし原はら雪道がまだ芦原雪道である証なのやもしれません」

　見えはしないが、エピメテウスが道どう化けのように大おお仰ぎように礼をしたのが分かる。

「それでは、我が旧き友よ──また、いずれ」

　そしてゆっくりとエピメテウスの気配が遠ざかり、やがて消えた。

　雪道は目を開けて、振り返る。

　エピメテウスはいない。

　青白い月光に照らされた少女たちがそこにいる。

　意識を失って土の上に倒たおれている。

　天あま川かわ天あま音ね。

　長なが月つき瑛えい子こ。

　浅あさ闇やみシロコ。

　黒と、白と、薄うすい桃色と。

　小さな花のようだった。

　儚はかなく散ってしまう花のようだった。

　深々と降り注ぐ月光に守られているようだった。

「……守るさ」

　彼女たちを見下ろして、雪道は呟く。

「守りきって、みせるさ」

　声は、夜に溶けてしまうほど小さかった。

　だが強い誓いが込められていた。

　そして、雪道は彼女を目覚めさせようと手を伸ばす。

　彼女を最初に目覚めさせようと、手を伸ばす。




　かくて、白い子こ猫ねこの話は終わった。

　ここからは、白い子猫の話が終わった続きの話。

　一匹の子猫の新しい話。

　道化のように、包帯を巻いたタキシードの男が笑い語る。

「御機き嫌げんよう、御機嫌よう、哀れな子猫。喜びなさい、あなたは敗北した。

　悲しみなさい、あなたは勝利した。

　お戻もどりなさい、あなたの望みは叶かなわねど、

　あなたの願いは叶かなってしまった──」

　闇やみの中で、彼かれの声を聞き、彼かの女じよは目を開ける。

「うにゃ？」

　彼女は──シロコは、強い光に気付き、体を起こした。

　最初は眩まぶしく、だが、目が慣れればそれは差し込む朝あさ陽ひでしかない。

『妖よう精せい』をもって雪ゆき道みちに挑んだ夜は、とうに終わり、

　シロコは布団の上に寝ねかされていた。

「起きたか、シロコ」

　ぴこん、とネコミミが立つ。

「ご主人さま！」

　ここが雪道の部屋だと気付く。部屋の主ぬしは壁かべにもたれ、シロコと同じ目線の高さで座っていた。

　雪道は少し笑って立ち上がると、

「ほら」

　いつか、ダンボールの中で、鳴くだけだった子こ猫ねこを抱き上げた時と同じように──

　シロコに向かって手を差し伸べた。




　シロコの瞳ひとみに──オッドアイに、涙なみだが浮うかぶ。

「ご主人さま！」

　差し出された手を両手で握にぎり、シロコが嗚お咽えつを漏らす。

「泣くなよ」

　雪道は体を屈かがめ、何年かの空白を経へて、再開した子猫を抱き寄せる。

　背せ中なかに回した手で、慰めるように優やさしく撫なでる。

　だけど白い子猫の瞳からは、ぽろぽろと、涙が零こぼれ続けた。





終章　白猫は再び




　これは、白い子こ猫ねこの話が終わった続きの話。

　一匹の子猫の新しい話……ではなく、

「うおおおおおおおおお、死ぬ！　死んでしまう！」

　筋肉痛にもがき苦しむ男の話。

　全身にべたべたと湿布を貼はって、雪ゆき道みちは布団の上に転がっていた。

「そりゃあ媒介器の補助も精神制御も、最低限の訓練すらなしに人じん外がいの力を使えばそうなっても不思議はないにゃ……むしろ筋肉痛で終わってるのが不思議にゃ。さらに言ったら一日遅れて筋肉痛が来るとか、物もの凄すごくおっさんにゃあ」

　部屋の壁かべに張り付いて、日差しを避けながらシロコがぼやいた。

　わりに容赦のない発言だった。

「心底余計なお世話──あだだだだあだだだだ」

　喋しやべると痛いたい。痛いからまた声が出る。声が出ると痛い。

　ほとんど無む間げん地獄に陥って、半泣きだ。

「うにゃうにゃ、雪道にゃんがおっさんでも、にゃーは大好きだにゃーよ」

「そいつはありがががががががああああああああああ」

「うにゃー」

　ぴこぴこと、シロコのネコミミが動いて、可哀かわい想そうだなーと、表現しているが、悲しいかな、できることは何一つなかった。

「やっほー、筋肉痛で芋虫みたいになってる愉快な雪道ー、優やさしくて可愛かわいい素敵に最高な天あま音ねさんがお弁当を買ってきてあげたよ！」

　ばたんとドアを開けて、コンビニの袋を手に下げた制服姿すがたの天音が部屋に入る。

「自分で優しくて可愛いとか言ってでででででででで」

「ふふん、言葉も満足に喋れないくせに律りち儀ぎに反論しちゃって」

　にやりん、と、天音の背後でチェシャ猫が笑っていた。

　基本的に、雪道から一本取れるのが嬉うれしいのだろう。

　が、

「……あんたもいたんだ」

　部屋の隅のシロコを見つけて、眉まゆ根ねを寄せた。

「いたら悪いかにゃ」

　シロコの視し線せんにも剣けん呑のんなものが交ざり、声が尖とがる。

「べーつーにー。ただ、一度は人のこと殺そうとしといて掌てのひらを返すのが早いなーって思っただけよ」

「ぶっちゃけ、今もおまえのことは嫌いにゃーけどね」

「なにそれ？　開き直り？」

「過去は過去にゃーよ。今のにゃーはもはや雪ゆき道みちにゃんの忠実な下げ僕ぼくにゃ！　身も心も捧ささげまくっちゃってますにゃ！」

「はあ！　雪道、あんたシロコに何したのよ！」

「何もしてねぇあいでででででええ」

　雪道の訴うつたえを余よ所そに、シロコは両手を自分の頬ほおに当てて、ぽっと、頬を赤く染そめる。

「『おれを信じろ』とか、冷静に考えたら気き障ざにも程がある台詞せりふを真顔で言われましたにゃ！　これはもうある意味愛の告白的にとって問題ないと思うのにゃ！　っていうか、もう天然の女たらしだと思うので色々諦あきらめましたのにゃ！」

「思いださせるなでででで、いてえ、二重の意味で痛いたすぎる！」

「雪道ぃいいい！　あんたねえ、そういう台詞は時と場所と相手を考えて言いなさいよ！　このバァカ！　バァカ！　バァカ！　そんなんだから天然女たらしとか反論が思いつかないレッテル貼はられるのよ！」

　天あま音ねが寝ねている雪道の胸むな倉ぐらを掴つかんで、ぶんぶんと振る。

「ぐおおおおお、やめ、やめろ、筋肉が、筋肉がああああ！」

「このバァカ！　バァカ！　バァカ！　なにが『おれを信じろ』、よ。あんたハリウッド映画の主人公にでもなったの!?　なんかむかつくから、わたしにも同じ台詞言え！」

「何な故ぜそこで、張り合うごごごごごご、揺ゆらす、なあああああ」

　雪道には理解しがたい方向で対抗意識を燃やされ、当人にとっては忘れたいぐらいに恥はずかしい行動を無理矢理思い出させるのは、嫌いやがらせというなら見事だ。

　おまけに天音は容赦なく雪道を振り回す。

　思わず真剣に神に祈りを捧げて助けを求めてしまう。

　こんこんと控ひかえめなノック。一拍置いて、返事を待たずにドアが開く。

「芦あし原はら、ひどい筋肉痛と聞いたけど調子はどう？」

　いつもの無表情で立つ夏服姿すがたの瑛えい子こを見た途と端たん──、

　先ほどまでの七しち転てん八ばつ倒とうは何ど処こへやら、雪道はしゅびんと立ち上がり、ドアまで行って瑛子を出迎える。

「なんだ、わざわざ心配して来てくれたのか。たかが筋肉痛に大おお袈げ裟さだな」

　大袈裟に肩かたをすくめて、苦笑交じりに雪道が言う。

「大したことないし、明日には治ってるだろうよ」

「……てい」

　ぽすっ、と、凄すごく軽く、雪道の腹を叩たたいた。

「ふもぉおおおああああああああ」

　よくわからない呻うめき声を上げ、雪ゆき道みちは涙なみだ目めになって蹲うずくまり、ぴくぴくと痙けい攣れんする。

「やっぱり、無理してた」

「……ばれてましたか」

「明確に」

「筋肉痛だってのは本当だから、別に心配はぁああああああああ」

　やっぱり喋しやべると痛いたいらしい。

「家事は私がするので、今日は休んでいて」

「悪いな、面めん倒どうをかけて」

「大したことではないし、その……」

　両手を胸むねの前で握にぎり、ちょっと照れたように俯うつむいた。

「こういう時ぐらいは、頼って欲しい」

「……ありがとう」

「……どういたしまして」

　今いま更さら自分の台詞せりふが恥ずかしいのか、瑛えい子こはますます俯いてしまう。

　こちらも少し照れくさかったのか、雪道は少し目を逸そらして頬ほおを掻かいた。

　天あま音ねとシロコは、この見ているほうが恥はずかしくなりそうな二人のやり取りを強制的に見物させられて、うんざりとしたように言った。

「なんかね、いつもいつも、わたしは凄すごく不公平なものを感じるの」

「それに関しては同感にゃ」

「いつか絶対、わたしの可愛かわいさをあいつに認みとめさせてやるんだから……」

「……ハードル高い望みにゃね、ぶっちゃけ、瑛子にゃんが強敵過ぎるにゃ」

「言わないでよ。わたしも自覚はしてるんだから」

「困ったものにゃ」

　二人は揃そろって溜ため息いきを吐つき、顔を見合わせた。

「わたしたち、頑がん張ばろうね」

「頑張るにゃ」

　互いの顔に微笑ほほえみを浮かべ、

　がしりと、強く握手を交わした。

「頑張ろうね」

「頑張るにゃ」

　まだまだ、強く握手を交わしていた。

「頑、張、ろ、う、ね」

「頑、張、る、に、ゃ」

　やっぱり、強く握手を交わしていた。

　よく見たら、二人とも目が笑ってなかった。

「ねえシロコ、さり気なくわたしの手の骨を砕こうとしてない？」

「天あま音ねにゃんこそ、にゃーの手の骨を砕こうとしてないにゃ？」

「そんなわけないじゃない、お互いに頑がん張ばろうねって励ましあったばかりでしょ」

「まったくもって同意にゃ。もはやにゃーと天音にゃんの間にはダイヤモンド並みの友情が結ばれたと言っても過言ではないにゃ」

「だよね、ところでさ、ダイヤモンドって固いだけで凄すごく脆いって知ってる？」

「あったりまえにゃーよ」

「アハハハハハハ」

「ニャハハハハハ」

　相変わらず、強く強く握手を交わしたまま、二人が笑った。




「あいつら、いつの間にか仲良くなってやがる」

　筋肉痛を堪こらえて立ち上がった雪ゆき道みちは、いつのまにか背後で仲良く握手している天音たちを見て呟つぶやいた。

「……鈍感」

　聞こえないほどの小声で呟き、瑛えい子こは小さく首を振った。ポニーテイルの黒くろ髪かみが僅わずかに揺ゆれた。

「もうじき夏休みだし、また四人でどこか遊びに行くか」

　瑛子の仕草に気付かず、雪道は独り言のように呟く。

「それはいい考えだと思うけれど、どこに行くの？」

「それはこれから考える、四人でな」

「わかった、ではとりあえず、天音たちの仲ちゆう裁さいをしてくる」

　言うと、瑛子は雪道の横を通り過ぎて天音たちの方へと向かっていった。

　雪道は壁かべに体重を預けて体を支え、天音たちを見た。

　瑛子の、シロコの、天音の顔を見た。

「……夏休み、か」

　そして、ひどく眩しげに、目を細めた。





あとがき




　はじめまして、お久しぶりです、葉は村むら哲てつです。

　突然ですが、一巻あとがきに、

『抑おさえ役で多分一番常識人である瑛えい子こ』

　と、あります。

　すまん、ありゃ嘘うそだ。




　と、いうことで、色んな意味で瑛子さん大暴走の二巻でした。

　タイトルにもなってる天あま音ねさんは普通に大活躍の二巻でした。

　雪ゆき道みちくんは……うん、まあ、頑がん張ばってほしいと思います…………何な故ぜか『修羅場』とか『泥沼』とかいう火曜サスペンス的な言葉が思い浮かぶのですが、多分大だい丈じよう夫ぶでしょう。

　むしろ頑張って大丈夫にしろ芦あし原はら雪道。

　さて、読者のみなさんにはいかがだったでしょうか。

　少しでも楽しんでいただけたのならば幸いです。

　私が思うに、二巻最大の見所は二章冒頭、ページ数で言うと八十ページ辺りです。

　イラストも入っている、はず。

（このあとがきを書いている時点で、私はどんなイラストなのかは知りません。発売日までお預けです）

　ほんたにさんのことですからナイスに仕上げてくれていると勝手に信じています──届けこの一方的信頼。




　ここで話を変えて本編にも多少関係はある『妖よう精せい』のお話を、しようと……思い、

　ごめん無理。

『妖精』という言葉が指し示す範疇は実は物もの凄すごく広いのです。

　ゲームでおなじみのエルフやドワーフ、果てはゴブリンまで分類的には同じ『妖精』だったりします。他ほかにも首なし騎士のデュラハン、嵐あらしを呼ぶ黒犬、人を川に引きずりこむ川馬ケルピーなんてのまで全部『妖精』扱いです。こんなものあとがきのスペースで語れるわけがありません。

　背せ中なかに羽の生えた小さな人、という妖精のイメージは確かケルトあたりのものです。

　ケルト的な妖精はだいたい、『小さく可か憐れん』で『悪戯いたずら好きで気まぐれ』な近くて遠い存在といった性質を持っていまして──なんとなく猫ねこっぽいですね。

　と、いうことで、本作登場の新キャラはあーいう能力になりました。

　全然関係ないけどあのネコミミ帽子素敵だよね！

　以上、『妖よう精せい』の話と見せかけて、新キャラ作成話でした。




　それでは一巻では書けなかった謝辞。

　読者の方々、応援ありがとうございます。おかげさまで割合に好評らしいです。担当編集さんから聞きました。

　担当編集さん、毎度毎度面倒をかけますが、多分次もこんな感じです。

　今回初めて名前を知りましたが校正の方、誤字脱字誤変換満載の原稿をチェックしていただいて助かります。

　イラストのほんたにかなえさん、素敵なイラストありがとうございます──そしてそれ以上に原稿遅くてごめんなさい。海よりも深い土下座でお詫びします。





　　二〇〇九年秋『近所の家で飼われているアライグマが気になる』葉は村むら哲てつ


















　著者

　葉村哲（はむら・てつ）

　　広島生まれの広島育ち、現在も広島在住。

　　しかし、広島風お好み焼きが苦手で広島市民球場にも原爆ドームにも行ったことがない。

　　こう書くと引きこもりみたいだけれども、趣味の一つは散歩です、残りは読書と昼寝。




　イラストレーター

　ほんたにかなえ

　　ＳＡＧＡ　ＰＬＡＮＥＴＳ所属の原画家、イラストレーター。

　　代表作は『Coming×Humming!!』。

　　アニソンを聞いたりゲームをするのが趣味です。

　　いつもだらだら生きてます^^

　　ＨＰ『らぶまにょ』

　　http://rabumanyo.moo.jp/index.html

















　　カバー・口絵・本文イラスト／ほんたにかなえ

　　装丁／かがやひろし











天あま川かわ天あま音ねの否定公式Ⅱ








葉村哲





[image: ]





2010年7月9日　発行





(C)Tetsu Hamura 2009





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ＭＦ文庫Ｊ『天川天音の否定公式Ⅱ』

2009年10月23日初版第一刷発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

https://www.kadokawa.co.jp/





メディアファクトリー　カスタマーサポート

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）













item/image/kuchie-002.jpg





item/image/kuchie-003.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
IS
QILOE

SN

FUIR HIBAIL 60

m_.—g
%/

&7






item/image/cover.jpg





item/image/p259.jpg
| %
MOELTorEhlcBD
BIaEBYSECVEESE LR
BALICTS, N
RNKXEDSEANRT ) & —
FICESTBEBONESESNFET |
FFr>S0OYOIET TP U—=NIUIG M4
BONTTEULIDSETY, ) :
JIPU—RBERZIOBEC [ .,
SEC

HTEZSBA XEIE) <
o -

BRI &

\
ZLTSEEXPE0E0T oI
IBEEATHABSN & ELD
BUV\EHRICRE, 2%

TIEERZ~





item/image/p137.jpg





item/image/p053.jpg





item/image/p011.jpg





item/image/p193.jpg





item/image/p029.jpg





item/image/p229.jpg
\ =

) t‘\.\ \\‘;\\-“ \

N ==ty
<23

SN

A
"/ \«".

> \

® .‘\

\ \ Al "\ / ,s
\ | iy | /
A /

T ):’ o\, s
2 S,
% X
J






item/image/p145.jpg





item/image/p081.jpg
-.": g\~ ‘I' X
| \






item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		CONTENTS



		序章　妖精は夢を見せる



		第一章　『全自動オーケストラ』は隣で眠る



		第二章　『エピメテウス』は未来を嘯く



		第三章　闇は彼らを包み込む



		第四章　未来は『待ち人』に追いつく



		終章　白猫は再び



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/logo-bj.png





item/image/p117.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p243.jpg





